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 ト
レ
イ
ル
紀
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ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
の
16
日 

 

Day
１ 

サ
ン
ラ
イ
ズ 

  

２
０
０
４
年
７
月
23
日
午
前
８
時
、
ハ
ッ
ピ
ィ
・
ア

イ
ル
の
ト
レ
イ
ル
ヘ
ッ
ド
を
通
過
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、

２
回
目
の
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
の
ス
ル
ー

ハ
イ
ク
（
全
行
程
踏
破
）
が
始
ま
っ
た
。 

 
 

       

今
回
の
計
画
は
、
２
年
前
に
17
日
間
で
歩
い
た
時
よ

り
１
日
短
い
。
記
録
は
意
識
し
て
い
な
い
が
、
私
た
ち

は
、
前
回
よ
り
少
し
難
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
る
。 

最
初
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
初
日
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
マ

ウ
ン
テ
ン
を
超
え
る
こ
と
。
ハ
ッ
ピ
ィ
・
ア
イ
ル
の
標

高
は
、
１
２
１
９
ｍ
。
11
マ
イ
ル
（
１
マ
イ
ル
は
約
1.6

㎞
）
先
の
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
標
高
は
２
９

５
０
ｍ
。
一
日
で
１
７
０
０
ｍ
以
上
登
り
、
そ
の
先
の

サ
ン
ラ
イ
ズ
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。 

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
最
大
の
難
所
と
い

わ
れ
る
４
０
２
３
ｍ
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
峠
で
さ
え
、
登

り
始
め
の
２
９
０
０
ｍ
の
ロ
ー
ワ
ー
ビ
デ
ッ
ド
・
メ
ド

ウ
か
ら
の
標
高
差
は
１
１
０
０
ｍ
だ
。
酸
素
の
薄
い
フ

ォ
レ
ス
タ
ー
峠
越
え
も
大
変
だ
が
、
標
高
の
低
い
ヨ
セ

ミ
テ
バ
レ
ー
は
暑
い
。
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
を

１
日
で
超
え
る
の
は
、
簡
単
で
は
な
い
。 

前
回
は
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
の
頂
ま
で
、

あ
と
少
し
と
い
う
と
こ
ろ
で
断
念
。
頂
へ
の
最
後
の
ク

リ
ー
ク
（
小
川
）
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。 

今
回
は
ト
レ
イ
ル
ヘ
ッ
ド
に
近
い
カ
レ
ー
・
ビ
レ
ッ

ジ
に
宿
泊
し
て
、
出
発
を
一
時
間
以
上
を
早
め
た
。
暑

さ
と
急
傾
斜
の
リ
ト
ル
・
ヨ
セ
ミ
テ
バ
レ
ー
ま
で
の
登

り
を
、
太
陽
が
高
く
な
る
ま
で
に
通
過
す
る
計
画
だ
。 

ハ
ッ
ピ
ィ
・
ア
イ
ル
の
案
内
板
を
過
ぎ
る
と
、
し
ば

ら
く
は
森
の
中
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
さ
れ
た
道
。

左
の
山
か
ら
は
森
の
木
々
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
右
下
に

は
マ
ー
セ
ド
川
を
見
下
ろ
す
谷
が
あ
る
。 

夏
時
間
を
採
用
し
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
午

前
８
時
は
、
日
本
で
は
午
前
６
時
半
く
ら
い
で
あ
る
。

真
夏
で
も
今
の
時
間
は
肌
寒
い
く
ら
い
だ
。 

 

１
㎞
ほ
ど
歩
く
と
橋
が
あ
り
、
そ
の
橋
の
左
手
奥
に

水
煙
に
か
す
む
バ
ー
ナ
ル
・
フ
ォ
ー
ル
（
落
差
97
ｍ
）

が
見
え
る
。 

                

残
念
な
が
ら
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
は
、

バ
ー
ナ
ル
滝
の
近
く
を
通
ら
な
い
。 

も
し
、
バ
ー
ナ
ル
滝
に
立
ち
寄
り
た
け
れ
ば
、
橋
を

渡
っ
て
左
に
折
れ
、
マ
ー
セ
ド
川
に
沿
っ
た
ミ
ス
ト
・

ト
レ
イ
ル
を
行
く
。
ミ
ス
ト
・
ト
レ
イ
ル
は
、
水
煙
を

浴
び
な
が
ら
滝
つ
ぼ
の
淵
を
歩
く
人
気
の
ト
レ
イ
ル
。

水
量
や
風
向
き
に
よ
っ
て
か
な
り
濡
れ
る
た
め
、
レ
イ

ン
コ
ー
ト
を
着
る
人
も
い
る
。 

 

ト
レ
イ
ル
は
、
こ
こ
か
ら
パ
ノ
ラ
マ
・
ク
リ
フ
（
崖
）

の
下
の
急
峻
な
登
り
で
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
（
九
十
九

折
れ
）
の
繰
り
返
し
に
息
が
切
れ
何
度
も
立
ち
止
ま
る
。 

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
登
り
切
り
、
バ
ー
ナ
ル
滝
の
上

を
過
ぎ
る
と
、
ネ
バ
ダ
滝
（
落
差
181
ｍ
）
を
見
下
ろ
す

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
出
る
。
白
い
帯
の
よ
う
に
滑
り
落
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ち
る
ネ
バ
ダ
滝
も
す
ご
い
が
、
そ
の
上
の
花
崗
岩
の
岩

山
、
リ
バ
テ
ィ
・
キ
ャ
ッ
プ
の
雄
姿
も
な
か
な
か
だ
。 

           

そ
の
リ
バ
テ
ィ
・
キ
ャ
ッ
プ
や
背
景
の
山
が
、
か
す

ん
で
い
る
。
よ
く
晴
れ
て
い
る
の
で
、
普
段
な
ら
も
っ

と
は
っ
き
り
見
え
る
は
ず
だ
が
、
お
そ
ら
く
、
ど
こ
か

で
山
火
事
が
あ
り
、
そ
の
煙
の
影
響
な
の
だ
ろ
う
。 

ア
メ
リ
カ
西
部
で
は
、
落
雷
な
ど
が
原
因
で
山
火
事

が
起
き
る
。
夏
の
間
、
雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
た
め
、

一
度
起
き
る
と
な
か
な
か
消
え
な
い
。
国
立
公
園
の
場

合
、
道
路
や
設
備
に
被
害
が
及
ぶ
よ
う
な
場
合
を
除
き
、

自
然
に
鎮
火
す
る
の
を
待
つ
。
時
に
は
、
広
大
な
森
林

が
焼
失
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
自
然
だ
と
す
る

考
え
な
の
だ
。
燃
え
た
後
に
は
新
し
い
芽
吹
き
が
あ
り
、

い
つ
か
ま
た
同
じ
よ
う
な
森
に
回
復
す
る
。 

２
年
前
、
ヨ
セ
ミ
テ
を
東
西
に
横
切
る
120
号
線
を
通

っ
た
。
そ
こ
か
ら
数
100
ｍ
先
で
炎
が
上
が
っ
て
い
た
。

私
は
驚
い
た
が
、
現
地
の
人
は
冷
静
だ
っ
た
。
規
模
の

小
さ
な
山
火
事
は
、
珍
し
く
な
い
の
だ
。 

山
火
事
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や

ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
で
知
ら
せ
る
。
今

回
パ
ー
ミ
ッ
ト
（
許
可
証
）
を
も
ら
う
時
に
、
レ
ン
ジ

ャ
ー
は
山
火
事
に
つ
い
て
何
も
言
っ
て
い
な
か
っ
た
。

今
朝
の
か
す
み
は
、
遠
く
で
起
こ
っ
た
山
火
事
の
煙
が

風
で
流
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。 

こ
こ
で
、
ト
レ
イ
ル
は
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ポ
イ
ン
ト

か
ら
降
り
て
き
た
パ
ノ
ラ
マ
・
ト
レ
イ
ル
と
つ
な
が
る
。 

グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
か
ら
は
ハ
ー
フ
・
ド
ー
ム

が
目
の
前
で
、
ヨ
セ
ミ
テ
バ
レ
ー
を
見
下
す
絶
景
の
観

光
ポ
イ
ン
ト
だ
。 

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
の
パ
ー
ミ
ッ
ト
を

申
請
し
て
も
、
ハ
ッ
ピ
ィ
・
ア
イ
ル
か
ら
の
入
山
枠
を

超
え
て
い
れ
ば
許
可
証
が
も
ら
え
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、

日
程
に
ゆ
と
り
の
な
い
ハ
イ
カ
ー
は
、
グ
レ
ー
シ
ャ

ー
・
ポ
イ
ン
ト
か
ら
出
発
す
る
。 

ト
レ
イ
ル
は
、
こ
こ
か
ら
ネ
バ
ダ
滝
の
上
に
か
か
る

橋
ま
で
下
り
に
な
る
。
ネ
バ
ダ
滝
は
、
ヨ
セ
ミ
テ
・
フ

ォ
ー
ル
の
ト
レ
イ
ル
と
並
ん
で
人
気
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
。
お
昼
時
は
、
た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ
ー
が
休
ん

で
い
る
が
、
ま
だ
午
前
10
時
、
ハ
イ
カ
ー
の
姿
は
ま
ば

ら
で
あ
っ
た
。 

滝
の
上
で
休
み
、
水
筒
に
水
を
入
れ
る
。
こ
れ
か
ら

更
に
暑
く
な
る
し
、
長
い
登
り
に
備
え
て
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

ネ
バ
ダ
滝
か
ら
１
㎞
ほ
ど
登
る
と
ト
レ
イ
ル
は
狭

い
平
坦
な
谷
間
に
出
る
。
ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
を
小
さ
く
し

た
よ
う
な
Ｕ
字
型
の
谷
、
リ
ト
ル
・
ヨ
セ
ミ
テ
バ
レ
ー

だ
。
そ
こ
に
は
、
ソ
ー
ラ
ー
・
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
の
ト
イ

レ
と
各
サ
イ
ト
に
フ
ー
ド
ロ
ッ
カ
ー
あ
る
キ
ャ
ン
プ

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
。 

時
差
ぼ
け
で
調
子
が
よ
く
な
い
場
合
は
、
こ
こ
で
キ

ャ
ン
プ
し
た
方
が
よ
い
。 

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
と
の
16
時
間
（
夏
）
の
時
差
の
影

響
は
大
き
い
。
夜
眠
れ
ず
昼
間
眠
い
、
食
欲
が
な
く
て

体
が
だ
る
い
な
ど
の
症
状
が
数
日
続
く
こ
と
も
あ
る
。 

私
た
ち
も
２
日
前
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
つ
い
た
ば

か
り
だ
。
よ
く
時
差
ぼ
け
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
最
近
に

な
っ
て
少
し
慣
れ
た
。
到
着
し
た
日
も
、
そ
の
翌
日
も

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ぎ
っ
し
り
組
ん
で
動
き
回
る
。
２
日

間
び
っ
し
り
動
い
た
の
で
、
昨
夜
は
疲
れ
果
て
て
よ
く

眠
れ
た
。
そ
し
て
、
３
日
目
の
今
日
、
出
発
し
た
。
忙

し
く
し
た
方
が
早
く
時
差
に
慣
れ
る
よ
う
だ
。 

リ
ト
ル
・
ヨ
セ
ミ
テ
バ
レ
ー
を
通
過
し
た
の
は
正
午

頃
、
こ
こ
ま
で
厳
し
い
登
り
が
続
き
、
４
マ
イ
ル
を
進

む
の
に
４
時
間
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
少
し

傾
斜
が
緩
く
な
る
。
ペ
ー
ス
は
上
が
る
は
ず
だ
。 

 

リ
ト
ル
・
ヨ
セ
ミ
テ
バ
レ
ー
の
わ
ず
か
な
平
地
を
過

ぎ
る
と
、
森
の
中
を
な
だ
ら
か
に
登
る
ト
レ
イ
ル
が
始

ま
る
。
森
を
構
成
す
る
の
は
パ
イ
ン
（
松
）
や
シ
ダ
ー

と
呼
ば
れ
る
杉
、
ヒ
ノ
キ
の
仲
間
の
レ
ッ
ド
・
ウ
ッ
ド

で
あ
る
。
夏
の
降
水
量
が
少
な
い
た
め
、
森
の
中
も
乾

燥
し
、
下
草
も
ま
ば
ら
だ
。
ト
レ
イ
ル
の
土
も
乾
き
、

 リバティ・キャップとネバダ・フォール 



歩
く
と
砂
埃
が
上
が
る
。 

ト
レ
イ
ル
の
脇
の
花
崗
岩
の
岩
で
休
憩
す
る
。
岩
に

リ
ッ
ク
を
も
た
れ
か
せ
、
座
っ
て
水
を
飲
み
、
カ
ロ
リ

ー
メ
イ
ト
を
ほ
お
ば
る
。
昼
食
は
、
何
度
か
に
分
け
て

ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
ク
ラ
ッ
カ
ー
で
す
ま
せ
る
。 

サ
ン
ラ
イ
ズ
ま
で
い
く
つ
か
の
ト
レ
イ
ル
の
分
岐

点
が
あ
る
。
テ
ナ
ヤ
湖
の
近
く
に
そ
び
え
る
ク
ラ
ウ

ズ
・
レ
ス
ト
へ
の
ト
レ
イ
ル
。
リ
ト
ル
・
ヨ
セ
ミ
テ
バ

レ
ー
の
奥
の
マ
ー
セ
ド
湖
へ
の
ト
レ
イ
ル
。
そ
し
て
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
・
レ
イ
ク
ス
へ
向
か
う
ト
レ
イ
ル
な
ど
。 

ヨ
セ
ミ
テ
で
は
、
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
分

岐
点
）
に
鉄
板
を
く
り
ぬ
い
た
標
識
が
あ
り
、
行
先
と

距
離
を
表
示
し
て
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
面

倒
で
も
地
図
を
開
き
、
現
在
地
を
確
認
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
以
前
、
間
違
え
て
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
進

ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。 

サ
ン
ラ
イ
ズ
・
レ
イ
ク
ス
へ
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か

ら
１
マ
イ
ル
歩
く
と
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ク
リ
ー
ク
を
横

切
る
。
今
年
は
水
が
一
滴
も
流
れ
て
い
な
い
。
二
年
前

に
は
水
が
あ
り
、
５
時
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
こ
こ
で
、

キ
ャ
ン
プ
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
石
囲
み
や

切
り
株
の
椅
子
が
あ
る
が
、
水
が
な
い
た
め
、
し
ば
ら

く
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。 

時
計
を
見
る
と
３
時
、
前
よ
り
２
時
間
以
上
早
い
。

こ
れ
な
ら
サ
ン
ラ
イ
ズ
ま
で
行
け
そ
う
だ
。 

前
回
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
中
、
熊
が
現
れ
た
。
笛
を
吹

き
、
熊
に
向
か
っ
て
石
を
投
げ
る
。
一
頭
を
谷
に
追
い

払
う
と
ま
た
次
が
現
れ
た
。
親
子
連
れ
だ
っ
た
。
再
び
、

石
を
投
げ
、
笛
を
吹
い
て
追
い
払
う
。 

そ
の
後
、
熊
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
が
、
翌
朝
、
フ

ー
ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
が
10
ｍ
ほ
ど
下
に
転
が
っ
て
い

た
。
熊
は
、
夜
に
な
っ
て
ま
た
現
れ
、
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー

を
い
た
ず
ら
し
た
の
だ
。 

そ
れ
以
来
ヨ
セ
ミ
テ
で
熊
に
会
っ
て
い
な
い
。
フ
ー

ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
の
携
行
が
義
務
化
さ
れ
、
熊
も
ハ
イ

カ
ー
の
食
料
を
奪
え
な
い
と
知
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。 

そ
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
過
ぎ
る
と
サ
ン
ラ
イ

ズ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
へ
の
最
後
の
登
り
だ
。
急
な
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
の
途
中
で
、
南
東
側
が
開
け
た
斜
面
に
出
た
。

遠
く
で
白
い
煙
が
あ
が
っ
て
い
る
。
「
山
火
事
だ
」
こ

こ
か
ら
数
㎞
先
、
エ
コ
ー
・
バ
レ
ー
か
マ
ー
セ
ド
・
レ

イ
ク
の
辺
り
だ
。
が
、
煙
の
様
子
か
ら
小
さ
な
火
災
で
、

大
き
な
影
響
は
な
さ
そ
う
だ
。 

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
は
サ
ン
ラ
イ
ズ
・

マ
ウ
ン
テ
ン
の
東
側
の
肩
を
超
え
る
。
そ
の
肩
を
超
え
、

森
を
抜
け
る
と
広
い
草
原
に
出
る
。
そ
の
向
こ
う
に
、

サ
ン
ラ
イ
ズ
・
ハ
イ
シ
エ
ラ
・
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
。 

ハ
イ
・
シ
エ
ラ
・
キ
ャ
ン
プ
は
、
夏
の
間
だ
け
営
業

す
る
宿
泊
施
設
。
宿
舎
は
キ
ャ
ン
バ
ス
の
屋
根
に
簡
易

ベ
ッ
ド
が
つ
い
た
テ
ン
ト
キ
ャ
ビ
ン
で
、
食
堂
と
売
店
、

ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
も
あ
る
。
日
本
の
山
小
屋
と
違
い
、

定
員
制
で
予
約
が
必
要
。
同
じ
よ
う
な
キ
ャ
ン
プ
は
、

マ
ー
セ
ド
・
レ
イ
ク
、
ボ
ゲ
ル
サ
ン
グ
、
グ
レ
ン
・
オ

ー
リ
ン
、
メ
イ
・
レ
イ
ク
に
あ
る
。
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ

コ
ー
ス
は
、
ハ
イ
・
シ
エ
ラ
・
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
、
キ

ャ
ン
プ
用
具
を
持
た
な
く
て
も
ヨ
セ
ミ
テ
の
ハ
イ
カ

ン
ト
リ
ー
を
一
周
で
き
る
。 

サ
ン
ラ
イ
ズ
に
は
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
用
の
広
々
と

し
た
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
あ
り
、
ソ
ー
ラ
ー
・
コ
ン
ポ
ジ

ッ
ト
の
ト
イ
レ
と
簡
易
水
道
が
あ
る
。
広
い
キ
ャ
ン
プ

グ
ラ
ン
ド
に
人
影
は
ま
ば
ら
で
、
サ
イ
ト
は
自
由
に
選

べ
た
。
私
た
ち
は
草
原
を
見
下
ろ
せ
る
絶
景
の
位
置
に

テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
到
着
時
刻
は
、
午
後
５
時
半
。
初

日
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
さ
す

が
に
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
。 

         

 

サンライズ・キャンプから草原を見下ろす 

Day 1, Sunrise High Sierra Camp, Elevation 2,844m 

12.5 miles (20 km) from Happy Isles, Yosemite Valley 



Day
２ 

ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス 

 

 

空
が
明
る
く
な
り
始
め
た
こ
ろ
起
床
。
寒
さ
に
こ
ご

え
な
が
ら
、
バ
ー
ナ
ー
を
組
み
立
て
、
お
湯
を
沸
か
す
。

コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
、
草
原
に
目
を
や
る
と
、
夜
露
に

濡
れ
た
草
地
が
う
っ
す
ら
と
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
間

を
流
れ
る
細
い
ク
リ
ー
ク
が
、
明
る
く
な
り
始
め
た
空

を
映
し
て
鏡
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。 

私
は
、
日
の
出
前
の
光
景
を
見
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
む
こ
の
時
間
が
大
好
き
だ
。
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
ト
リ

ッ
プ
で
最
も
贅
沢
な
時
間
で
あ
る
。 

 

出
発
し
て
間
も
な
く
、
正
面
に
見
え
る
の
は
カ
セ
ド

ラ
ル
・
ピ
ー
ク
（
３
３
２
５
ｍ
）
だ
。
尖
っ
た
ピ
ー
ク

を
見
な
が
ら
歩
く
ト
レ
イ
ル
は
な
だ
ら
か
で
、
遠
く
に

は
針
葉
樹
の
森
が
あ
り
、
そ
の
周
り
は
草
原
が
広
が
る
。

そ
こ
に
群
生
す
る
ル
ピ
ナ
ス
が
一
斉
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
。 

            

森
の
中
に
美
し
い
湖
が
見
え
た
ら
、
そ
の
辺
り
が
カ

セ
ド
ラ
ル
・
パ
ス
。
こ
の
峠
は
、
頂
が
は
っ
き
り
し
な

い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か
通
り
過
ぎ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
看
板
も
な
い
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
の

最
初
の
峠
で
あ
る
が
、
峠
ら
し
く
な
い
峠
だ
。 

森
の
中
の
湖
は
、
ア
ッ
パ
ー
・
カ
セ
ド
ラ
ル
・
レ
イ

ク
。
１
マ
イ
ル
（
1.6
㎞
）
北
に
は
、
ロ
ー
ワ
ー
・
カ
セ

ド
ラ
ル
・
レ
イ
ク
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
ツ
オ
ル
ム
ン
・

メ
ド
ウ
ス
か
ら
の
日
帰
り
の
ハ
イ
カ
ー
に
人
気
だ
。 

 

カ
セ
ド
ラ
ル
・
レ
イ
ク
か
ら
森
の
中
の
砂
地
の
ト
レ

イ
ル
を
下
る
。
木
々
の
間
か
ら
ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ

ス
の
緑
が
見
え
、
そ
の
う
ち
、
タ
イ
オ
ガ
道
路
（
120
号

線
）
を
走
る
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
遠

く
か
ら
響
く
車
の
音
は
、
妙
に
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 

ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
は
、
東
西
お
よ
そ
３
㎞
、

南
北
１
㎞
の
広
大
な
草
原
。
タ
イ
オ
ガ
道
路
は
そ
の
南

端
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
見
る
草
原
は
美
し
い
。
ド
ラ
イ

ブ
し
て
い
て
も
車
を
止
め
、
ど
こ
ま
で
も
歩
き
た
く
な

る
。 草

原
の
小
道
を
歩
く
と
そ
の
広
さ
を
実
感
で
き
、
中

央
か
ら
丸
み
を
お
び
た
三
角
形
の
レ
ン
バ
ー
ト
・
ド
ー

ム
や
カ
セ
ド
ラ
ル
・
ピ
ー
ク
が
よ
く
見
え
、
蛇
行
す
る

ツ
オ
ル
ム
ン
川
の
清
流
が
草
原
の
風
景
を
引
き
立
て

る
。 

                 

か
つ
て
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
は
、
羊
の
群
れ
と
共

に
こ
こ
を
訪
れ
た
。
彼
は
、
羊
飼
い
で
な
か
っ
た
が
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
食
料
の
運
搬
や
連
絡
を
担
当
し

た
。
暇
を
見
つ
け
て
周
辺
の
山
に
登
っ
て
氷
河
の
痕
跡

を
発
見
し
、
ヨ
セ
ミ
テ
の
形
成
に
氷
河
が
深
く
か
か
わ

っ
た
と
い
う
学
説
を
発
表
し
た
の
だ
。
こ
の
考
え
は
、

今
で
も
一
般
的
で
、
ヨ
セ
ミ
テ
・
バ
レ
ー
の
ビ
ジ
タ

ー
・
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
が
氷
河
で
形
成

さ
れ
た
展
示
と
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
の
像
が
あ
る
。 

今
年
は
、
比
較
的
春
が
早
く
、
７
月
下
旬
の
今
、
草

原
は
、
緑
か
ら
茶
色
へ
色
が
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
夏

の
降
水
量
が
極
端
に
少
な
い
ヨ
セ
ミ
テ
で
は
、
雪
解
け

 

 

カセドラル峠から望むカセドラル・ピーク 

ツオルムン・メドウス 



後
、
数
週
間
で
草
は
枯
れ
始
め
る
。 

ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
に
は
、
西
か
ら
ビ
ジ
タ

ー
・
セ
ン
タ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
マ
ウ
ン
テ
ン

シ
ョ
ッ
プ
、
仮
設
の
商
業
施
設
（
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

の
グ
リ
ル
、
郵
便
局
、
食
料
雑
貨
店
）、
キ
ャ
ン
プ
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
の
許
可
証
を
発
行
す

る
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
、
ツ
オ
ル
ム
ン
・
ロ
ッ

ジ
が
あ
る
。
施
設
の
一
番
西
の
端
か
ら
東
の
端
ま
で
３

㎞
あ
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
は
、
無
料
で
、
テ
ナ
ヤ
湖
か
ら
タ
イ
オ
ガ
峠
ま
で

の
間
を
往
復
し
て
い
る
。 

ヨ
セ
ミ
テ
・
バ
レ
ー
か
ら
の
バ
ス
も
あ
る
。
バ
ス
は

午
前
８
時
過
ぎ
バ
レ
ー
を
出
て
、
ハ
ー
フ
ド
ー
ム
の
裏

が
見
え
る
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
、
お

昼
に
ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
に
着
く
。
帰
り
の
バ
ス

が
出
る
午
後
２
時
ま
で
、
ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
を

散
策
で
き
る
。 

そ
の
ビ
ジ
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
裏
を
通
り
、
キ
ャ
ン

プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
抜
け
て
タ
イ
オ
ガ
道
路
に
出
る
。
白

い
キ
ャ
ン
バ
ス
テ
ン
ト
の
仮
設
店
舗
の
グ
リ
ル
で
、
ホ

ッ
ト
ド
ッ
ク
と
コ
ー
ラ
を
買
っ
て
昼
食
に
し
た
。 

お
昼
時
の
グ
リ
ル
の
前
は
混
み
合
う
。
さ
ほ
ど
、
広

く
な
い
駐
車
場
に
車
が
絶
え
ず
出
入
り
す
る
。
私
た
ち

の
よ
う
な
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
も
多
い
。 

ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
は
、
ヨ
セ
ミ
テ
の
高
山
地

帯
の
中
心
で
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
や
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ク
レ
ス
タ
・
ト
レ
イ
ル
（
メ
キ
シ
コ
国

境
か
ら
カ
ナ
ダ
国
境
ま
で
続
く
）
の
中
継
点
で
も
あ
る
。

ハ
ッ
ピ
ィ
・
ア
イ
ル
か
ら
の
パ
ー
ミ
ッ
ト
が
取
り
に
く

い
こ
と
や
休
暇
の
長
さ
の
関
係
で
、
こ
こ
を
ジ
ョ
ン
・

ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
の
出
発
点
に
す
る
人
も
い
る
。 

隣
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は
、
山
用
品
の
店
が
あ

り
、
そ
こ
で
、
1.5
リ
ッ
ト
ル
の
リ
ザ
ー
バ
ー
を
買
う
。

妻
が
、
歩
き
な
が
ら
水
を
飲
む
の
に
と
、
チ
ュ
ー
ブ
で

飲
む
水
筒
が
気
に
入
っ
た
か
ら
だ
。 

前
回
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
は
、
こ
こ
の
郵
便
局
に
局

留
め
で
日
本
か
ら
食
料
を
送
っ
た
。
今
回
は
、
パ
ー
ミ

ッ
ト
を
も
ら
い
に
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
に
立
ち

寄
っ
た
時
、
そ
こ
の
フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
お

い
た
。
郵
送
で
は
、
４
千
円
も
し
た
が
、
フ
ー
ド
・
ロ

ッ
カ
ー
は
無
料
だ
。 

フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ
ー
は
、
も
と
も
と
駐
車
場
の
車
に

食
料
な
ど
を
置
か
な
い
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
車

内
に
食
料
や
ご
み
を
置
い
て
車
を
離
れ
る
と
（
特
に
夜

間
）
熊
に
狙
わ
れ
る
か
ら
だ
。
熊
は
食
料
の
匂
い
を
嗅

ぎ
つ
け
窓
ガ
ラ
ス
を
壊
す
。
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て
あ
っ

て
も
、
後
ろ
の
シ
ー
ト
を
は
が
し
て
し
ま
う
。
す
ご
い

力
だ
。
ヨ
セ
ミ
テ
で
は
多
い
年
で
年
間
１
３
０
０
台
も

の
車
が
食
料
を
狙
う
熊
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
。
公
園
局

で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
に
適
切
な
食
料
保
管
を
呼
び
か
け
た

り
、
主
な
場
所
に
フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
し
た
り

し
た
。
そ
の
結
果
、
数
年
後
に
は
熊
に
壊
さ
れ
る
車
の

数
は
激
減
し
た
。 

                 

ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
の
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
300
サ
イ
ト
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
６
割
は
予
約
で
、
残

り
の
120
サ
イ
ト
は
当
日
の
先
着
順
。
し
か
し
、
実
際
に

は
連
泊
が
多
く
、
当
日
の
空
は
わ
ず
か
だ
。
８
時
の
受

け
付
け
開
始
時
に
来
な
い
と
泊
ま
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
ん
な
時
は
、
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
東
の
は

ず
れ
に
あ
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
専
用
サ
イ
ト
（
先
着
順

だ
が
制
限
が
な
い
）
に
行
く
。
車
で
は
入
れ
な
い
た
め
、

レ
ン
バ
ー
ト
・
ド
ー
ム
か
ら
パ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

向
か
う
未
舗
装
の
道
路
に
駐
車
し
て
荷
物
を
運
ぶ
。
料

金
は
一
人
５
ド
ル
で
、
サ
イ
ト
の
前
に
あ
る
ポ
ス
ト
に

入
れ
る
。
私
た
ち
も
前
回
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
こ
こ
に

泊
ま
っ
た
。
今
回
は
少
し
足
を
伸
ば
し
、
ラ
イ
エ
ル
渓

谷
の
奥
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
予
定
だ
。 

 

ウィルダネス・センターの駐車場にあるフード・ロッカー 



レ
ン
バ
ー
ト
・
ド
ー
ム
の
手
前
で
ツ
オ
ル
ム
ン
川
に

架
か
る
橋
を
渡
る
。
こ
の
ツ
オ
ル
ム
ン
川
は
、
10
キ
ロ

ほ
ど
下
流
の
い
く
つ
も
の
滝
を
経
て
、「
ツ
オ
ル
ム
ン

川
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
」
を
通
り
、
ヘ
ッ
チ
・
ヘ

ッ
チ
ィ
貯
水
湖
に
流
れ
込
む
。
そ
し
て
、
ベ
イ
エ
リ
ア

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周
辺
）
の
人
々
の
飲
料
水
と
な

る
。 ダ

ム
が
で
き
た
の
は
、
国
立
公
園
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
、
急
増
す
る
ベ
イ
エ
リ
ア
の
人
口
に
合
わ
せ
て
大

規
模
な
貯
水
湖
が
必
要
と
な
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー

ア
も
反
対
運
動
に
加
わ
っ
た
が
、
１
９
１
３
年
、
ダ
ム

建
設
が
認
可
さ
れ
た
。 

私
た
ち
は
、
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

を
囲
む
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ
ー

か
ら
自
分
の
段
ボ
ー
ル
箱
を
取
り
出
し
た
。
こ
の
フ
ー

ド
・
ロ
ッ
カ
ー
は
、
幅
も
奥
行
き
も
広
い
。
た
く
さ
ん

の
人
が
出
し
入
れ
す
る
の
で
、
手
前
に
置
い
て
も
奥
に

隠
れ
て
し
ま
う
。
大
き
め
で
目
立
つ
入
れ
物
を
使
う
と

探
し
や
す
い
。 

箱
を
近
く
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
テ
ー
ブ
ル
ま
で
運
び
、
パ

ッ
キ
ン
グ
を
す
る
。
ご
み
は
、
大
き
な
ご
み
箱
に
捨
て

る
。
ご
み
箱
と
い
う
よ
り
鉄
の
小
屋
の
よ
う
な
も
の
で
、

ス
テ
ッ
プ
に
登
り
、
上
部
の
投
入
口
に
あ
る
カ
ラ
ビ
ナ

で
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
扉
を
開
け
て
ご
み
を
入
れ
る
。 

ゴ
ミ
箱
は
、
熊
に
壊
さ
れ
な
い
強
度
が
あ
り
、
人
間

以
外
に
は
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。 

                

重
く
な
っ
た
フ
ー
ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
を
リ
ッ
ク
に

入
れ
て
歩
き
出
す
。
ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
の
施
設

の
一
番
東
の
ロ
ッ
ジ
の
手
前
か
ら
ツ
オ
ル
ム
ン
川
の

支
流
の
ダ
ナ
・
フ
ォ
ー
ク
と
ラ
イ
エ
ル
・
フ
ォ
ー
ク
を

渡
っ
て
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
（
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
）

に
戻
る
。
ト
レ
イ
ル
は
、
東
に
ク
ナ
・
ク
レ
ス
ト
（
峰
）、

西
に
カ
セ
ド
ラ
ル
山
脈
に
挟
ま
れ
た
ラ
イ
エ
ル
川
の

流
れ
に
沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
る
。
川
の
流
れ
は
ゆ
る
や
か

で
、
底
を
覗
く
と
、
大
き
な
マ
ス
が
泳
い
で
い
た
。 

ド
ノ
ヒ
ュ
ー
・
パ
ス
へ
の
登
り
が
始
ま
る
ま
で
の
10

㎞
は
、
ほ
と
ん
ど
勾
配
の
な
い
平
地
が
続
く
。
長
い
Ｊ

Ｍ
Ｔ
の
中
で
、
こ
こ
に
し
か
な
い
平
ら
な
区
間
だ
。 

ト
レ
イ
ル
は
、
川
に
沿
っ
た
草
地
や
針
葉
樹
の
木
立

の
中
を
通
る
。
草
地
を
踏
み
し
め
て
で
き
た
一
本
の
溝

の
よ
う
な
道
な
の
で
、
周
り
の
草
地
よ
り
も
低
い
。
そ

れ
で
、
所
々
に
水
た
ま
り
が
あ
る
。 

バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
の
規
範
の
中
に
、「
水
た
ま
り

は
さ
け
る
な
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。「
ブ
ー
ツ
は
す

ぐ
に
乾
く
が
、
回
り
道
を
し
て
踏
ま
れ
た
草
は
も
と
に

は
も
ど
ら
な
い
。」
か
ら
だ
。 

渓
谷
の
奥
が
迫
っ
て
き
た
頃
、
ト
レ
イ
ル
西
側
の
木

立
を
覗
き
込
み
キ
ャ
ン
プ
地
を
探
す
。
東
側
は
、
ル
ー

ル
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ジ
ェ
ル
（
こ
わ
れ
や
す
い
）

地
域
に
当
た
る
草
に
覆
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。 

陽
が
傾
き
は
じ
め
た
頃
、
木
立
の
奥
に
平
ら
な
場
所

を
見
つ
け
、
そ
こ
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。 

 

ごみ箱 

 
ライエル・フォークの流れ 

Day 2, Lyell Canyon，Elevation 2,743m 

16 miles (25.6 km) from Sunrise High Sierra Camp 



Day
３ 

ド
ノ
ヒ
ュ
ー
・
パ
ス 

  

空
が
明
る
く
な
り
始
め
た
こ
ろ
に
起
床
。
谷
間
の
朝

は
寒
い
。
ラ
イ
エ
ル
川
の
川
面
か
ら
靄
（
も
や
）
が
立

つ
。
冷
え
込
ん
だ
朝
に
見
ら
れ
る
現
象
だ
。
夜
の
間
に

両
側
の
３
６
０
０
ｍ
級
の
山
か
ら
冷
た
い
空
気
が
降

り
、
谷
底
に
た
ま
っ
た
の
だ
。 

 

数
年
前
、
こ
こ
よ
り
少
し
奥
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
時
は

も
っ
と
冷
え
込
ん
だ
。 

テ
ン
ト
の
フ
ラ
イ
シ
ー
ト
の
結
露
を
乾
か
そ
う
と
、

倒
れ
た
木
の
上
に
広
げ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
シ
ー
ト
を

た
た
も
う
と
す
る
と
、
水
滴
が
凍
っ
て
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
た
。 

 
 

                

そ
の
時
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は
、
大
き
な
フ
ァ
イ
ヤ

ー
・
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
た
き
火
を
し
て
体
を
温
め
た
。

渓
谷
を
見
渡
せ
る
よ
い
場
所
だ
っ
た
が
、
今
で
は
「
閉

鎖
区
域
」
の
標
識
が
立
つ
。
川
の
周
り
の
草
む
ら
が
踏

み
荒
ら
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
私
は
、
川
岸
で
水
を
汲

む
と
き
は
、
草
花
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る

が
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
植
生
に
影
響

が
出
る
の
は
当
然
だ
。 

 

ラ
イ
エ
ル
渓
谷
を
突
き
当
た
る
と
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
・

パ
ス
へ
の
峠
道
が
始
ま
る
。
は
じ
め
は
、
森
の
中
の
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
（
九
十
九
折
れ
）
。
次
に
、
ラ
イ
エ
ル

川
の
急
流
に
沿
っ
た
登
り
。
そ
し
て
、
橋
が
あ
り
、
渡

っ
た
と
こ
ろ
に
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
あ
る
。 

こ
の
辺
り
は
、
「
熊
の
出
没
が
多
い
所
」
と
加
藤
則

芳
氏
の
著
書
「
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
を
行

く
」
に
記
し
て
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
も
夜
の
間

に
熊
に
か
じ
ら
れ
た
リ
ッ
ク
を
映
し
て
い
た
。 

以
前
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
は
、
食
料
を
木
の
枝
に
吊

り
下
げ
て
い
た
。
こ
こ
よ
り
先
は
木
が
少
な
く
、
森
を

抜
け
る
前
、
こ
の
辺
り
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
吊
り
下
が
っ
た
食
料

を
狙
う
熊
の
出
没
も
多
か
っ
た
の
だ
。 

現
在
、
ヨ
セ
ミ
テ
で
は
、
フ
ー
ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
の

携
行
が
義
務
に
な
り
、
木
に
食
料
を
吊
り
下
げ
る
方
法

は
違
法
と
な
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
は
、
熊

が
開
け
た
り
持
ち
運
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
バ

ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
食
料
を
奪
お
う
と
す
る
熊
の
出
没

は
少
な
く
な
っ
た
。（
本
Ｈ
Ｐ
ト
レ
イ
ル
ガ
イ
ド
編 

（3）
山
で

の
食
料
保
管 

参
照
） 

 

ラ
イ
エ
ル
渓
谷
の
森
を
抜
け
る
と
小
さ
な
湖
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
上
に
目
を
や
る
と
ラ
イ
エ
ル
山
の
雄
姿

と
そ
の
山
腹
に
白
く
輝
く
ラ
イ
エ
ル
氷
河
が
見
え
る
。

ラ
イ
エ
ル
氷
河
は
ヨ
セ
ミ
テ
で
現
存
す
る
唯
一
の
氷

河
だ
。 

 
 

               

ド
ノ
ヒ
ュ
ー
・
パ
ス
へ
は
、
そ
こ
か
ら
1.5
マ
イ
ル
。

ラ
イ
エ
ル
氷
河
が
遠
望
で
き
る
小
さ
な
湖
を
渡
り
、
山

の
斜
面
に
刻
ま
れ
た
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
。
再
び
小
さ
な

湖
。
そ
の
湖
に
置
か
れ
た
飛
び
石
を
滑
ら
な
い
よ
う
に

 

ライエル氷河の遠望 

 

早朝のライエル渓谷のトレイル 



慎
重
に
渡
る
。 

そ
の
後
、
峠
ま
で
は
ご
ろ
ご
ろ
し
た
石
の
原
っ
ぱ
で

石
の
間
の
土
の
道
や
階
段
状
の
ト
レ
イ
ル
が
続
く
。
峠

付
近
は
比
較
的
な
だ
ら
か
で
、
登
っ
て
き
た
道
を
見
下

ろ
す
ほ
ど
の
勾
配
は
な
い
。 

                 

午
前
11
時
過
ぎ
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
・
パ
ス
に
到
着
。
ド

ノ
ヒ
ュ
ー
・
ピ
ー
ク
と
ラ
イ
エ
ル
山
の
鋭
い
山
並
み
が

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
真
っ
青
な
空
に
突
き
刺
さ
っ
て

い
る
。
そ
の
下
の
小
さ
な
池
の
水
面
は
、
峠
を
吹
き
抜

け
る
風
で
波
立
つ
。 

飛
ば
さ
れ
そ
う
な
帽
子
を
押
さ
え
て
、
「
ア
ン
セ

ル
・
ア
ダ
ム
ス
・
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
／
イ
ン
ヨ
ー
・
ナ
シ

ョ
ナ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
」
と
、
書
か
れ
た
木
の
標
識
の
前

で
写
真
を
撮
る
。
振
り
返
る
と
「
ヨ
セ
ミ
テ
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
パ
ー
ク
」
の
標
示
板
。
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
・
パ
ス
と
い

う
標
識
は
な
い
。 

こ
こ
に
は
普
通
、
○
○
湖
と
か
○
○
峠
と
い
う
標
識

は
な
い
。
地
図
で
確
認
す
る
し
か
な
い
の
だ
。
そ
の
代

わ
り
、
ヨ
セ
ミ
テ
と
イ
ン
ヨ
ー
の
よ
う
に
管
轄
の
境
目

に
は
必
ず
標
識
が
あ
る
。 

管
轄
が
違
う
と
ル
ー
ル
が
違
う
。
例
え
ば
、
ヨ
セ
ミ

テ
で
は
、
ト
レ
イ
ル
に
犬
な
ど
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
歩
け

な
い
が
、
イ
ン
ヨ
ー
で
は
Ｏ
Ｋ
だ
。
一
般
に
国
立
公
園

の
ト
レ
イ
ル
で
は
ペ
ッ
ト
連
れ
禁
止
で
、
国
立
森
林
で

は
そ
れ
が
可
能
だ
。 

                  

し
か
し
、
国
立
公
園
で
も
馬
は
Ｏ
Ｋ
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
人
間
が
飼
う
動
物
を
ス
ト
ッ
ク
（
家
畜
）
と
ペ
ッ

ト
に
区
別
し
て
い
る
か
ら
だ
。
馬
や
ミ
ュ
ー
ル
（
馬
と

ロ
バ
の
合
い
の
子
）
、
そ
れ
に
ラ
マ
な
ど
は
、
家
畜
と

し
て
連
れ
て
歩
け
る
。
パ
ー
ミ
ッ
ト
を
申
請
す
る
時
に

も
、
連
れ
て
行
く
家
畜
の
数
を
書
く
欄
が
あ
る
。 

以
前
、
反
対
方
向
か
ら
ヨ
セ
ミ
テ
を
目
指
し
た
時
、

峠
を
下
る
ラ
マ
の
一
行
と
す
れ
違
っ
た
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ

ー
を
目
指
す
夫
婦
は
、
３
頭
の
ラ
マ
の
背
に
荷
物
を
載

せ
、
自
分
た
ち
は
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
チ
だ
け
と
い
う
身
軽

さ
で
あ
っ
た
。
羨
ま
し
く
思
え
た
が
、
ラ
マ
の
面
倒
を

み
る
の
は
大
変
そ
う
だ
。 

正
午
近
く
に
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
・
パ
ス
を
降
り
は
じ
め
る
。 

下
り
も
花
崗
岩
の
石
積
み
の
ト
レ
イ
ル
。
１
マ
イ
ル
ほ

ど
下
る
と
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
ー
ク
（
小
川
）
と
湿
地
帯

に
出
る
。
そ
の
ク
リ
ー
ク
に
沿
っ
て
下
る
。 

最
初
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
は
、
こ
の
辺
り
の
岩
影
で

キ
ャ
ン
プ
し
た
。
そ
の
時
、
ク
リ
ー
ク
を
挟
ん
だ
反
対

側
の
森
の
中
で
、
馬
を
連
れ
た
一
行
が
キ
ャ
ン
プ
し
て

い
た
。
彼
ら
の
う
ち
の
一
人
が
近
づ
い
て
き
て
、 

「
私
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
食
料
を
持
っ
て
い
る
。
い

っ
し
ょ
に
食
べ
な
い
か
。」 

と
、
誘
っ
て
く
れ
た
が
、
す
で
に
夕
食
を
済
ま
せ
た
後

だ
っ
た
の
で
、
丁
寧
に
断
っ
た
。 

 

ドノヒュー・パス 3,368m 

 ドノヒュー・パスへのトレイル 



 
湿
地
帯
は
蚊
が
多
い
。
蚊
は
雪
解
け
の
７
月
に
多
く
、

８
月
に
は
少
な
く
な
る
。
前
回
は
８
月
の
下
旬
で
あ
っ

た
た
め
、
蚊
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
以

前
で
あ
れ
ば
、
草
原
や
湿
地
帯
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
避
け

た
方
が
よ
い
。 

そ
の
年
、
こ
の
ラ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ク
の
近
く
で
日
本

の
学
生
に
も
会
っ
た
。
森
の
中
で
テ
ン
ト
を
た
た
ん
で

い
た
彼
は
、
加
藤
則
芳
氏
の
「
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・

ト
レ
イ
ル
を
行
く
」
を
読
み
。
加
藤
氏
と
同
じ
よ
う
な

日
程
で
30
日
か
け
て
歩
く
と
言
っ
て
い
た
。 

ト
レ
イ
ル
の
東
へ
と
流
れ
込
む
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
―

ク
を
離
れ
、
再
び
登
り
坂
に
な
る
。
こ
の
先
の
ア
イ
ラ

ン
ド
・
パ
ス
へ
は
、
森
の
中
の
あ
ま
り
長
く
な
い
登
り

で
あ
る
が
、
下
り
に
慣
れ
た
脚
に
は
き
つ
い
。
こ
こ
で
、

ベ
テ
ラ
ン
の
夫
婦
の
ハ
イ
カ
ー
と
す
れ
違
う
。
彼
ら
は
、

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
か
ら
ヨ
セ
ミ
テ
を
目
指
す
と
い
う
。
休

暇
の
関
係
で
、
全
行
程
を
15
日
間
に
し
た
と
い
う
。 

「
忙
し
い
旅
だ
」 

と
、
嘆
い
て
い
た
が
、
私
た
ち
よ
り
年
配
の
二
人
の
速

さ
に
感
心
し
た
。 

彼
ら
は
、
フ
レ
ー
ム
・
ザ
ッ
ク
の
底
に
、
ア
ル
ミ
製

の
フ
ー
ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
を
付
け
て
い
た
。
私
た
ち
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
よ
り
一
回
り
大
き
い
。
興
味
を
持
っ

て
聞
く
と
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
買
っ
た
と
い
う
。
値
段
は

高
い
が
使
い
や
す
い
と
い
う
の
で
、
帰
宅
後
、
ネ
ッ
ト

で
探
し
て
み
た
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
、

そ
の
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ

ー
に
会
わ
な
か
っ
た
。 

ア
イ
ラ
ン
ド
・
パ
ス
は
、
初
日
に
超
え
た
カ
セ
ド
ラ

ル
・
パ
ス
同
様
に
、
ど
こ
が
峠
の
頂
か
、
は
っ
き
り
し

な
い
。
た
だ
、
左
右
に
小
さ
な
湖
が
あ
る
平
ら
な
場
所

を
過
ぎ
る
と
ゆ
る
や
か
な
下
り
に
な
る
の
で
、
あ
と
か

ら
峠
だ
っ
た
と
気
づ
く
。 

峠
を
下
り
始
め
る
と
、
す
る
ど
い
岩
山
の
バ
ー
ナ

ー
・
ピ
ー
ク
と
数
10
も
の
小
島
や
岩
を
浮
か
べ
た
サ
ウ

ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク
の
雄
姿
が
現
れ
る
。
サ
ウ

ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク
は
、
東
西
約
２．５
㎞
、
南
北

約
１
㎞
の
細
長
い
湖
で
、
湖
の
多
い
こ
の
辺
り
で
も
比

較
的
大
き
い
方
だ
。 

私
た
ち
は
、
こ
の
美
し
い
湖
に
何
度
も
来
て
い
て
、

「
お
気
に
入
り
」
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
決
め
て
い
る
。

そ
こ
は
、
東
端
の
湖
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
（
水
の
流
出
口
）

か
ら
１
マ
イ
ル
（
1.6
㎞
）
奥
。
北
岸
の
岩
場
の
上
だ
。

湖
岸
か
ら
１
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
が
、
周
囲
の
景

色
が
よ
く
見
え
る
高
台
に
あ
る
。 

                  

ア
イ
ラ
ン
ド
・
パ
ス
か
ら
降
り
て
来
る
と
、
真
下
に

湖
の
中
央
部
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
オ
フ
ト
レ
イ
ル
ハ
イ

ク
で
下
れ
ば
、
１
マ
イ
ル
も
な
い
が
、
こ
こ
か
ら
ト
レ

イ
ル
に
沿
っ
て
歩
き
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
経
由
で
キ
ャ
ン

プ
地
ま
で
行
く
と
２
マ
イ
ル
は
あ
る
。 

私
た
ち
は
、
コ
ン
パ
ス
で
方
角
を
確
か
め
な
が
ら

「
お
気
に
入
り
」
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
岩

と
疎
林
の
斜
面
を
下
っ
た
。
が
、
湖
の
北
側
に
は
、
広

大
な
岩
場
が
広
が
る
。
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
所
な
の
で
、

目
指
す
私
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
地
が
ど
れ
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
湖
岸
に
着
い
た
時
は
、
ア
ウ 

ト
レ
ッ
ト
に
近
づ
き
す
ぎ
て
い
て
、
も 

ど
る
。
午
後
３
時
半
、
よ
う
や
く
「
お 

気
に
入
り
」
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
た 

ど
り
つ
い
た
。 

テ
ン
ト
を
張
っ
た
後
、
森
の
中
か
ら 

た
く
さ
ん
の
枯
れ
木
を
集
め
て
キ
ャ
ン 

プ
に
運
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
夜
は
、 

夜
更
け
ま
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を 

楽
し
み
、
星
を
見
て
過
ご
し
た
。 

 

アイランド・パス（左上）とサウザンアイランド・レイク 

←ＪＭＴ→ 

△Camp 

Day 3, Thousand Island Lake 

Elevation 2,997m 

12 miles (19.2 km) from Lyell Canyon 



Day
４ 

ジ
ュ
エ
リ
ー
・
レ
イ
ク
ス 

  

今
朝
は
、
朝
日
が
テ
ン
ト
に
差
し
込
む
ま
で
、
寝
袋

の
中
に
い
た
。 

朝
日
に
輝
く
バ
ー
ナ
ー
・
ピ
ー
ク
を
見
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
朝
食
の
支
度
を
す
る
。
朝
食
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
と

味
噌
汁
。
ご
は
ん
に
は
ふ
り
か
け
を
、
味
噌
汁
に
は
乾

燥
野
菜
を
少
し
入
れ
る
。 

今
日
の
目
的
地
は
７
マ
イ
ル
先
の
ロ
ザ
リ
エ
・
レ
イ

ク
。
急
ぐ
必
要
は
な
い
。
10
時
頃
、
キ
ャ
ン
プ
地
を
後

に
す
る
。
ト
レ
イ
ル
に
戻
る
ま
で
の
１
マ
イ
ル
、
何
度

も
バ
ー
ナ
ー
・
ピ
ー
ク
と
湖
を
振
り
返
り
、
写
真
に
収

め
な
が
ら
歩
く
。
今
朝
も
快
晴
、
青
空
の
下
の
バ
ー
ナ

ー
・
ピ
ー
ク
が
美
し
い
。 

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
（
湖
水
の
流
出
口
）
で
、
岩
の
上
に

い
た
マ
ー
モ
ッ
ト
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。
マ
ー
モ
ッ
ト

は
、
お
と
な
し
い
が
、
食
事
時
に
チ
ッ
プ
モ
ン
ク
と
呼

ば
れ
る
リ
ス
は
い
た
ず
ら
好
き
だ
。
ち
ょ
っ
と
目
を
離

す
と
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
の
袋
を
ひ
っ
か
き
、
中
の
食
料
を

奪
お
う
と
す
る
。
チ
ッ
プ
モ
ン
ク
は
、
ヨ
セ
ミ
テ
・
バ

レ
ー
や
エ
ミ
グ
ラ
ン
ト
・
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
で
よ
く
見
る
。

ク
ッ
キ
ー
を
狙
っ
て
、
テ
ン
ト
を
破
ら
れ
た
と
い
う
話

も
聞
い
た
の
で
要
注
意
。 

こ
こ
か
ら
、
数
マ
イ
ル
の
間
に
、
た
め
息
が
出
る
よ

う
な
美
し
い
湖
が
点
在
す
る
。
今
日
の
行
程
を
短
く
し

た
の
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
湖
を
十
分
楽
し
む
た
め
だ
。 

                

サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク
の
少
し
先
に
あ
る

の
が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
・
レ
イ
ク
。
な
だ
ら
か
な
花
崗
岩

の
岩
山
と
湖
畔
に
点
在
す
る
針
葉
樹
の
木
立
に
囲
ま

れ
た
静
か
な
湖
で
、
サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク

と
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
レ
イ
ク
の
間
の
山
に
風
が
遮
ら
れ
る

の
か
、
い
つ
見
て
も
湖
面
に
波
が
な
い
。 

そ
の
先
を
登
る
と
右
手
に
あ
る
の
が
、
赤
茶
け
た
岩

肌
を
湖
面
に
映
し
て
輝
く
ル
ビ
ー
・
レ
イ
ク
。
ト
レ
イ

ル
か
ら
覗
き
込
む
と
マ
ス
の
泳
ぐ
姿
が
見
え
る
。 

         

ル
ビ
ー
・
レ
イ
ク
か
ら
更
に
登
る
と
大
き
な
湖
が
現

れ
る
。
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
レ
イ
ク
だ
。 

サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク
同
様
、
湖
に
孤
島

を
浮
か
べ
、
湖
面
に
突
き
出
し
た
半
島
が
美
し
い
。
背

景
の
バ
ー
ナ
ー
・
ピ
ー
ク
は
、
見
る
角
度
が
変
わ
る
た

め
、
少
し
違
っ
て
見
え
る
。
サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・

レ
イ
ク
は
、
広
大
な
湖
岸
を
持
つ
が
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・

レ
イ
ク
は
、
す
り
鉢
状
に
狭
ま
り
、
水
深
も
か
な
り
あ

り
そ
う
だ
。
サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク
を
「
壮

大
」
と
呼
ぶ
な
ら
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
レ
イ
ク
は
「
荘
厳
」

と
い
う
言
葉
が
あ
て
は
ま
る
。 

地
図
を
見
る
と
、
こ
の
辺
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
湖

が
あ
る
。
い
つ
か
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
、
周
辺
の
湖

を
巡
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

ヨ
セ
ミ
テ
の
境
に
接
す
る
こ
の
地
域
が
、
国
立
公
園

に
入
ら
な
か
っ
た
の
が
、
不
思
議
だ
。
も
し
こ
こ
が
、

ヨ
セ
ミ
テ
の
一
部
で
あ
っ
た
な
ら
、
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ

ー
の
名
所
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ヨ
セ
ミ
テ
の
バ
ッ
ク

カ
ン
ト
リ
ー
に
も
、
テ
ン
レ
イ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
湖
が

集
ま
っ
た
地
域
が
あ
る
が
、
美
し
さ
や
大
き
さ
で
は
比

較
に
な
ら
な
い
。 

ト
レ
イ
ル
は
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
湖
岸
を
登
り
き
る
と

シ
ャ
ド
ー
・
レ
イ
ク
ま
で
一
気
に
下
る
。
シ
ャ
ド
ー
・ 

レ
イ
ク
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か
ら
の
水
は
、
滝
や
カ
ス
ケ
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ー
ド
（
小
滝
）
に
な
り
、
サ
ン
オ
ー
キ
ン
・
リ
バ
ー
に

合
流
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
デ
ビ
ル
ズ
・
ポ
ス
ト
パ
イ
ル
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
通
り
、
レ
イ
ン
ボ

ー
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
と
な
る
。 

                                  

シ
ャ
ド
ー
・
レ
イ
ク
の
湖
岸
で
釣
り
を
し
て
い
る
親

子
が
い
た
。
彼
ら
に
、 

「
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
見
な
か
っ
た
か
。」 

と
、
聞
か
れ
た
。 

「
こ
こ
は
、
キ
ャ
ン
プ
禁
止
で
、
・
シ
ャ
ド
ー
・
ク
リ

ー
ク
に
戻
る
か
、
ロ
ザ
リ
エ
・
レ
イ
ク
に
行
く
か
だ
。」 

と
、
答
え
た
。 

シ
ャ
ド
ー
・
レ
イ
ク
は
キ
ャ
ン
プ
禁
止
で
、
禁
止
区

域
の
標
識
は
、
シ
ャ
ド
ー
・
ク
リ
ー
ク
が
流
れ
込
む
橋

の
手
前
に
立
っ
て
い
る
。 

そ
の
ロ
ザ
リ
エ
・
レ
イ
ク
は
、
シ
ャ
ド
ー
・
レ
イ
ク

か
ら
一
山
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

は
、
湖
岸
の
ト
レ
イ
ル
に
沿
っ
た
木
立
の
中
。
私
た
ち

は
、
湖
の
中
央
で
、
し
っ
か
り
し
た
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
サ

ー
ク
ル
が
あ
る
サ
イ
ト
を
見
つ
け
て
テ
ン
ト
を
張
っ

た
。
到
着
は
、
３
時
半
過
ぎ
だ
っ
た
。 

先
ほ
ど
の
親
子
も
後
か
ら
来
た
。
湖
岸
に
沿
っ
て
移

動
し
な
が
ら
釣
り
を
し
て
い
る
。
息
子
の
方
が
マ
ス
を

釣
り
上
げ
た
よ
う
だ
。 

私
た
ち
の
夕
食
は
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
ビ
ー
フ
・

シ
チ
ュ
ー
と
ア
ル
フ
ァ
米
。
シ
チ
ュ
ー
の
ほ
か
、
ス
パ

ゲ
ッ
テ
ィ
、
ラ
ザ
ニ
ア
、
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
、
テ
リ
ヤ
キ

と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
製
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
を

順
に
食
べ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
入
国
時
に
肉
製
品
を
持

ち
込
め
な
い
の
で
、
現
地
の*

Ｒ
Ｅ
Ｉ
で
調
達
す
る
。 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
石
を
動
か
し
、
鍋
が
乗
る

小
さ
め
の
炉
を
作
る
。
ガ
ス
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
の

で
、
残
っ
た
燃
料
は
朝
食
用
に
し
て
、
夕
食
に
は
小
枝

を
燃
や
し
て
お
湯
を
沸
か
す
。
多
少
手
間
は
か
か
る
が
、

な
か
な
か
面
白
い
。 

 
 

大
変
な
の
は
、
後
片
付
け
。
す
す
け
て
真
っ
黒
に
な

っ
た
鍋
を
、
タ
オ
ル
の
端
に
水
と
地
面
の
砂
を
つ
け
て

磨
く
。
こ
の
辺
り
の
砂
は
、
ク
レ
ン
ザ
ー
の
よ
う
に
粒

が
細
か
く
、
煤
（
す
す
）
が
よ
く
落
ち
る
が
、
手
間
は

か
か
る
。
ガ
ス
の
あ
り
が
た
さ
が
身
に
染
み
る
。 

今
で
は
、
炎
が
消
え
た
炭
火
の
上
に
鍋
を
乗
せ
る
。

そ
う
す
る
と
鍋
は
ほ
と
ん
ど
汚
れ
な
い
。
最
近
の
キ
ャ

ン
プ
用
の
ス
ト
ー
ブ
や
鍋
は
、
同
じ
燃
料
で
当
時
の
倍

以
上
の
お
湯
が
沸
か
せ
る
よ
う
に
省
エ
ネ
が
進
ん
で

い
る
。 
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Day
５ 

レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ 

  

夜
明
け
前
の
ロ
ザ
リ
エ
・
レ
イ
ク
。
波
ひ
と
つ
な
い

湖
面
を
か
す
め
る
よ
う
に
飛
ぶ
小
鳥
。
そ
の
鳴
き
声
が

こ
だ
ま
す
る
。 

 

ロ
ザ
リ
エ
・
レ
イ
ク
か
ら
少
し
登
る
と
、
森
の
中
の

小
さ
な
湖
、
グ
ラ
デ
ィ
ス
・
レ
イ
ク
が
あ
る
。
ト
レ
イ

ル
を
離
れ
て
、
湖
に
沿
っ
て
左
に
行
く
と
マ
ン
モ
ス
の

山
々
を
展
望
で
き
る
岩
場
に
出
る
。 

真
下
に
は
、
ア
グ
ニ
ュ
ー
・
メ
ド
ウ
ス
か
ら
の
リ
バ

ー
・
ト
レ
イ
ル
、
正
面
の
山
の
斜
面
に
は
、
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
・
ク
レ
ス
タ
・
ト
レ
イ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
）
が
あ
る
。

右
手
の
遠
方
に
は
、
マ
ン
モ
ス
・
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の

山
と
そ
の
頂
に
あ
る
展
望
台
、
そ
こ
へ
行
く
ゴ
ン
ド
ラ

の
ケ
ー
ブ
ル
が
見
え
る
。 

Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
、
ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド
ウ
ス
か
ら
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
の
近
く
ま
で
、
ほ
ぼ
Ｊ
Ｍ
Ｔ
と
同
じ
ト
レ
イ
ル

だ
が
、
サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク
か
ら
少
し
の

間
は
、
谷
を
挟
ん
で
別
の
道
を
通
る
。 

Ｊ
Ｍ
Ｔ
は
、
湖
と
森
の
中
を
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
、
バ
ー
ナ

ー
・
ピ
ー
ク
の
遠
景
を
見
な
が
ら
、
峰
の
斜
面
の
開
け

た
ト
レ
イ
ル
を
行
く
。
２
つ
の
ト
レ
イ
ル
は
こ
の
谷
の

先
、
デ
ビ
ル
ズ
・
ポ
ス
ト
・
パ
イ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
ソ
ー
ダ
・
ス
プ
リ
ン
グ
で
合
流
す
る
。 

                 

グ
ラ
デ
ィ
ス
・
レ
イ
ク
か
ら
ミ
ナ
レ
ッ
ト
・
ク
リ
ー

ク
ま
で
、
退
屈
な
森
の
中
の
ト
レ
イ
ル
を
３
マ
イ
ル
下

る
。
下
り
坂
で
も
、
こ
こ
は
歩
き
や
す
い
。
急
な
下
り

は
脚
に
負
担
が
か
か
る
が
、
こ
こ
は
、
比
較
的
な
だ
ら

か
で
距
離
も
短
い
。 

ミ
ナ
レ
ッ
ト
・
ク
リ
ー
ク
を
渡
る
と
、
左
手
に
急
な

川
の
流
れ
が
岩
を
伝
わ
っ
て
い
く
カ
ス
ケ
ー
ド
（
小
滝
）

が
あ
る
。
こ
の
先
で
滝
（
ミ
ナ
レ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
）

に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
滝
は
ト
レ
イ
ル
か
ら
は
見
え

な
い
。
こ
れ
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
先
の
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｔ
を
北
に
0.5
マ
イ
ル
も
ど
る
。 

デ
ビ
ル
ズ
・
ポ
ス
ト
パ
イ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
は
、
六
角
形
の
柱
状
岩
石
の
集
合
体
と
レ
イ

ン
ボ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
を
含
む
南
北
３
㎞
、
東
西
５
０

０
ｍ
の
地
域
。
レ
イ
ン
ボ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
は
、
夏
場
で

も
水
が
多
く
、
広
い
滝
口
か
ら
落
ち
る
水
が
水
煙
と
な

り
、
光
線
の
具
合
で
虹
が
見
え
る
。 

ミ
ナ
レ
ッ
ト
・
ク
リ
ー
ク
を
挟
ん
で
柱
状
岩
石
の
山

の
反
対
側
を
通
る
。
こ
こ
か
ら
で
は
、
柱
状
岩
石
は
あ

ま
り
よ
く
見
え
な
い
。
よ
く
見
た
け
れ
ば
、
レ
ッ
ズ
・

メ
ド
ウ
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
、
ソ
ー
ダ
ス
プ
リ

ン
グ
ス
で
降
り
る
。 

ポ
ス
ト
・
パ
イ
ル
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
ミ
ナ
レ
ッ

ト
・
ク
リ
ー
ク
に
架
か
る
橋
を
渡
る
。
そ
こ
か
ら
Ｊ
Ｍ

Ｔ
を
離
れ
、
食
料
補
給
の
た
め
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
に
向

か
う
。
こ
の
辺
り
は
地
図
に
な
い
ト
レ
イ
ル
が
あ
り
、

よ
く
迷
う
の
で
注
意
し
な
が
ら
進
む
。 

車
道
に
出
て
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
の
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
行
く
。
こ
こ
に
は
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
専
用
の

サ
イ
ト
も
あ
る
が
、
到
着
が
早
か
っ
た
の
で
通
常
の
サ

イ
ト
に
泊
ま
る
。
料
金
も
二
人
な
ら
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
共
有
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
サ
イ

ト
に
比
べ
、
通
常
の
サ
イ
ト
は
テ
ー
ブ
ル
や
フ
ァ
イ
ヤ

ー
・
サ
ー
ク
ル
を
占
有
で
き
る
。
そ
れ
に
、
バ
ッ
ク
パ

ッ
カ
ー
サ
イ
ト
は
、
舗
装
し
て
い
な
い
車
道
の
す
ぐ
脇

に
あ
り
、
車
が
通
る
度
に
砂
埃
が
舞
う
。 

一
般
の
公
共
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
受
付
け
は
セ
ル

フ
で
、
空
い
て
い
る
サ
イ
ト
に
車
を
置
く
か
テ
ン
ト
を

張
る
。
案
内
板
に
あ
る
封
筒
と
タ
グ
に
、
サ
イ
ト
番
号
、

名
前
、
住
所
、
宿
泊
日
数
な
ど
を
書
く
。
現
金
を
入
れ

た
封
筒
か
ら
タ
グ
を
切
り
取
り
、
封
筒
は
案
内
板
の
ポ

ス
ト
に
入
れ
、
タ
グ
は
、
支
払
っ
た
印
と
し
て
、
サ
イ

ト
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
ク
リ
ッ
プ
に
と
め
る
。
よ
く
わ
か
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ら
な
け
れ
ば
、
「
キ
ャ
ン
プ
ホ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
管

理
人
が
入
り
口
の
そ
ば
の
モ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ム
な
ど
に

い
る
の
で
、
教
え
て
く
れ
る
。 

お
昼
ご
ろ
に
テ
ン
ト
を
張
り
終
え
、
空
の
リ
ッ
ク
を

持
っ
て
リ
サ
プ
ラ
イ
品
を
取
り
に
行
く
。
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
が
途
中
で
食
料
な
ど
を
供
給
す
る
こ
と
を

R
e
su

p
p

ly

（
再
供
給
）
と
い
う
。
ツ
オ
ル
ム
ン
・
メ
ド

ウ
ス
に
続
い
て
２
度
目
の
リ
サ
プ
ラ
イ
で
あ
る
。 

キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
５
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ

た
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
・
リ
ゾ
ー
ト
に
は
、
ロ
ッ
ジ
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
パ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
乗
馬
の
ツ
ア
ー

や
馬
に
よ
る
荷
物
の
運
搬
を
行
う
業
者
の
厩
）
、
グ
ロ

ッ
セ
リ
ィ
・
ス
ト
ア
（
食
料
雑
貨
店
）
が
あ
る
。 

こ
こ
の
グ
ロ
ッ
セ
リ
ィ
・
ス
ト
ア
は
、
リ
サ
プ
ラ
イ

品
を
１
個
に
つ
き
１
ド
ル
で
預
か
っ
て
く
れ
る
。
私
た

ち
は
、
出
発
の
前
日
こ
こ
に
立
ち
寄
り
、
５
日
分
の
食

料
や
燃
料
な
ど
を
預
け
た
。
そ
の
段
ボ
ー
ル
箱
を
キ
ャ

ン
プ
場
に
持
ち
帰
り
、
リ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
か
さ
ば
る
包

装
を
と
り
、
ま
と
め
て
ジ
ブ
ロ
ッ
ク
の
袋
に
入
れ
る
）

し
て
、
２
個
の
フ
ー
ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
に
入
れ
た
。
こ

こ
ま
で
、
フ
ー
ド
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
は
１
個
だ
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
２
個
に
な
る
。 

                 

レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
の
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、

今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
天
然
の
温
泉
を
利
用

し
た
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
っ
た
。
入
る
の
に
勇
気
が
い
る
ほ

ど
の
古
い
施
設
で
あ
っ
た
が
、
お
湯
を
浴
び
、
洗
濯
を

し
て
、
気
分
爽
快
に
な
っ
た
。 

こ
こ
で
も
し
、
シ
ャ
ワ
ー
に
入
り
た
け
れ
ば
、
私
の

知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
マ
ン
モ
ス
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
と
い

う
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ン
ド
に
行
く
。 

レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
、
終

点
の
マ
ン
モ
ス
・
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
、

市
内
へ
向
か
う
バ
ス
に
乗
り
替
え
る
。 

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
は
、
マ
ン
モ
ス
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

の
前
で
、
シ
ャ
ワ
ー
の
料
金
は
一
人
10
ド
ル
だ
と
思
う
。 

マ
ン
モ
ス
は
、
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト
地
。
冬
は
ス
キ
ー
、

夏
は
ハ
イ
キ
ン
グ
客
で
賑
わ
う
。
私
た
ち
も
バ
ッ
ク
パ

ッ
キ
ン
グ
の
帰
り
に
よ
く
立
ち
寄
り
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
裏
手
の
公
共
の
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
オ
ー

ル
ド
・
シ
ャ
デ
ィ
・
レ
ス
ト
）
に
泊
ま
る
。 

そ
こ
を
ベ
ー
ス
に
、
サ
ウ
ザ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・
レ
イ

ク
や
レ
イ
ン
ボ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
へ
向
か
う
。
大
き
な

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
も
あ
る
。 

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
は
、
ス
パ
や
プ
ー
ル
、
シ
ャ
ワ
ー
が
付

く
が
料
金
は
高
め
、
Ｒ
Ｖ
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ

ー
グ
ル
で
、
日
本
で
い
う
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
指
す
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
来
た
場
合
、
電
気
や
給
排
水
を

接
続
で
き
る
の
で
便
利
で
、
最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト
も
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

午
後
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
日

本
人
の
ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
に
会
う
。
彼
は
、
加
藤
氏
の

本
を
読
み
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を
歩
く
た
め
に
会
社
を
辞
め
た
と

い
う
。
ヨ
セ
ミ
テ
を
訪
れ
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を
歩
く
う
ち
に
、

人
生
観
が
変
わ
っ
た
と
話
し
て
い
た
。 

夕
食
は
、
そ
の
彼
と
と
も
に
、
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
と
っ
た
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
が
主
な
メ
ニ
ュ
ー
の
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
が
、

味
は
な
か
な
か
よ
い
。
こ
こ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
「
ツ

ナ
・
メ
ル
ト
」
は
妻
の
大
好
物
。
ツ
ナ
と
溶
け
た
チ
ー

ズ
の
組
み
合
わ
せ
が
な
ん
と
も
い
え
な
い
ら
し
い
。 

 

 

レッズ・メドウのグロッセリィ・ストア（食料雑貨店） 

Day 5, Reds Meadow 

Elevation 2,316 m 

9 miles (14.4 km) 

from Rosalie Lake 



Day
６ 

レ
イ
ク
・
バ
ー
ジ
ュ
ニ
ア 

 
午
前
７
時
、
辺
り
は
明
る
く
な
っ
た
が
、
陽
の
光
は

ま
だ
届
か
な
い
。
肌
寒
い
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
の
キ
ャ
ン

プ
グ
ラ
ン
ド
を
出
る
。
車
道
の
横
の
牧
場
で
は
馬
が
草

を
食
べ
て
い
る
。
馬
も
夏
は
忙
し
い
。
こ
れ
か
ら
客
を

乗
せ
、
レ
イ
ン
ボ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
や
サ
ウ
ザ
ン
ア
イ

ラ
ン
ド
・
レ
イ
ク
へ
向
か
う
か
も
知
れ
な
い
。 

Ｊ
Ｍ
Ｔ
へ
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
・
フ
ォ
ー
ル
ズ
へ
の
ト

レ
イ
ル
の
駐
車
場
を
抜
け
、
５
０
０
ｍ
く
ら
い
で
Ｊ
Ｍ

Ｔ
と
Ｐ
Ｃ
Ｔ
の
ト
レ
イ
ル
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
分
岐

点
）
に
出
る
。
そ
こ
を
左
に
折
れ
、
南
に
向
か
う
。 

レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
か
ら
森
の
中
の
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
。

レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
の
標
高
は
２
３
０
０
ｍ
。
森
は
松
な

ど
の
針
葉
樹
が
主
で
、
背
の
低
い
広
葉
樹
は
ク
リ
ー
ク

や
草
原
の
近
く
に
多
い
。 

レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
か
ら
４
マ
イ
ル
で
、
ア
ン
セ
ル
・

ア
ダ
ム
ス
・
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
に
別
れ
を
告
げ
、
ジ
ョ

ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
に
入
る
。
ア
ン
セ
ル
・

ア
ダ
ム
ス
は
ヨ
セ
ミ
テ
を
撮
り
続
け
た
写
真
家
で
、
ヨ

セ
ミ
テ
・
バ
レ
ー
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
る
。 

お
昼
に
は
、
標
高
２
８
０
０
ｍ
の
デ
ィ
ア
・
ク
リ
ー

ク
に
着
く
。
木
陰
に
リ
ッ
ク
を
お
ろ
し
て
一
休
み
。
お

昼
ご
は
ん
は
行
動
食
で
、
休
憩
の
間
に
、
カ
ロ
リ
ー
メ

イ
ト
や
の
り
ピ
ー
で
す
ま
せ
る
。
休
憩
は
、
た
い
て
い

は
出
発
し
て
か
ら
２
時
間
後
と
、
お
昼
頃
、
そ
し
て
午

後
３
時
く
ら
い
の
３
回
で
あ
る
が
、
き
つ
い
峠
道
で
は

も
っ
と
休
む
こ
と
に
な
る
。 

Ｊ
Ｍ
Ｔ
が
交
差
す
る
デ
ィ
ア
・
ク
リ
ー
ク
の
川
幅
は

10
ｍ
ほ
ど
、
浅
く
て
靴
の
ま
ま
飛
び
石
の
上
を
歩
け
る
。

渡
渉
地
点
の
左
側
に
は
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
あ
る
。 

デ
ィ
ア
・
ク
リ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
マ
ン
モ
ス
・
ク
レ

ス
ト
（
頂
）
の
山
腹
に
刻
ま
れ
た
ト
レ
イ
ル
を
歩
く
。

右
手
は
、
谷
間
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
ー
ク
を
挟
ん
で
、

シ
エ
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
の
雄
大
な
山
並
み
が
広
が
る
。

標
高
は
３
０
０
０
ｍ
ま
で
上
が
る
。
木
が
乏
し
い
南
向

き
の
斜
面
で
、
日
差
し
が
き
つ
く
暑
い
。
デ
ィ
ア
・
ク

リ
ー
ク
で
１
リ
ッ
ト
ル
入
れ
た
水
も
少
な
く
な
る
。 

ト
レ
イ
ル
が
左
に
大
き
く
曲
が
り
、
右
下
に
深
い
谷

が
見
え
る
と
そ
こ
が
、
ダ
ッ
ク
・
レ
イ
ク
の
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
だ
。 

こ
こ
は
、
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
か
ら
12
マ
イ
ル
。
川
に

沿
っ
た
広
い
範
囲
に
キ
ャ
ン
プ
地
が
あ
る
。
こ
こ
を
ダ

ッ
ク
レ
イ
ル
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
ダ
ッ
ク
・

レ
イ
ク
、
と
呼
ぶ
人
が
多
い
。 

ダ
ッ
ク
・
レ
イ
ク
は
、
ト
レ
イ
ル
の
北
５
０
０
ｍ
に 

あ
り
、
そ
ん
な
に
離
れ
た
所
を
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と
呼
ぶ

の
は
お
か
し
い
が
、
ダ
ッ
ク
・
レ
イ
ク
か
ら
、
フ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ク
リ
ー
ク
へ
と
流
れ
込
む
こ
の
川
に
は
、
地
図

に
名
前
が
な
い
。
本
来
な
ら
、
ダ
ッ
ク
・
ク
リ
ー
ク
と

し
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
、
ク
リ
ー
ク
の
長
さ
が
、

1.5
マ
イ
ル
し
か
な
い
の
で
、
ク
リ
ー
ク
に
な
ら
な
い
の

だ
ろ
う
か
。 

                

  

そ
こ
で
一
休
み
す
る
。
日
差
し
を
避
け
、
木
陰
に
マ

ッ
ト
を
広
げ
て
横
に
な
る
。
涼
し
く
て
心
地
よ
い
の
は

最
初
だ
け
で
、
す
ぐ
に
汗
が
冷
え
、
風
が
あ
た
る
と
寒

く
な
る
。
乾
燥
し
、
日
差
し
の
強
い
シ
エ
ラ
・
ネ
バ
ダ

で
は
、
日
向
と
日
影
の
温
度
は
、
極
端
に
違
う
。 

体
が
冷
え
る
の
を
避
け
、
休
憩
を
早
め
に
切
り
上
げ

て
リ
ッ
ク
を
背
負
う
。 

ダ
ッ
ク
・
レ
イ
ク
か
ら
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
登
る
。

標
高
に
し
て
１
０
０
ｍ
ほ
ど
登
る
が
振
り
返
っ
て
も

ダ
ッ
ク
・
レ
イ
ク
は
見
え
な
い
。 

そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
等
高
線
に
沿
っ
て
１
マ
イ
ル
進
ん

で
、
ま
た
下
る
と
、
森
に
囲
ま
れ
た
湖
が
見
え
て
く
る
。

「
パ
ー
プ
ル
・
レ
イ
ク
」
だ
。
前
回
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク

 

ジョン・ミューア・ウィルダネスの雄大な山並み 



は
、
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
湖
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に

は
平
ら
な
場
所
が
あ
る
が
キ
ャ
ン
プ
禁
止
。
湖
岸
を
探

し
回
り
、
西
岸
の
中
央
で
、
や
っ
と
平
ら
な
場
所
を
見

つ
け
た
の
だ
っ
た
。 

                   

私
た
ち
は
、
更
に
進
む
。
夕
刻
４
時
を
す
ぎ
た
頃
、

レ
イ
ク
・
バ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
に
到
着
。
湖
岸
か
ら
50
ｍ
離

れ
た
木
陰
に
テ
ン
ト
を
張
る
。 

レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
か
ら
16
マ
イ
ル
。
歩
い
た
距
離
は
、

今
回
の
旅
行
で
最
長
だ
っ
た
。
２
個
の
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー

に
入
れ
た
５
日
分
の
食
料
は
か
な
り
重
か
っ
た
し
、
暑

い
一
日
で
あ
っ
た
が
、
き
つ
い
峠
越
え
は
な
く
、
わ
り

と
順
調
に
歩
く
こ
と
が
で
き
た
。 

こ
こ
か
ら
見
る
レ
イ
ク
・
バ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
低
い

山
を
背
景
に
緑
の
草
地
に
囲
ま
れ
た
遠
浅
の
湖
だ
。
ゆ

る
や
か
な
風
に
波
立
つ
湖
面
は
、
空
と
同
じ
ス
カ
イ
ブ

ル
ー
に
輝
く
。
そ
の
湖
を
見
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
を
行
く
者
は
、
毎
日

す
ば
ら
し
い
風
景
に
恵
ま
れ
る
。 

     

                        

 

パープル・レイク 

  

レイク・バージュニア フード・キャニスター 

Day 6, 

Lake Virginia 

Elevation 3,139 m 

16 miles (25.6 km) 

from Reds Meadow 



Day
７ 

シ
ル
バ
ー
・
パ
ス 

  

午
前
７
時
に
出
発
。
今
日
は
距
離
が
長
い
の
で
、
い

つ
も
よ
り
早
く
出
発
し
た
か
っ
た
が
、
昨
日
の
疲
れ
の

せ
い
か
、
早
起
き
で
き
な
か
っ
た
。 

前
回
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
は
、
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
か

ら
３
回
目
の
リ
サ
プ
ラ
イ
（
補
給
）
地
点
の
レ
・
コ
ン

テ
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
ま
で
６
日
で
歩
い
た
。
今
回
１
日
短

く
し
た
分
を
、
こ
の
区
間
で
短
縮
す
る
予
定
だ
。 

リ
サ
プ
ラ
イ
を
受
け
る
５
日
目
は
、
リ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
休
息
に
半
日
確
保
し
た
い
の
で
、
距
離
を
長
く
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
前
回
５
日
か
か
っ
た
区
間
を
４
日
で

歩
く
こ
と
に
な
る
。
計
算
で
は
、
一
日
３
マ
イ
ル
長
く

歩
け
ば
よ
い
の
だ
が
、
実
際
に
は
も
っ
と
長
く
歩
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
る
。 

今
日
の
３
マ
イ
ル
プ
ラ
ス
の
地
点
も
、
ベ
ア
・
リ
ッ

ジ
と
い
う
水
の
な
い
場
所
で
、
そ
こ
か
ら
２
～
３
マ
イ

ル
進
ま
な
い
と
、
水
の
あ
る
ベ
ア
・
ク
リ
ー
ク
に
た
ど

り
着
か
な
い
。
し
か
も
、
午
前
中
に
厳
し
い
シ
ル
バ

ー
・
パ
ス
を
超
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

                  

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
不
安
に
な
っ
て
い
る
と
、
早

朝
の
レ
イ
ク
・
バ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
の
光
景
が
目
に
入
る
。 

陽
が
昇
り
始
め
、
太
陽
の
光
が
遠
く
の
山
々
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
た
時
。
波
ひ
と
つ
な
い
湖
面
に
は
、
両
側

の
岸
辺
の
森
と
そ
の
奥
の
花
崗
岩
の
山
が
鏡
の
よ
う

に
映
る
。
水
は
碧
く
、
濃
い
。
そ
の
碧
く
豊
か
な
水
か

ら
は
、
湖
の
底
知
れ
ぬ
深
さ
を
感
じ
る
。 

昨
夕
見
た
草
地
に
囲
ま
れ
た
浅
い
岸
辺
の
、
の
ど
か

な
風
景
と
は
全
く
違
う
。
こ
こ
か
ら
見
た
パ
ー
プ
ル
・

レ
イ
ク
は
、
神
秘
の
湖
だ
。 

私
た
ち
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
湖
を
眺
め

て
い
た
。
そ
し
て
、
焦
る
気
持
ち
も
、
出
発
時
間
が
遅

れ
た
こ
と
も
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。 

 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
ー
ク
へ
降
り
た
と
こ
ろ
で
、
昨

日
会
っ
た
年
配
の
女
性
の
グ
ル
ー
プ
が
キ
ャ
ン
プ
し

て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
、
夕
方
私
た
ち
と
同
じ
方
向
か

ら
、
に
ぎ
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
や
っ
て
き

た
。
そ
の
う
ち
の
何
人
か
は
、
湖
岸
の
飛
び
石
を
う
ま

く
渡
れ
ず
に
苦
労
し
て
い
た
。
水
汲
み
の
た
め
、
近
く

に
い
た
私
は
、
見
か
ね
て
手
を
差
し
伸
べ
た
。 

私
た
ち
が
湖
の
西
側
に
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く
東
側

に
キ
ャ
ン
プ
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
湖
を
通

り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
ど
こ
ま
で
い
く
の
だ
ろ
う
と
心
配

し
て
い
た
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
ー
ク
ま
で
下
り
た

の
だ
。
だ
が
、
こ
こ
は
、
草
原
に
囲
ま
れ
た
蚊
の
多
い

場
所
で
、
普
通
な
ら
キ
ャ
ン
プ
を
避
け
る
。
し
か
も
、

レ
イ
ク
・
バ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
１
時
間
弱
の
道
の
り
。

景
色
の
よ
い
湖
畔
を
キ
ャ
ン
プ
地
に
選
ぶ
は
ず
だ
。
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
目
的
地
は
も
っ
と
先
で
、
何
か
あ
っ
て

こ
こ
に
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

彼
女
た
ち
に
ど
こ
へ
行
く
の
か
声
を
か
け
た
が
、
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
私
の
知
ら
な
い
地
名
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
詳
し
く
聞
こ
う
と
思
っ
た
が
遠
か
っ
た
し
、

向
こ
う
も
テ
ン
ト
を
片
づ
け
る
の
に
忙
し
そ
う
だ
っ

た
の
で
、
早
々
に
立
ち
去
っ
た
。 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ク
リ
ー
ク
に
沿
っ
て
１
マ
イ
ル
歩
く

と
ト
レ
イ
ル
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
。
そ
こ
か
ら
シ
ル
バ

ー
・
パ
ス
へ
の
急
な
登
り
が
始
ま
る
。
標
高
２
７
０
０

ｍ
か
ら
３
１
０
０
ｍ
の
森
の
中
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

を
１
時
間
ほ
ど
歩
く
。
森
を
抜
け
る
と
、
湖
と
ご
つ
ご

つ
し
た
岩
に
覆
わ
れ
た
高
山
地
帯
に
入
る
。 

最
初
の
湖
を
過
ぎ
る
と
「
レ
イ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ロ

ー
ン
・
イ
ン
デ
ア
ン
」
と
い
う
長
い
名
ト
レ
イ
ル
・
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
ロ
ー
ン
は
、
「
た
だ
一
人

の
、
孤
立
し
た
、
寂
し
い
」
の
意
味
が
あ
る
。
地
図
で

 

早朝のレイク・バージュニア 



そ
の
辺
り
の
湖
の
名
前
を
調
べ
る
と
、
そ
の
手
前
の
湖

が
「
ス
ク
ウ
ォ
ー
（
先
住
民
の
妻
）
湖
」
。
そ
の
東
に

は
「
ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
（
部
族
の
戦
士
）
湖
」
。
ロ
ー
ン
・

イ
ン
デ
ア
ン
湖
の
南
に
は
、
「
パ
プ
ー
ズ
（
先
住
民
の

赤
ん
坊
）
湖
」。
シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
の
手
前
の
湖
は
「
チ

ー
フ
（
部
族
の
酋
長
）
湖
」
と
、
一
帯
に
は
ネ
イ
テ
ィ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
名
の
湖
が
集
ま
り
、
決
し
て
寂
し

く
な
い
よ
う
だ
。 

チ
ー
フ
・
レ
イ
ク
を
過
ぎ
る
と
峠
へ
の
最
後
の
登
り
。

峠
の
手
前
の
北
の
斜
面
は
、
数
10
ｍ
に
渡
っ
て
雪
に
覆

わ
れ
、
そ
の
雪
の
ト
レ
イ
ル
が
終
わ
る
と
頂
で
あ
っ
た
。 

                    

峠
に
は
、
11
時
頃
着
。
ヨ
セ
ミ
テ
か
ら
の
ス
ル
ー
ハ

イ
カ
ー
に
と
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
（
３
３
０
０
ｍ
）

は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
最
初
の
峠
ら
し
い
峠
だ
。
今
ま
で
超
え
た

カ
セ
ド
ラ
ル
、
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
、
ア
イ
ラ
ン
ド
の
３
つ
の

峠
は
、
峠
越
え
の
醍
醐
味
で
あ
る
絶
景
が
な
い
。 

こ
こ
は
絶
景
で
あ
る
。
峠
か
ら
来
た
道
を
振
り
返
る

と
、
チ
ー
フ
・
レ
イ
ク
や
パ
プ
ー
ズ
・
レ
イ
ク
の
豊
か

な
水
が
青
く
輝
き
、
そ
の
周
囲
の
小
さ
な
湖
に
続
く
草

地
が
グ
レ
ー
の
花
崗
岩
の
岩
肌
に
敷
い
た
緑
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
美
し
い
。 

峠
の
向
こ
う
は
、
深
い
谷
を
挟
ん
で
、
鋭
く
尖
っ
た

マ
ウ
ン
ト
・
ミ
ル
ズ
（
４
０
６
８
ｍ
）
な
ど
４
０
０
０

ｍ
級
の
山
が
連
な
る
。
峠
を
少
し
下
る
と
真
下
に
な
だ

ら
か
な
谷
間
の
丘
陵
地
が
広
が
り
、
そ
の
左
に
小
さ
な

湖
、
そ
し
て
、
下
る
に
つ
れ
て
シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
・
レ

イ
ク
が
姿
を
現
す
。 

シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
・
レ
イ
ク
の
西
は
山
が
迫
っ
て
い

る
が
、
東
側
は
な
だ
ら
か
な
草
原
。
湖
の
北
側
と
南
側

に
キ
ャ
ン
プ
に
適
し
た
場
所
が
あ
る
。
私
た
ち
は
３
年

前
に
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
美
し
い
湖
だ
。 

                  

シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
・
レ
イ
ク
を
お
昼
ご
ろ
通
過
。
湖

の
そ
ば
で
の
ん
び
り
と
休
み
た
い
が
、
先
を
急
ぐ
。
こ

の
谷
を
降
り
た
後
、
ベ
ア
・
リ
ッ
ジ
と
い
う
峰
を
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。 

シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
・
ク
リ
ー
ク
に
沿
っ
て
下
る
と
、

降
り
た
と
こ
ろ
が
小
さ
な
草
原
「
ポ
ケ
ッ
ト
・
メ
ド
ウ
」。 

 

シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
・
ク
リ
ー
ク
は
、
こ
こ
で
モ
ノ
・
ク

リ
ー
ク
の
支
流
と
合
流
す
る
。
更
に
１
マ
イ
ル
下
る
と
、

モ
ノ
・
ク
リ
ー
ク
の
本
流
と
な
っ
て
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
に
沿
っ

た
湖
の
中
で
一
番
大
き
な
「
レ
イ
ク
・
ト
ー
マ
ス
・
Ａ
・

エ
ジ
ソ
ン
」
に
流
れ
込
む
。 

エ
ジ
ソ
ン
湖
は
、
東
西
６
㎞
で
、
東
岸
か
ら
西
岸
ま

で
フ
ェ
リ
ー
が
通
じ
て
い
る
。
湖
の
向
こ
う
の
西
岸
に

は
車
道
が
通
じ
、
バ
ー
ミ
リ
ア
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う

ロ
ッ
ジ
が
あ
る
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を
歩
く
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
も
、

 

シルバー・パスの下のスクウォー湖と峠に残る雪 

 

シルバー・パス・レイク 



こ
こ
で
食
料
を
補
給
す
る
者
も
い
る
。
そ
こ
に
は
、
キ

ャ
ン
プ
グ
ラ
ン
ド
が
あ
り
、
シ
ャ
ワ
ー
も
使
え
る
そ
う

だ
。 以

前
、
シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
・
レ
イ
ク
で
キ
ャ
ン
プ
し

て
モ
ノ
・
ク
リ
ー
ク
に
降
り
た
と
き
、
何
組
か
の
デ
ィ

ハ
イ
ク
の
グ
ル
ー
プ
と
す
れ
違
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
フ

ェ
リ
ー
は
朝
夕
の
２
回
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
朝
の
フ

ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
な
ど
を
訪
れ
、

夕
方
の
フ
ェ
リ
ー
で
帰
る
の
だ
ろ
う
。 

私
た
ち
は
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
を
リ
サ
プ
ラ
イ
・
ポ
イ
ン

ト
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
を
食
料
補

給
地
点
に
し
て
い
る
私
た
ち
に
は
近
す
ぎ
る
か
ら
だ
。 

峠
か
ら
下
り
切
っ
た
と
こ
ろ
に
、
エ
ジ
ソ
ン
湖
へ
の

ト
レ
イ
ル
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
エ
ジ
ソ
ン
湖

へ
は
直
進
す
る
が
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
は
左
に
折
れ
、
モ
ノ
・
ク

リ
ー
ク
を
渡
る
。
そ
こ
か
ら
ト
レ
イ
ル
は
ス
イ
ッ
チ
バ

ッ
ク
の
繰
り
返
し
の
、
急
な
山
越
え
の
道
に
な
る
。
季

節
的
に
湧
水
が
染
み
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

５
マ
イ
ル
先
の
ベ
ア
・
ク
リ
ー
ク
ま
で
水
が
な
い
。 

前
回
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
の
手
前
、
モ
ノ
・
ク
リ
ー
ク
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
川

の
近
く
に
よ
い
場
所
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

よ
い
場
所
と
は
、
ま
ず
、
余
裕
を
も
っ
て
テ
ン
ト
が

張
れ
る
平
ら
な
場
所
と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
サ

ー
ク
ル
（
石
囲
み
）
が
あ
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
心
配
が

な
い
。
近
く
に
き
れ
い
な
水
が
あ
り
、
草
地
か
ら
離
れ

て
蚊
が
少
な
い
。
大
き
な
石
が
あ
り
、
荷
物
を
広
げ
ら

れ
る
・
・
・
な
ど
だ
。
理
想
的
な
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は

少
な
い
が
、
ト
レ
イ
ル
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
手
前
で

見
つ
け
た
こ
の
サ
イ
ト
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
す
べ
て

そ
ろ
っ
て
い
た
。
だ
が
今
回
、
も
う
一
山
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
い
な
い
。
午
後
３
時
を
回
っ
た
が
、
ベ
ア
・
リ

ッ
ジ
越
え
に
挑
戦
し
た
。 

 

ベ
ア
・
リ
ッ
ジ
は
峠
で
は
な
い
が
、
長
く
厳
し
い
坂

道
だ
。
し
か
も
森
の
中
で
、
景
色
は
期
待
で
き
な
い
。

近
く
に
あ
る
エ
ジ
ソ
ン
湖
も
木
々
の
隙
間
か
ら
、
ほ
ん

の
一
部
し
か
見
え
な
い
。 

こ
こ
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
で
一
番
数
が

多
い
。
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
は
九
十
九
折
れ
の
坂
道
で
、

急
な
斜
面
に
付
け
ら
れ
る
登
山
道
だ
。
こ
こ
を
通
る
の

は
３
回
目
。
今
回
は
何
度
折
り
返
す
か
数
え
て
み
た
。 

 

数
え
て
み
る
と
す
ご
い
。
50
を
超
え
て
も
ま
だ
続
く
。

80
も
90
も
越
え
、
１
０
０
ま
で
は
数
え
た
が
、
１
０
０

を
超
え
た
あ
た
り
で
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
が
間
延
び
し

た
り
、
な
だ
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

や
っ
と
の
こ
と
で
登
り
切
り
道
は
平
ら
に
な
る
。
頂

は
森
の
中
で
、
し
ば
ら
く
平
ら
な
道
を
歩
い
た
後
、
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
下
り
が
待
っ
て
い
た
。
疲
れ
切
っ
た

脚
に
、
下
り
の
連
続
は
こ
た
え
る
。 

細
い
湧
水
が
流
れ
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
疲

れ
た
の
で
、
そ
の
辺
り
で
テ
ン
ト
を
張
ろ
う
か
と
も
思

っ
た
が
、
周
り
に
平
ら
な
場
所
が
な
い
。
や
は
り
、
ベ

ア
・
ク
リ
ー
ク
ま
で
下
り
る
こ
と
に
し
た
。 

ベ
ア
・
ク
リ
ー
ク
沿
い
の
２
マ
イ
ル
は
、
よ
い
サ
イ

ト
が
い
く
つ
も
あ
る
。
以
前
は
、
そ
の
中
間
地
点
の
川

岸
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
前
に
、
テ
ン
ト
を
張
っ
た
場
所

が
安
心
で
き
る
の
で
、
近
く
に
来
る
と
そ
こ
ま
で
行
く
。

今
回
は
そ
ん
な
ゆ
と
り
は
な
く
、
一
番
先
に
見
つ
け
た

サ
イ
ト
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
に
し
た
。
到
着
は
午
後

６
時
半
を
過
ぎ
て
い
た
。 

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
に
限
ら
ず
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

で
は
、
だ
れ
も
が
き
ち
ん
と
片
づ
け
、
ご
み
を
拾
っ
て

帰
る
。
だ
が
、
こ
こ
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
サ
ー
ク
ル

に
は
ゴ
ミ
が
目
立
つ
。
紙
の
燃
え
か
す
や
針
金
・
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
の
か
け
ら
な
ど
が
散
ら
か
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｍ

Ｔ
の
ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な

い
。
お
そ
ら
く
、
エ
ジ
ソ
ン
湖
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
訪
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。 

疲
れ
た
体
で
テ
ン
ト
を
張
り
、
夕
食
を
と
り
、
後
片

付
け
、
着
替
え
な
ど
を
し
て
テ
ン
ト
に
入
る
。
到
着
し

て
か
ら
、
寝
る
ま
で
少
な
く
て
も
２
時
間
は
必
要
だ
。 

妻
は
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
む
。
だ
が
、
こ
の

日
は
、
そ
ん
な
余
裕
は
な
か
っ
た
。 

そ
の
夜
、
私
た
ち
は
疲
れ
切
っ
て
い
た
が
、
「
や
っ

た
ね
。
」
「
歩
い
た
ね
。
」
と
、
満
足
感
に
包
ま
れ
て
眠

り
に
つ
い
た
。 

Day 7, 

Bear Creek 

Elevation 2,743 m 

18.5 miles (29.6 km) 

from Lake Virginia 

 



Day
８ 

セ
ル
デ
ン
・
パ
ス 

 
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
出
て
か
ら
２
マ
イ
ル
で
、
前
回

キ
ャ
ン
プ
し
た
地
点
が
あ
っ
た
。
今
ど
ん
な
様
子
だ
ろ

う
か
と
見
に
行
く
と
、
平
ら
だ
っ
た
岩
の
間
の
ス
ペ
ー

ス
は
背
の
高
い
草
に
覆
わ
れ
、
最
近
使
わ
れ
た
様
子
は

な
か
っ
た
。 

 
 

                  

ベ
ア
・
ク
リ
ー
ク
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
登
っ
た
後
、

ト
レ
イ
ル
は
、
ク
リ
ー
ク
を
渡
る
。
川
を
渡
る
こ
と
を

渡
渉
と
い
う
が
、
水
が
多
い
時
の
渡
渉
は
大
変
だ
。 

大
き
な
川
に
は
、
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、
小
さ

な
ク
リ
ー
ク
で
は
丸
木
橋
か
飛
び
石
の
上
を
渡
る
。
こ

こ
は
、
飛
び
石
の
上
を
歩
く
。
水
が
多
い
と
そ
れ
も
水

没
し
て
い
る
の
で
、
靴
を
脱
ぎ
、
裸
足
か
サ
ン
ダ
ル
で

渡
る
。
水
深
が
ひ
ざ
よ
り
下
で
も
、
流
れ
が
速
い
と
足

を
取
ら
れ
る
。
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
て
支
え
る
が
、
川
の

流
れ
に
脚
を
取
ら
れ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し

い
。
そ
れ
に
、
水
が
冷
た
い
。
川
の
中
ほ
ど
ま
で
来
る

と
、
足
が
し
び
れ
て
感
覚
が
な
く
な
る
。 

実
際
、
渡
渉
時
に
滑
っ
て
怪
我
を
し
た
ハ
イ
カ
ー
に

会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
の
後
の
２

０
１
１
年
、
キ
ン
グ
ス
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
か
ら
入
っ
て
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
に
登
っ
た
帰
り
道
の
こ
と
。
そ
の
年
は
、

残
雪
が
非
常
に
多
く
、
ど
の
ク
リ
ー
ク
も
雪
解
け
の
水

で
水
か
さ
が
増
し
て
い
た
。
ク
ラ
ブ
・
ツ
リ
ー
か
ら
サ

ン
デ
ィ
・
メ
ド
ウ
に
降
り
た
と
き
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
に

す
れ
違
っ
た
。
男
性
は
右
手
に
添
え
木
を
し
、
包
帯
を

ま
い
て
い
た
。
こ
の
先
の
ク
リ
ー
ク
を
渡
る
時
に
滑
っ

て
転
び
、
か
ば
っ
た
右
手
を
痛
め
た
と
い
う
。
す
で
に

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
救
援
に
駆
け
つ
け
、
彼
の
パ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
歩
い
て
い
た
。
私
が
、 

「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
行
く
？
」 

と
、
聞
く
と 

「
そ
う
し
た
い
。」 

と
、
彼
は
答
え
た
。 

予
定
通
り
な
ら
次
の
日
に
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
登

れ
る
距
離
だ
。
ゴ
ー
ル
を
目
前
に
リ
タ
イ
ア
す
る
の
は

残
念
だ
が
、
ま
た
、
来
年
や
れ
ば
よ
い
こ
と
だ
。 

 

彼
に
と
っ
て
、
幸
運
だ
っ
た
こ
と
は
、
そ
こ
が
、
ク

ラ
ブ
・
ツ
リ
ー
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く

だ
っ
た
こ
と
だ
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
通
過
し
た
ハ
イ

カ
ー
に
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
救
援
を
頼

ん
だ
の
だ
ろ
う
。 

 

救
出
す
る
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
大
変
で
あ
る
。
キ
ン
グ

ス
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
ト
レ
イ
ル
ヘ
ッ
ド
（
登
山
口
）
で
、

「
寝
不
足
だ
」
と
言
う
レ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
、
救
出
劇
を

聞
い
た
。 

昨
夕
４
時
、
ト
レ
イ
ル
ヘ
ッ
ド
か
ら
５
マ
イ
ル
先
の

滝
で
女
性
が
転
ん
で
動
け
な
く
な
っ
た
と
、
レ
ン
ジ
ャ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
救
援
の
要
請
が
あ
っ
た
。 

す
ぐ
に
数
名
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
共
に
救
援
に
向
か

っ
た
。
歩
け
な
く
な
っ
た
女
性
を
担
架
に
乗
せ
て
運
ん

だ
が
、
普
通
な
ら
２
時
間
く
ら
い
の
道
を
６
時
間
以
上

か
か
っ
た
ら
し
い
。
や
っ
と
の
こ
と
で
、
ト
レ
イ
ル
ヘ

ッ
ド
に
着
き
、
救
急
車
に
乗
せ
た
。
宿
舎
に
帰
っ
た
の

は
午
前
２
時
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。 

 

男
性
が
転
ん
だ
ク
リ
ー
ク
も
、
女
性
が
怪
我
を
し
た

滝
も
、
決
し
て
危
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
水
が
多

い
年
は
、
こ
の
よ
う
な
事
故
の
話
を
聞
く
。
水
が
多
い

と
、
ク
リ
ー
ク
を
渡
る
回
数
も
増
え
る
し
、
川
幅
も
広

く
な
る
。
石
や
岩
の
上
も
濡
れ
て
滑
り
や
す
く
な
る
。

疲
れ
て
き
た
り
景
色
に
見
と
れ
た
り
し
て
、
注
意
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
と
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。
平
気

だ
と
思
っ
て
も
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。 

ト
レ
イ
ル
は
、
ベ
ア
・
ク
リ
ー
ク
を
離
れ
て
、
森
の

中
を
登
る
。
森
を
抜
け
る
と
勾
配
が
ゆ
る
や
か
に
な
り
、

 

ベア・クリーク 



小
さ
な
ク
リ
ー
ク
が
流
れ
る
湿
っ
た
草
原
に
入
る
。
前

方
に
高
い
岩
場
が
あ
り
、
そ
こ
を
登
り
き
る
と
、
正
面

に
見
え
る
の
は
マ
リ
ー
・
レ
イ
ク
。 

湖
岸
に
沿
っ
て
歩
く
と
セ
ル
デ
ン
・
パ
ス
の
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
が
見
え
る
。
こ
こ
は
、
標
高
が
高
く
て
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
で
き
な
い
が
、
キ
ャ
ン
プ
し
た
い

湖
の
一
つ
で
あ
る
。
数
年
前
に
は
、
こ
の
湖
の
中
央
で

キ
ャ
ン
プ
し
た
。 

セ
ル
デ
ン
・
パ
ス
の
へ
の
登
り
は
、
マ
リ
ー
・
レ
イ

ク
の
南
岸
か
ら
始
ま
る
。
石
の
間
に
つ
い
た
階
段
の
よ

う
な
ト
レ
イ
ル
を
登
る
と
、
湖
に
角
度
が
付
き
、
上
に

行
く
に
連
れ
て
湖
の
全
容
が
浮
か
び
上
が
る
。 

セ
ル
デ
ン
・
パ
ス
か
ら
見
る
と
、
南
側
に
も
よ
い
サ

イ
ト
が
あ
り
そ
う
だ
っ
た
。
マ
リ
ー
・
レ
イ
ク
の
姿
は

湖
岸
か
ら
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
セ
ル
デ
ン
・
パ

ス
か
ら
見
下
ろ
す
と
そ
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
。 

南
北
に
長
い
マ
リ
ー
・
レ
イ
ク
は
、
細
長
い
半
島
が

湖
の
中
央
に
伸
び
、
湖
を
南
北
に
分
け
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
湖
の
右
に
は
、
な
だ
ら
か
な
山
の
斜
面
が
湖

に
向
か
い
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
草
地
の
緑
が
、
湖
の
青 

                   と
組
み
合
わ
さ
り
と
て
も
美
し
い
。
背
景
に
は
、
三
角

形
の
山
々
が
い
く
つ
も
連
な
り
、
そ
の
上
に
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
真
っ
青
な
空
。 

 

セ
ル
デ
ン
・
パ
ス
の
登
り
は
短
い
。
湖
の
風
景
を
楽

し
み
、
何
度
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
な
が
ら
登
っ
て
も
、

３
０
分
は
か
か
ら
な
い
。 

 

峠
を
降
り
る
と
、
ハ
ー
ト
の
形
を
し
た
ハ
ー
ト
・
レ

イ
ク
が
あ
り
、
さ
ら
に
下
る
と
双
子
の
湖
、
サ
リ
ー
・

キ
ー
ズ
・
レ
イ
ク
ス
が
見
え
る
。 

サ
リ
ー
・
キ
ー
ズ
・
レ
イ
ク
ス
の
２
つ
の
湖
は
、
大

き
さ
も
形
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
。
北
側
の
細
い
ク
リ
ー

ク
で
２
つ
の
湖
は
つ
な
が
り
、
そ
の
辺
り
で
は
、
両
方

の
湖
を
同
時
に
見
渡
せ
る
。
湖
の
間
に
は
ト
レ
イ
ル
が

通
り
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
あ
る
。
こ
の
先
の
ミ
ュ
ー

ア
・
ト
レ
イ
ル
・
ラ
ン
チ
か
ら
近
く
、
日
帰
り
の
ハ
イ

カ
ー
や
釣
り
人
た
ち
が
訪
れ
る
。 

                   

ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
・
ラ
ン
チ
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
か
ら

１
マ
イ
ル
離
れ
た
山
小
屋
で
あ
る
。
ラ
ン
チ
へ
の
車
道

は
な
い
。
宿
泊
客
は
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
イ
ク
に
車
を

止
め
、
馬
で
往
復
す
る
。
ラ
ン
チ
は
、
１
週
間
ほ
ど
滞

在
す
る
の
が
条
件
で
、
そ
の
間
に
ラ
ン
プ
の
生
活
と
温

泉
を
楽
し
む
。 

リ
サ
プ
ラ
イ
に
こ
こ
を
利
用
す
る
Ｊ
Ｍ
Ｔ
の
ス
ル

ー
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
。
指
定
さ
れ
た
方
法
で
荷
物
を
送

る
と
、
馬
に
乗
せ
て
ラ
ン
チ
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
。
馬

の
便
が
週
に
一
度
し
か
な
い
た
め
、
余
裕
を
も
っ
て
発

 

セルデン・パスから見たマリー・レイク 

 
サリー・キーズ・レイクス 



送
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。
ラ
ン
チ
に
小
さ
な
売
店

が
あ
る
が
、
お
み
や
げ
ば
か
り
で
食
料
品
は
な
い
。 

数
年
前
に
、
こ
の
辺
り
で
三
人
の
ハ
イ
カ
ー
に
知
り

合
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
食
料
が
届
い
て
い
な

か
っ
た
と
、
翌
日
の
馬
の
便
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

一
緒
に
い
た
仲
間
は
、
先
に
出
発
し
、
彼
は
、
補
給
し

た
後
、
急
い
で
追
い
つ
く
と
言
っ
て
い
た
。 

彼
ら
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
の
ス
ル
ー
ハ
イ
カ
ー
で
あ
っ
た
が
、

徹
底
し
て
荷
物
の
軽
量
化
に
努
め
て
い
た
。
首
か
ら
ぶ

ら
さ
げ
た
ボ
タ
ン
電
池
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

代
り
で
、
お
湯
を
沸
か
す
に
も
、
固
形
燃
料
や
ペ
プ
シ

の
空
き
缶
で
作
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
バ
ー
ナ
ー
を
使
っ

て
い
た
。 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
シ
ャ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
た
私
を

見
て
、 

「
前
回
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
で
、
私
は
靴
の
か
か
と

で
も
穴
が
掘
れ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。」 

と
、
シ
ャ
ベ
ル
は
必
要
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。 

ラ
ン
チ
の
近
く
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
私
た
ち
は
、
そ
の 

三
人
の
ハ
イ
カ
ー
に
、
「
ク
リ
ー
ク
の
向
こ
う
に
ホ
ッ

ト
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
が
あ
る
。
」
と
聞
き
、
川
を
渡
っ

て
行
っ
て
み
た
。 

「
ホ
ッ
ト
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
」
と
聞
い
て
、
河
原
に

あ
る
石
で
囲
ま
れ
た
日
本
の
露
天
風
呂
を
想
像
し
た
。

が
、
そ
ん
な
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
草
に
覆
わ

れ
た
水
た
ま
り
の
よ
う
な
池
で
、
水
は
確
か
に
温
か
い

が
、
足
を
入
れ
る
と
泥
が
舞
い
上
が
り
、
中
に
入
る
気

に
は
な
れ
な
か
っ
た
。 

行
き
帰
り
に
通
っ
た
ク
リ
ー
ク
は
、
幅
が
３
０
メ
ー

ト
ル
も
あ
り
、
膝
の
近
く
ま
で
あ
る
深
い
水
と
速
い
流

れ
で
渡
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。
そ
れ
に
、
何
箇
所
も
蚊

に
刺
さ
れ
る
し
、
さ
ん
ざ
ん
で
あ
っ
た
。 

収
穫
と
言
え
る
の
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
の
近
く
で
腕
時

計
を
見
つ
け
、
キ
ャ
ン
プ
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
で
持
ち
主
を

探
し
た
ら
、
そ
の
三
人
の
う
ち
の
一
人
の
時
計
だ
っ
た

こ
と
だ
。 

今
回
、
わ
た
し
た
ち
は
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
・
ラ

ン
チ
に
立
ち
寄
ら
ず
、
パ
イ
ユ
ー
ト
・
パ
ス
へ
の
分
岐

点
に
あ
る
サ
ン
・
オ
ー
キ
ン
・
リ
バ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
を
目
指
し
た
。 

地
図
に
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
・
キ
ャ
ビ

ン
と
記
さ
れ
て
い
る
地
点
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
か
ら
少

し
離
れ
た
森
の
中
に
、
そ
れ
ら
し
き
小
屋
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
が
何
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
行
く
道
も
な

い
た
め
、
い
つ
も
素
通
り
だ
。 

標
高
は
、
２
４
０
０
ｍ
ま
で
下
が
り
、
夕
方
に
か
か

わ
ら
ず
暑
い
。
パ
イ
ユ
ー
ト
・
ト
レ
イ
ル
へ
の
分
岐
点

で
、
パ
イ
ユ
ー
ト
・
ク
リ
ー
ク
を
渡
る
橋
が
あ
る
。
前

回
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
、
こ
の
辺
り
を
通
過
し
た
の
は

午
後
、
あ
ま
り
の
暑
さ
で
水
浴
び
を
し
て
い
る
ハ
イ
カ

ー
も
い
た
。
私
も
ち
ょ
う
ど
い
い
と
、
帽
子
に
水
を
汲

み
髪
の
毛
を
洗
っ
た
。
ク
リ
ー
ク
の
水
は
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
冷
た
か
っ
た
が
、
髪
の
毛
が
乾
く
ま
で
涼
し
く

て
こ
こ
ち
よ
か
っ
た
。 

こ
の
ト
レ
イ
ル
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
北
に
向
か

う
と
パ
イ
ユ
ー
ト
・
パ
ス
を
経
て
ノ
ー
ス
・
レ
イ
ク
に

出
る
。
そ
こ
か
ら
３
９
５
号
線
の
観
光
都
市
ビ
シ
ョ
ッ

プ
ま
で
車
で
１
時
間
ほ
ど
だ
。
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を

南
北
に
分
け
た
歩
い
た
時
、
ノ
ー
ス
・
レ
イ
ク
を
ゴ
ー

ル
に
し
た
り
出
発
点
に
し
た
り
し
た
。
峠
付
近
に
は
広

大
な
原
野
が
広
が
り
、
そ
の
前
後
に
湖
が
い
く
つ
も
あ

る
美
し
い
ト
レ
イ
ル
だ
。 

パ
イ
ユ
ー
ト
・
ク
リ
ー
ク
に
架
か
る
橋
を
渡
る
と
、

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ウ
イ
ル
ダ
ネ
ス
を
離
れ
、
キ
ン

グ
ス
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立
公
園
に
入
る
。 

そ
の
日
は
、
橋
を
渡
っ
た
所
で
キ
ャ
ン
プ
。
ト
レ
イ

ル
の
左
右
の
ブ
ッ
シ
ュ
の
間
に
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が

あ
る
。
す
で
に
何
組
か
の
パ
ー
テ
ィ
が
テ
ン
ト
を
張
っ

て
い
た
。 

  

Day 8 Piute Creek, Elevation 2,450 m 

15.5 miles (24.8 km) from Bear Creek  



Day
９ 

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
イ
ク
ス 

  

9
日
目
の
朝
を
迎
え
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
が
日
常

生
活
と
な
っ
た
。
16
日
間
の
旅
行
も
今
日
か
ら
後
半
に

な
る
。 

サ
ン
・
オ
ー
キ
ン
・
リ
バ
ー
の
渓
谷
の
底
か
ら
真
っ

青
な
空
を
見
上
げ
る
。
今
日
も
晴
天
で
あ
ろ
う
。
出
発

し
て
か
ら
雨
は
一
滴
も
降
っ
て
い
な
い
。 

深
い
谷
底
に
流
れ
る
川
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
両
側

に
迫
る
谷
間
を
歩
く
。
ト
レ
イ
ル
は
岩
場
の
ご
つ
ご
つ

し
た
道
と
山
の
斜
面
の
草
地
を
ぬ
け
る
土
の
道
だ
。
す

で
に
太
陽
は
登
っ
て
い
る
が
、
谷
底
ま
で
差
し
込
む
に

は
ま
だ
時
間
が
あ
る
。
太
陽
が
真
上
に
来
る
前
に
、
こ

の
先
の
斜
面
を
登
り
切
っ
て
し
ま
い
た
い
。 

地
図
に
は
ト
レ
イ
ル
の
左
手
の
丸
み
を
帯
び
た
岩

が
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ロ
ッ
ク
と
記
さ
れ
て
い
る
。

20
マ
イ
ル
先
に
は
、
ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス
。
そ
の
頂
に
建

つ
花
崗
岩
の
小
屋
を
ミ
ュ
ー
ア
・
ハ
ッ
ト
。
昨
日
、
近

く
を
通
っ
た
の
は
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
・
ラ
ン
チ
。

長
い
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
の
中
で
、
こ
の

辺
り
に
だ
け
、
ミ
ュ
ー
ア
に
関
係
す
る
名
を
つ
け
ら
れ

た
も
の
が
集
中
す
る
。 

 
 

               

 

キ
ャ
ン
プ
を
出
て
３
マ
イ
ル
で
橋
が
あ
っ
た
。
以
前

こ
の
橋
の
近
く
で
テ
ン
ト
を
張
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
林

の
中
で
、
薪
の
集
め
や
す
い
場
所
だ
っ
た
。
ほ
か
に
も

川
に
沿
っ
て
テ
ン
ト
を
張
れ
る
場
所
が
あ
り
、
最
も
広

い
ス
ペ
ー
ス
は
、
そ
こ
か
ら
１
㎞
先
の
も
う
一
つ
の
橋

の
手
前
だ
。
そ
の
辺
り
は
谷
底
全
体
が
広
く
な
っ
て
い

て
、
日
当
た
り
も
風
通
し
も
よ
さ
そ
う
だ
っ
た
。 

 

そ
の
橋
を
渡
る
と
、
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ド
ウ

へ
の
急
な
登
り
が
始
ま
る
。
急
な
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の

中
ほ
ど
に
、
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ
ー
ク
の
清
流

が
滝
の
よ
う
に
な
っ
て
流
れ
落
ち
る
場
所
に
出
る
。
更

に
進
む
と
ト
レ
イ
ル
は
、
そ
の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・

ク
リ
ー
ク
に
阻
ま
れ
る
。
川
幅
は
30
メ
ー
ト
ル
、
前
回

の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
は
水
が
少
な
く
、
靴
を
履
い
て
も

渡
れ
た
が
、
今
年
は
深
い
。
膝
下
く
ら
い
あ
る
。
辺
り

に
丸
木
橋
が
な
い
か
探
し
た
が
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
、

裸
足
に
な
っ
て
渡
る
。 

「
冷
た
い
！
」 

冷
た
い
よ
り
も
痛
い
。
流
れ
も
速
く
、
足
を
入
れ
る

と
下
流
に
数
セ
ン
チ
流
さ
れ
る
。
ス
ト
ッ
ク
で
足
を
と

れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
支
え
る
。
中
ほ
ど
ま
で
来
る
と
、

冷
た
さ
で
足
が
し
び
れ
、
感
覚
が
な
く
な
る
。 

こ
の
冷
た
さ
を
が
ま
ん
で
き
な
く
て
、
今
ま
で
い
ろ

い
ろ
工
夫
を
し
た
。
防
水
の
ソ
ッ
ク
ス
を
用
意
し
た
り
、

靴
ご
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
覆
う
方
法
を
考
え
た
り
し
た
。

で
も
、
万
全
の
準
備
を
し
た
時
に
限
っ
て
、
川
の
水
は

少
な
く
、
準
備
が
無
駄
に
な
っ
た
。
一
番
よ
い
方
法
は

冷
た
さ
を
我
慢
す
る
こ
と
だ
っ
た
。 

や
っ
と
の
こ
と
で
、
渡
渉
完
了
。
川
原
の
小
石
で
足

の
裏
を
あ
た
た
め
、
タ
オ
ル
で
足
を
拭
く
。
エ
ボ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
・
ク
リ
ー
ク
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
で
最
も
川
幅
の
広

い
渡
渉
地
点
で
あ
る
。 

 

渡
り
終
え
た
地
点
は
、
大
き
な
木
が
あ
る
森
。
そ
の

中
に
広
い
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
あ
っ
た
。
木
立
の
向
こ
う

の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ド
ウ
を
見
渡
せ
る
す
て
き

な
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
だ
。
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ド

ウ
は
、
花
崗
岩
の
岩
山
に
挟
ま
れ
た
谷
間
。
谷
底
は
水

と
太
陽
の
光
に
恵
ま
れ
、
草
豊
か
な
草
原
が
広
が
る
。 

 

そ
の
草
原
を
過
ぎ
、
岩
と
木
立
に
囲
ま
れ
た
ト
レ
イ

ル
を
抜
け
る
と
マ
ク
ク
ル
ー
・
メ
ド
ウ
。
こ
こ
に
は
、

レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

付
い
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
。 

ち
ょ
う
ど
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
か
け
る
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
会
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
昼
間
は
不
在
な
こ
と
が
多

 

ジョン・ミューア・ロック（左上の丸い岩） 



い
。
こ
の
よ
う
な
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
Ｊ

Ｍ
Ｔ
に
沿
っ
て
何
箇
所
か
あ
る
。 

                    

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
レ
ー
の
奥
か
ら
再
び
登
り

が
始
ま
る
。
森
の
中
の
乾
い
た
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
ト

レ
イ
ル
を
登
る
。
標
高
３
０
０
０
ｍ
の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
・
バ
レ
ー
か
ら
３
０
０
ｍ
登
る
と
、
目
の
覚
め
る

よ
う
な
輝
き
を
放
つ
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
イ
ク
に

着
く
。 

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
イ
ク
は
、
真
っ
青
な
空
の

下
で
輝
く
エ
メ
ラ
ル
ド
。
湖
岸
に
は
、
黄
色
い
花
が
夏

の
終
わ
り
を
惜
し
む
よ
う
に
咲
き
、
あ
ざ
や
か
な
緑
の

草
地
が
湖
岸
を
覆
っ
て
い
る
。
奥
に
は
、
鋭
い
三
角
形

の
マ
ウ
ン
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
が
控
え
る
。 

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
イ
ク
か
ら
、
今
日
の
キ
ャ

ン
プ
地
の
ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
ま
で
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
ベ
イ
ス
ン
と
呼
ば
れ
る
水
の
地
域
だ
。
ベ
イ
ス
ン

は
、
「
盆
地
」
だ
が
、
山
の
中
の
谷
間
よ
り
幅
の
広
い

窪
地
で
、
そ
こ
に
は
湖
や
ク
リ
ー
ク
が
多
い
。 

こ
の
辺
り
の
最
高
峰
は
、
マ
ウ
ン
ト
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン

（
４
２
１
５
ｍ
）
で
、
そ
の
北
に
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・

グ
レ
ー
シ
ャ
ー
（
氷
河
）
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
ダ
ー
ウ

ィ
ン
に
関
連
し
、
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
進
化
）
の
名

が
つ
い
た
も
の
が
多
い
。 

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
イ
ク
の
美
し
さ
は
、
豊
か

な
緑
で
、
３
３
０
０
ｍ
の
高
地
に
あ
り
な
が
ら
、
木
立

と
広
い
草
地
が
あ
る
。
湖
畔
の
緑
は
、
湖
の
美
し
さ
を

引
き
立
て
る
。 

                  

岸
に
沿
っ
て
歩
き
始
め
る
と
涼
し
く
な
っ
た
。
寒
い

く
ら
い
だ
。
数
マ
イ
ル
先
の
ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス
か
ら
冷

た
い
風
が
吹
き
始
め
た
。 

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
レ
イ
ク
を
過
ぎ
、
ベ
イ
ス
ン

を
登
る
。
ベ
イ
ス
ン
の
最
も
高
い
所
に
あ
る
の
が
、
ワ

ン
ダ
・
レ
イ
ク
だ
。 

ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
が
近
づ
く
と
風
は
さ
ら
に
強
く
な

る
。
湖
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
は
、
風
よ
け
の
岩
が
あ
る

テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
あ
る
。
そ
こ
で
テ
ン
ト
を
張
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
他
の
パ
ー
テ
ィ
が
い
た
。
湖

岸
よ
り
少
し
高
い
場
所
に
平
ら
な
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ

け
て
テ
ン
ト
を
張
る
。 

食
事
の
支
度
を
始
め
て
も
風
は
や
ま
な
い
。
陽
が
傾

い
て
ま
す
ま
す
寒
く
な
る
。
強
い
風
を
避
け
、
岩
陰
に

ス
ト
ー
ブ
を
置
き
、
お
湯
を
沸
か
す
。
お
湯
が
沸
く
間

に
、
フ
リ
ー
ス
か
ら
レ
イ
ン
コ
ー
ト
ま
で
持
っ
て
い
た

服
を
す
べ
て
着
込
ん
だ
。 

 

夕
食
後
、
風
は
さ
ら
に
冷
た
く
な
り
、
寒
さ
に
ふ
る

え
な
が
ら
食
器
を
片
づ
け
る
。
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
で

は
、
食
事
の
支
度
も
片
づ
け
も
、
私
一
人
で
や
る
。
食

 

マクルー・メドウのレンジャーステーション 

 エボリューション・レイクとマウント・スペンサー（中央） 



事
の
支
度
と
い
っ
て
も
お
湯
を
沸
か
す
だ
け
、
片
づ
け

も
、
鍋
ひ
と
つ
と
食
器
ひ
と
つ
、
そ
れ
に
ス
プ
ー
ン
が

２
個
。
家
の
台
所
で
や
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
る

作
業
だ
が
、
こ
こ
で
違
う
。
熊
対
策
も
あ
る
が
、
周
辺

を
汚
さ
な
い
こ
と
に
気
を
配
る
。 

食
器
の
食
べ
残
し
は
水
を
少
し
入
れ
て
飲
む
。
そ
し

て
、
テ
ィ
シ
ュ
・
ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
、
最
後
に
水
で
す

す
ぐ
。
そ
の
水
は
、
地
面
に
流
す
が
、
ほ
と
ん
ど
汚
れ

が
な
い
よ
う
に
す
る
。
水
は
河
川
か
ら
30
ｍ
以
上
離
れ

た
と
こ
ろ
に
捨
て
る
の
が
決
ま
り
で
、
も
ち
ろ
ん
洗
剤

は
使
わ
な
い
。
洗
剤
は
環
境
に
や
さ
し
い
と
さ
れ
て
い

る
物
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
物
も
使
っ
て
は
い
け
な
い

き
ま
り
だ
。 

私
た
ち
は
、
タ
イ
タ
ニ
ュ
ー
ム
（
チ
タ
ニ
ュ
ー
ム
）

の
食
器
を
使
う
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
、
ぬ
め
り
が
と

れ
に
く
い
か
ら
だ
。 

食
器
が
洗
い
終
っ
た
ら
水
汲
み
。
水
筒
の
水
は
、
消

毒
液
を
２
～
３
滴
入
れ
て
殺
菌
す
る
。
以
前
は
、
ポ
ン

プ
式
の
浄
水
器
を
使
っ
て
い
た
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
目

詰
ま
り
や
故
障
が
多
く
。
使
う
の
を
や
め
た
。
小
さ
な

ご
み
は
コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾
す
。 

水
は
テ
ン
ト
の
中
に
置
く
。
早
朝
、
テ
ン
ト
の
外
は

０
度
前
後
ま
で
冷
え
込
む
が
、
中
は
そ
れ
よ
り
４
～

５
℃
あ
た
た
か
い
。
燃
料
の
節
約
で
あ
る
。 

                  

ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
の
岸
辺
か
ら
、
ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス

を
見
る
。
傾
い
た
夕
日
が
ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス
を
照
ら
し
、

そ
の
頂
に
あ
る
三
角
形
の
ミ
ュ
ー
ア
・
ハ
ッ
ト
（
頂
に

あ
る
避
難
小
屋
）
が
輝
い
て
い
た
。 

 

 

ワンダ・レイクのキャンプ 

 

夕方のワンダ・レイク 正面やや左がミューア・パス 

Day 9, Wanda Lake, Elevation 3,482 m 

16 miles (25.6 km) from Piute Trail Junction 



Day

10 

ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス 

  

い
つ
も
の
よ
う
に
夜
明
け
前
に
起
き
る
。
フ
リ
ー
ス

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
下
は
、
ハ
イ
キ
ン

グ
・
パ
ン
ツ
に
レ
イ
ン
・
パ
ン
ツ
を
重
ね
る
。 

か
じ
か
む
手
で
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
、
テ
ン
ト
の
中
の

妻
に
渡
す
。
ミ
ユ
ー
ア
・
パ
ス
の
向
こ
う
の
、
ま
だ
姿

を
見
せ
な
い
太
陽
が
、
ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
の
西
側
の

山
々
を
照
ら
し
始
め
た
。 

峠
か
ら
吹
き
降
ろ
す
風
で
波
立
つ
ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
。

湖
の
中
央
か
ら
西
岸
へ
と
波
紋
が
広
が
る
。 

午
前
７
時
過
ぎ
、
ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
を
出
発
。
朝
日

が
徐
々
に
差
し
込
む
中
、
何
度
も
ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
に

向
け
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 

岸
辺
を
過
ぎ
る
と
ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス
へ
の
な
だ
ら
か

な
登
り
が
始
ま
る
。
峠
の
上
の
三
角
形
の
避
難
小
屋
、

ミ
ュ
ー
ア
・
ハ
ッ
ト
が
し
だ
い
に
大
き
く
な
る
。 

峠
の
直
下
は
急
な
登
り
。
斜
面
に
刻
ま
れ
た
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
を
登
る
。
振
り
返
る
と
ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク
の

真
っ
青
な
湖
面
が
、
マ
ウ
ン
ト
・
マ
ク
ギ
ー
を
背
景
に

し
た
濃
い
灰
色
や
う
す
い
灰
色
の
花
崗
岩
の
山
々
の

中
に
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
青
さ
は
、
シ
エ
ラ
・
ネ
バ

ダ
の
空
よ
り
も
、
は
る
か
に
濃
い
。
ワ
ン
ダ
・
レ
イ
ク

は
、
蒼
と
か
、
紺
碧
と
か
い
う
表
し
方
が
妥
当
な
く
ら

い
濃
い
青
だ
。 

空
は
、
今
朝
も
雲
一
つ
な
い
。
来
る
日
も
来
る
日
も

晴
天
の
日
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
続
く
。 

 

前
回
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
で
も
、
一
滴
も
雨
は
ふ
ら
な

か
っ
た
。
た
だ
、
雨
は
、
降
る
時
に
は
降
る
。
昨
年
、

ヨ
セ
ミ
テ
の
北
部
を
歩
い
た
時
、
一
週
間
に
５
日
雨
に

降
ら
れ
た
。
天
候
が
不
安
定
に
な
れ
ば
、
午
後
は
に
わ

か
雨
や
雷
雨
に
な
り
、
そ
ん
な
日
が
連
続
す
る
こ
と
も

あ
る
。
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
。 

 

乾
燥
し
て
い
る
と
快
適
だ
。
汗
の
乾
き
が
早
く
、
肌

が
べ
と
つ
か
な
い
。
何
日
も
シ
ャ
ワ
ー
に
入
れ
な
い
バ

ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
で
は
、
こ
ん
な
気
候
は
あ
り
が
た
い
。 

し
か
し
、
よ
く
な
い
こ
と
も
あ
る
。
乾
燥
し
た
日
が

続
く
と
肌
が
荒
れ
る
。
特
に
唇
や
指
先
が
か
さ
か
さ
に

な
り
、
ひ
び
割
れ
た
り
出
血
し
た
り
す
る
。
唇
は
、
常

に
乾
燥
し
た
空
気
に
さ
ら
さ
れ
る
し
、
手
先
は
食
器
洗

い
な
ど
、
水
仕
事
を
す
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
唇
に

は
朝
夕
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
つ
け
る
。
昼
間
は
手
袋
を

し
て
乾
燥
を
防
ぎ
、
寝
る
前
に
軟
膏
を
塗
る
。 

以
前
は
、
半
袖
、
半
ズ
ボ
ン
で
歩
い
た
が
、
今
で
は
、

乾
燥
と
強
い
紫
外
線
を
避
け
る
た
め
に
、
長
袖
や
長
ズ

ボ
ン
だ
。
つ
ば
の
あ
る
帽
子
を
か
ぶ
り
サ
ン
グ
ラ
ス
を

す
る
。
顔
や
首
に
は
日
焼
け
止
め
を
塗
る
。 

真
夏
に
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
は
暑
苦
し
く
思
っ
た
が
、

乾
燥
し
た
気
候
で
は
、
強
い
日
差
し
が
直
接
肌
に
当
た

る
よ
り
も
快
適
だ
。 

                  

ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス
（
３
６
４
４
ｍ
）
に
は
、
キ
ャ
ン

プ
を
出
て
か
ら
１
時
間
半
で
到
着
。
ミ
ユ
ー
ア
・
ハ
ッ

ト
の
前
で
荷
物
を
下
し
小
屋
に
入
る
。 

花
崗
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
た
多
角
形
の
壁

面
と
、
円
錐
型
の
屋
根
。
三
角
形
の
屋
根
ま
で
ブ
ロ
ッ

ク
で
で
き
て
い
る
の
は
不
思
議
だ
。
ど
の
よ
う
に
積
め

ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
屋
根
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
互
い

の
重
さ
で
支
え
合
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
ん
な
仕
組

な
っ
て
い
る
の
か
、
見
た
限
り
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

こ
の
ミ
ュ
ー
ア
・
ハ
ッ
ト
は
、
ハ
イ
カ
ー
の
た
め
の

避
難
小
屋
で
、
暖
炉
の
上
の
プ
レ
ー
ト
に
、 

「
ミ
ュ
ー
ア
・
ハ
ッ
ト
は
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
を
記

念
し
て
、
シ
エ
ラ
・
ク
ラ
ブ
が
国
立
森
林
局
と
共
同
で

１
９
３
０
年
に
建
設
。
ト
レ
イ
ル
で
嵐
に
巻
き
込
ま
れ

た
ハ
イ
カ
ー
の
一
時
的
な
収
容
施
設
で
、
オ
ー
バ
ー
ナ

イ
ト
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
と
た
き
火
は
禁
止
」 

 

ミューア・パスから見たワンダ・レイク 



と
、
記
さ
れ
て
い
た
。 

                 

ミ
ュ
ー
ア
・
パ
ス
を
下
り
る
と
15
分
で
ヘ
レ
ン
・
レ

イ
ク
。
ワ
ン
ダ
と
ヘ
レ
ン
は
ミ
ュ
ー
ア
の
娘
の
名
で
あ

る
。
ミ
ュ
ー
ア
は
、
ヨ
セ
ミ
テ
で
氷
河
を
発
見
し
た
後
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
農
場
を
経
営
し
、
二
人
の
娘
に
恵

ま
れ
だ
。 

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
が
娘
た
ち
を
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
に

連
れ
て
行
っ
た
か
定
か
で
な
い
が
、
私
は
、
妻
と
二
人

の
幼
い
娘
た
ち
と
何
度
も
ヨ
セ
ミ
テ
や
ハ
イ
・
シ
エ
ラ

で
バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
幼
い

娘
た
ち
は
、
湖
や
川
で
遊
び
、
夜
は
み
ん
な
で
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
た
り
星
を
見
た
り
し
て
楽
し
ん

だ
。
娘
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ
旅
行
が
で
き
た
こ
と
は
、
ほ

ん
と
う
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
。 

ヘ
レ
ン
・
レ
イ
ク
を
過
ぎ
る
と
森
林
地
帯
へ
下
る
。

レ
・
コ
ン
テ
渓
谷
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
・
ピ
ー
ト
・
メ
ド

ウ
や
リ
ト
ル
・
ピ
ー
ト
・
メ
ド
ウ
と
い
っ
た
草
原
を
横

切
り
、
キ
ン
グ
ス
・
リ
バ
ー
の
支
流
に
沿
っ
て
、
渓
谷

の
奥
へ
と
下
る
。 

今
日
は
、
食
料
な
ど
リ
サ
プ
ラ
イ
の
日
だ
。
こ
の
先

の
レ
・
コ
ン
テ
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く

の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
、
夕
方
荷
物
が
届
く
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。 

そ
こ
に
は
正
午
前
に
到
着
。
洗
濯
や
昼
寝
を
し
な
が 

ら
、
パ
ッ
カ
ー
（
馬
や
ラ
バ
に
よ
る
運
送
業
者
）
の
到 

                

 

着
を
待
つ
。 

６
時
過
ぎ
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
・
パ
ス
か
ら
馬
に
乗
っ
た

若
い
カ
ウ
ボ
ー
イ
が
一
頭
の
ラ
バ
を
引
い
て
降
り
て

き
た
。
ラ
バ
の
背
に
は
白
い
段
ボ
ー
ル
箱
。
我
々
の
リ

サ
プ
ラ
イ
品
だ
。 

リ
サ
プ
ラ
イ
品
は
、
食
料
の
ほ
か
、
ガ
ス
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
、
バ
ン
ド
エ
イ
ド
や
軟
膏
、
虫
除
け
の
ス
プ
レ
ー
、

電
池
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
出
発
前
に
車
で
パ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
ち
込
ん
で
お
い
た
物
だ
。 

パ
ッ
カ
ー
に
は
、
５
日
間
の
ご
み
や
空
の
容
器
、
使

い
終
わ
っ
た
ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
や
電
池
を
持
ち
帰

っ
て
捨
て
て
も
ら
う
。 

料
金
は
５
０
０
ド
ル
。
高
い
が
、
彼
ら
は
馬
で
７
時

間
か
け
て
荷
物
を
届
け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
近
く
で
キ

ャ
ン
プ
し
て
帰
る
の
は
明
日
。 

そ
の
労
力
か
ら
す
れ
ば
妥
当
な 

金
額
だ
ろ
う
。 

荷
物
の
整
理
が
終
わ
っ
た
後
、 

キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
に
入
り
き
ら
な 

か
っ
た
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
ク 

ッ
キ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、
キ
ャ 

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
ん
だ
。 

 

ミューア・ハット 

 

ヘレン・レイク 

Day 10, 

Le Conte Ranger Station 

Elevation 2,655 m 

10 miles (16 km) from Wanda Lake 



Day

11 

マ
ー
サ
ー
・
パ
ス 

 
午
前
７
時
過
ぎ
に
出
発
。 

レ
・
コ
ン
テ
渓
谷
を
１
マ
イ
ル
下
る
と
グ
ラ
ウ
ス
・

メ
ド
ウ
と
い
う
美
し
い
湿
原
に
着
く
。
中
央
の
池
に
は

靄
（
も
や
）
が
た
ち
こ
め
、
湿
原
に
う
っ
す
ら
と
霜
が

降
り
て
い
る
。
私
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
よ
り
標
高
は
低
い

が
、
渓
谷
の
上
流
か
ら
の
冷
気
が
こ
の
湿
原
に
た
ま
っ

た
の
だ
。
ク
リ
ー
ク
の
そ
ば
で
キ
ャ
ン
プ
し
て
い
る
パ

ー
テ
ィ
が
、
寒
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
出
発
準
備
を
し
て

い
た
。
半
時
間
以
上
歩
い
て
体
が
温
ま
っ
た
私
た
ち
と

違
い
、
彼
ら
は
相
当
寒
い
だ
ろ
う
。 

 

グ
ラ
ウ
ス
・
メ
ド
ウ
を
過
ぎ
、
パ
リ
セ
ー
ド
・
ク
リ

ー
ク
に
沿
っ
て
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を
進
む
。 

 

細
い
谷
に
沿
っ
た
登
り
道
は
、
結
構
き
つ
い
。
ク
リ

ー
ク
の
流
れ
も
速
く
、
あ
ち
こ
ち
に
段
差
が
あ
り
、
小

滝
の
よ
う
な
急
流
が
見
え
る
。
そ
の
急
な
登
り
が
ひ
と

段
落
す
る
の
が
、
デ
ィ
ア
・
メ
ド
ウ
だ
。 

ト
レ
イ
ル
の
右
に
あ
る
デ
ィ
ア
・
ク
リ
ー
ク
に
沿
っ

て
、
細
長
い
草
原
が
続
く
。
草
原
の
中
を
ク
リ
ー
ク
が

枝
分
か
れ
し
て
流
れ
る
。
春
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
花
が

咲
く
だ
ろ
う
が
、
今
の
時
期
、
花
は
数
え
る
ほ
ど
し
か

な
い
。 

そ
の
デ
ィ
ア
・
メ
ド
ウ
を
過
ぎ
る
と
森
に
入
る
が
、

そ
の
森
の
様
子
が
少
し
違
う
。
森
の
奥
を
見
る
と
黒
い

木
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
焼
け
た
の
だ
。
ト
レ
イ
ル
の
両

側
の
木
の
幹
が
真
っ
黒
に
焦
げ
、
細
い
枝
は
焼
け
落
ち

て
い
る
。 

二
年
前
に
こ
こ
で
、
山
火
事
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
の

１
回
目
の
ス
ル
ー
ハ
イ
ク
の
直
後
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
、

８
月
22
日
に
こ
こ
を
通
過
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
一
週
間

遅
れ
て
日
本
の
大
学
生
が
こ
こ
を
通
っ
た
。
彼
が
通
っ

た
直
後
デ
ィ
ア
・
メ
ド
ウ
が
火
事
に
な
っ
た
。
メ
ド
ウ

の
先
の
パ
リ
セ
ー
ド
・
レ
イ
ク
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
彼
は
、

立
ち
上
る
煙
に
恐
怖
を
感
じ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
デ
ィ
ア
・
メ
ド
ウ
は
通
れ
な
く

な
り
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
の
ハ
イ
カ
ー
は
か
な
り
の
大
回
り
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
落
雷
だ
。
夏
の
終
わ
り

に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
、
あ
ち
こ
ち
で
山
火
事
が
起

こ
る
。
風
で
火
の
粉
が
飛
び
、
遠
く
の
森
に
飛
び
火
す

る
こ
と
も
あ
る
。 

デ
ィ
ア
・
メ
ド
ウ
を
抜
け
る
と
、
正
面
に
巨
大
な
岩

の
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。
そ
の
壁
の
間
の
急
斜
面
に
造

ら
れ
た
ト
レ
イ
ル
が
あ
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
テ
ア
ウ

ェ
イ
だ
。
ト
レ
イ
ル
の
工
事
に
か
な
り
の
費
用
が
か
か

っ
た
か
ら
、
そ
う
呼
ぶ
の
だ
と
い
う
。
我
々
が
通
過
し

た
時
も
、
ト
レ
イ
ル
の
補
修
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
大

な
岩
が
い
く
つ
も
落
ち
、
ト
レ
イ
ル
を
ふ
さ
い
で
い
る
。

彼
ら
は
、
そ
れ
ら
を
鉄
の
棒
な
ど
を
使
い
手
作
業
で
取

り
除
い
て
い
る
。
ひ
と
つ
間
違
え
ば
、
自
分
が
下
敷
き

に
な
り
か
ね
な
い
危
険
な
仕
事
だ
。
し
か
も
、
空
気
が

薄
く
、
日
影
が
な
い
。 

不
便
な
山
中
に
寝
泊
ま
り
し
、
大
変
な
仕
事
を
し
て

い
る
彼
ら
に
、
何
か
言
葉
を
か
け
て
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
た
い
と
思
う
が
、
昨
日
補
給
し
食
料
が
満
杯
の
状

況
に
加
え
、
急
な
登
り
と
暑
さ
で
気
持
ち
に
余
裕
が
な

い
。
作
業
中
に
、
道
を
よ
け
て
く
れ
た
彼
ら
に
「
サ
ン

キ
ュ
ー
」
と
言
う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。 

             

壁
の
間
が
狭
く
な
る
と
登
り
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
開
け

た
草
原
と
そ
の
奥
に
あ
る
湖
が
見
え
て
く
る
。
パ
リ
セ

ー
ド
・
レ
イ
ク
だ
。 

レ
・
コ
ン
テ
渓
谷
か
ら
10
マ
イ
ル
。
日
程
に
ゆ
と
り

が
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。 

初
め
て
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
、
湖
の
西
側
で
テ
ン
ト

を
張
っ
た
。
そ
の
時
、
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ー
テ
ィ
に
会
っ

た
。
夕
暮
れ
が
近
づ
い
た
時
、
マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
の
方

か
ら
、
父
親
と
兄
弟
ら
し
い
三
人
の
子
供
た
ち
が
や
っ

て
き
た
。
彼
ら
の
ス
タ
イ
ル
は
一
風
変
わ
っ
て
い
て
、

明
ら
か
に
一
昔
前
の
リ
ッ
ク
を
背
負
い
、
ふ
つ
う
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
短
パ
ン
姿
で
あ
っ
た
。 

 
ゴールデン・ステアウェイのある岩場 



彼
ら
は
、
我
々
か
ら
１
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
草
原
の

岩
場
に
リ
ッ
ク
を
下
し
た
。
そ
し
て
、
た
き
火
を
は
じ

め
た
。
大
き
な
鍋
で
お
湯
を
沸
か
し
て
い
る
ら
し
い
。

こ
こ
は
た
き
火
が
で
き
る
標
高
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は

限
界
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
る
と
思
う
が
、
彼
ら
は
そ
ん
な
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。
キ
ャ
ン
プ
用
の
ス
ト
ー
ブ

を
持
っ
て
な
い
の
だ
。
そ
れ
に
、
テ
ン
ト
も
な
く
、
岩

場
に
寝
袋
を
敷
い
て
い
る
。 

散
歩
中
の
子
供
た
ち
と
話
し
た
。
彼
ら
は
、
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
を
出
発
し
ヨ
セ
ミ
テ
に
向
か
う
、
我
々
と
逆
コ

ー
ス
で
歩
い
て
い
る
と
い
う
。 

豪
快
そ
う
な
父
親
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
興
味
を
持

ち
、
あ
と
で
、
話
を
聞
こ
う
と
、
子
供
た
ち
に
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
に
は
送
れ

な
か
っ
た
。 

                 

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
パ
リ
セ
ー
ド
・

レ
イ
ク
の
湖
岸
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
分
補
給
を
し
た
。

そ
の
後
、
横
に
な
り
20
分
く
ら
い
昼
寝
を
し
た
。
い
つ

も
昼
寝
を
し
な
い
が
、
た
ま
に
は
い
い
な
と
思
っ
た
。

午
後
の
マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
越
え
に
備
え
て
、
十
分
な
休

養
に
も
な
っ
た
。 

パ
リ
セ
ー
ド
・
レ
イ
ク
ス
は
、
同
じ
く
ら
い
の
大
き

さ
の
湖
が
二
つ
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
に
適
し
た
場
所
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
テ
ア
ウ
ェ
イ
を
登
り
切
っ
た
平
地
で
、

ク
リ
ー
ク
の
両
側
の
草
地
か
ら
湖
の
西
岸
に
か
け
て

だ
。
マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
に
近
い
方
の
湖
の
東
側
に
も
平

ら
な
場
所
が
あ
っ
た
が
、
急
な
斜
面
を
下
り
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
ト
レ
イ
ル
か
ら
丸
見
え
だ
。 

マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
の
標
高
は
３
６
８
２
ｍ
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ

で
二
番
目
に
高
い
峠
だ
。
急
な
斜
面
に
付
け
ら
れ
た
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
に
も
た
れ

か
か
る
よ
う
に
登
る
。
何
歩
か
歩
く
と
立
ち
止
ま
り
、

呼
吸
を
整
え
る
。 

ト
レ
イ
ル
か
ら
振
り
返
る
と
、
の
こ
ぎ
り
の
歯
の
よ

う
な
パ
リ
セ
ー
ド
・
ク
レ
ス
ト
の
急
峻
な
峰
々
と
、
そ

の
谷
底
に
、
水
た
ま
り
の
よ
う
に
小
さ
く
な
っ
た
パ
リ

セ
ー
ド
・
レ
イ
ク
ス
が
見
え
る
。 

                  

マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
へ
の
最
後
の
数
百
ｍ
は
直
線
。
荷

物
の
軽
い
妻
は
、
私
よ
り
先
に
着
き
、
私
が
歩
く
姿
を

カ
メ
ラ
に
収
め
る
。 

午
後
３
時
40
分
こ
ろ
、
マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
に
到
着
。 

峠
の
向
こ
う
は
大
平
原
。
広
大
な
谷
間
の
底
の
平
地

に
い
く
つ
も
の
小
さ
な
湖
が
あ
る
。
湖
の
水
は
、
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
美
し
く
、
湖
底
が
は
っ
き
り
見
え
る
く

ら
い
透
明
で
あ
る
。
湖
の
間
の
す
こ
し
高
く
な
っ
た
と

こ
ろ
に
ト
レ
イ
ル
が
あ
り
、
そ
の
先
の
森
の
中
へ
と
続

い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
森
の
向
こ
う
に
湖
が
小
さ

く
見
え
る
。
明
日
超
え
る
ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
の
ふ

も
と
の
「
レ
イ
ク
・
マ
ジ
ョ
ー
リ
エ
」
だ
。 

 

パリセード・レイク 

 
パリセード・クレストとパリセード・レイク（峠の北側） 



                 

マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
で
最
も
美
し
い
峠
と

い
っ
て
よ
い
。
北
側
に
は
、
パ
リ
セ
ー
ド
・
マ
ウ
ン
テ

ン
と
パ
リ
セ
ー
ド
・
レ
イ
ク
ス
の
眺
め
、
南
側
は
、
湖

と
大
平
原
。
そ
し
て
、
レ
イ
ク
・
マ
ジ
ョ
ー
リ
エ
ま
で

見
渡
せ
る
雄
大
な
視
界
。 

私
た
ち
は
、
ゆ
っ
く
り
と
景
色
を
楽
し
ん
で
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
夕
暮
れ
が
迫
る
と
風
が
急
に
冷
た
く
な

り
、
体
が
す
ぐ
冷
え
る
。
こ
の
下
の
湖
は
、
き
れ
い
だ

が
、
峠
か
ら
吹
き
降
ろ
す
風
が
強
く
、
も
の
す
ご
く
寒

い
。
少
し
無
理
を
し
て
も
、
標
高
が
低
く
風
の
余
り
当

た
ら
な
い
場
所
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

峠
の
向
こ
う
は
急
な
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
、
そ
の
途
中

の
雪
の
上
で
、
転
ん
で
し
ま
っ
た
。
慎
重
に
歩
い
て
い

た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
疲
れ
て
足
が
踏
ん
張
れ
な
く
な

っ
た
の
と
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を
２
回
歩
い
た
ブ
ー
ツ
の
底
が
す

り
減
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
り
も
ち
を
つ
い
て
、
「
痛

て
て
！
」
と
、
叫
ぶ
私
の
姿
を
妻
は
笑
い
な
が
ら
写
真

を
撮
っ
た
。 

前
回
キ
ャ
ン
プ
し
た
最
初
の
湖
を
通
過
し
た
。
今
回

は
そ
こ
よ
り
２
マ
イ
ル
進
ん
で
キ
ャ
ン
プ
地
を
探
す
。

ク
リ
ー
ク
に
沿
っ
て
谷
川
に
降
り
る
と
、
低
い
松
の
木

に
囲
ま
れ
た
傾
斜
地
の
下
に
、
大
き
な
石
が
あ
っ
た
。

石
の
そ
ば
に
テ
ン
ト
を
張
れ
る
く
ら
い
の
平
ら
な
場

所
が
あ
り
、
そ
こ
に
キ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
に
し
た
。 

到
着
し
て
テ
ン
ト
を
設
営
す
る
。
妻
は
着
替
え
て
洗

濯
を
す
る
。
わ
た
し
は
、
そ
の
洗
濯
物
を
干
す
ロ
ー
プ

を
張
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
た
後
、
食
事
の
支
度
を
す

る
。 食

事
の
後
片
付
け
が
終
わ
る
頃
に
は
、
す
っ
か
り
日

は
か
げ
り
、
急
に
寒
く
な
る
。
私
の
着
替
え
は
、
最
後
。

今
日
の
よ
う
に
到
着
が
遅
く
な
る
と
、
濡
れ
タ
オ
ル
で

体
を
拭
く
の
も
寒
い
。
着
替
え
て
寝
袋
に
入
っ
た
の
は

９
時
。 

今
日
は
、
６
日
分
の
食
料
で
重
く
な
っ
た
リ
ッ
ク
を

背
負
い
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
テ
ア
ウ
ェ
イ
と
マ
ー
サ

ー
・
パ
ス
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
日
も
疲
れ
た

が
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
満
足
感
に
包
ま
れ
、
眠

り
に
つ
い
た
。 

 

マーサー・パスからの眺望（南側） 

 

キャンプからマーサー・パス（中央のくぼんだ所）を見る 

Day 11, South Fork Kings River 

Elevation 3,240 m 

17.5 miles (28 km) from Le Conte Canyon 



Day

12 

ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス 

  

バ
ッ
ク
パ
ッ
キ
ン
グ
中
は
、
午
前
５
時
に
起
き
る
。

早
く
目
が
覚
め
て
も
時
間
ま
で
寝
袋
の
中
で
温
ま
る
。

５
時
に
な
る
と
着
替
え
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
こ
ん
で
外

に
出
る
。
外
は
ま
だ
暗
く
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
明
か
り
を

頼
り
に
お
湯
を
沸
か
す
。
夏
時
間
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
は
６
時
を
す
ぎ
な
い
と
明
る
く
な
ら
な
い
。
私
が
外

に
出
る
と
、
妻
が
着
替
え
を
始
め
る
。
テ
ン
ト
の
中
は

狭
く
て
二
人
同
時
に
着
替
え
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。 

 

コ
ー
ヒ
ー
が
入
っ
た
頃
、
朝
焼
け
が
始
ま
る
。
妻
は

い
つ
も
テ
ン
ト
の
中
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
が
、
私
は
朝

焼
け
を
見
な
が
ら
飲
む
。
寒
い
が
美
し
い
朝
焼
け
を
見

な
が
ら
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
は
最
高
だ
。 

 

食
事
の
後
片
付
け
を
始
め
る
こ
ろ
に
陽
が
昇
る
が
、

そ
の
頃
が
一
番
寒
い
。
昨
夜
か
ら
外
に
置
き
っ
ぱ
な
し

の
バ
ケ
ツ
の
水
。
調
理
を
す
る
と
き
は
な
ん
で
も
な
か

っ
た
水
に
、
薄
氷
が
張
っ
て
い
る
。
氷
を
わ
っ
て
食
器

を
洗
う
。
冷
た
く
て
手
が
痛
い
。 

テ
ン
ト
の
フ
ラ
イ
シ
ー
ト
を
乾
か
そ
う
と
岩
の
上

に
広
げ
た
。
た
た
む
と
き
、
水
滴
は
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状

の
氷
に
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
こ
に
は
一
日
の
う
ち
に
四
季
が
あ
る
。
昼
間
は
汗

ば
む
く
ら
い
に
暑
い
夏
で
、
夕
方
に
は
秋
の
涼
し
さ
が

訪
れ
る
。
早
朝
は
真
冬
で
、
水
が
凍
る
ほ
ど
寒
い
。
出

発
す
る
頃
、
太
陽
が
昇
る
と
気
温
は
急
に
上
が
る
。
朝

日
を
浴
び
る
時
は
春
で
あ
る
。 

 

そ
の
暖
か
い
陽
の
光
の
中
、
キ
ャ
ン
プ
地
を
離
れ
、

ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
を
目
指
す
。
ト
レ
イ
ル
は
昨
夕

見
た
森
の
中
へ
と
下
り
、
そ
の
先
の
谷
間
か
ら
レ
イ

ク
・
マ
ジ
ョ
ー
リ
エ
へ
の
登
り
に
入
る
。 

マ
ジ
ョ
ー
リ
エ
の
手
前
の
湖
の
ほ
と
り
で
一
休
み
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給
を
す
る
。
午
前
７
時
に
出
発
し
て

二
時
間
歩
い
た
。
調
子
が
よ
い
と
き
は
、
二
時
間
く
ら

い
連
続
し
て
歩
く
。
休
憩
は
30
分
ほ
ど
で
、
そ
の
間
に

カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
な
ど
を
食
べ
た
り
水
を
飲
ん
だ
り

す
る
。
地
図
を
見
て
現
在
地
の
確
認
も
す
る
。 

休
憩
時
間
が
多
い
と
移
動
す
る
速
度
は
遅
く
な
る
。

峠
道
で
は
、
水
分
補
給
を
何
度
も
行
う
し
、
景
色
の
よ

い
所
で
は
立
ち
止
ま
っ
て
写
真
を
撮
る
。
ク
リ
ー
ク
や

湖
で
水
を
汲
む
時
間
も
必
要
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

含
め
る
と
、
私
た
ち
の
「
速
さ
」
は
、
一
時
間
に
1.4
か

ら
1.5
マ
イ
ル
。
朝
七
時
か
ら
夕
方
五
時
ま
で
の
10
時
間

に
14
～
15
マ
イ
ル
移
動
で
き
る
こ
と
に
な
る
。 

荷
物
を
軽
く
す
る
こ
と
で
、
休
憩
も
少
な
く
な
る
。

ベ
テ
ラ
ン
の
人
は
、
水
と
食
料
以
外
の
重
さ
を
９
㎏
に

抑
え
る
と
い
う
。
数
日
分
の
食
料
と
水
を
加
え
て
も
15

㎏
だ
。
15
㎏
は
軽
い
。
一
度
に
長
く
歩
け
、
登
り
も
楽

だ
。
何
よ
り
も
歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

反
対
に
荷
物
が
重
い
と
担
ぐ
だ
け
で
大
変
。
登
り
は

脚
が
上
が
ら
な
く
な
る
し
息
が
切
れ
る
。
下
り
は
膝
に

負
担
が
か
か
る
。 

荷
物
を
軽
く
す
る
方
法
は
、
最
新
の
軽
量
化
さ
れ
た

道
具
を
そ
ろ
え
る
こ
と
と
、
不
要
な
物
を
見
極
め
る
経

験
と
そ
れ
を
省
く
勇
気
だ
。 

「
勇
気
」
は
、
い
つ
も
失
敗
す
る
。
持
っ
て
い
か
な

い
つ
も
り
で
も
、
直
前
に
な
る
と
「
や
っ
ぱ
り
持
っ
て

い
っ
た
方
が
」
と
、
リ
ッ
ク
に
詰
め
て
し
ま
う
。
反
対

に
、
持
っ
て
な
く
て
後
悔
し
た
こ
と
は
な
い
。 

                

坂
を
登
り
切
る
と
、
レ
イ
ク
・
マ
ジ
ョ
ー
リ
エ
に
着

く
。
美
し
い
湖
だ
。
湖
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か
ら
ト
レ
イ

ル
に
沿
っ
た
湖
岸
に
キ
ャ
ン
プ
に
適
し
た
場
所
が
あ

る
。
数
年
前
に
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
時
は
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
に
先
客
が
い
た
の
で
、
山
側
の
高
台
で
キ
ャ
ン

プ
し
た
。
湖
を
見
渡
せ
る
景
色
の
よ
い
場
所
だ
っ
た
。 

マ
ジ
ョ
ー
リ
エ
か
ら
の
登
り
は
さ
ら
に
厳
し
い
。
ピ

ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
の
標
高
は
３
６
８
８
ｍ
。
息
が
荒

く
な
り
、
立
ち
止
ま
っ
て
呼
吸
を
整
え
る
回
数
が
増
え

 

レイク・マジョーリエ 



る
。
振
り
返
る
と
、
レ
イ
ク
・
マ
ジ
ョ
ー
リ
エ
が
、
マ

ウ
ン
ト
・
ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
の
な
だ
ら
か
な
山
裾
に
隠
れ

る
よ
う
に
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。 

ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
は
、
両
側
に
鋭
く
尖
っ
た
二

等
辺
三
角
形
の
よ
う
な
岩
壁
が
あ
る
。
先
に
来
た
妻
が

風
を
よ
け
る
よ
う
に
岩
陰
で
休
ん
で
い
る
。
登
り
で
こ

こ
ち
よ
か
っ
た
風
も
、
立
ち
止
ま
れ
ば
冷
た
く
感
じ
る
。

汗
が
冷
え
る
の
を
避
け
る
た
め
、
風
の
あ
た
ら
な
い
陽

だ
ま
り
の
よ
う
な
岩
陰
に
腰
を
下
ろ
す
。 

峠
の
南
側
に
は
、
小
さ
な
湖
と
草
地
が
点
在
す
る
。

正
面
や
や
右
の
鋭
い
峰
を
持
つ
山
は
、
マ
ウ
ン
ト
・
セ

ド
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ト
で
、
標
高
は
３
７
０
０
ｍ
を
超
え

る
。
こ
こ
か
ら
見
え
な
い
が
、
そ
の
ふ
も
と
に
こ
れ
か

ら
そ
ば
を
通
る
ツ
イ
ン
・
レ
イ
ク
ス
が
あ
る
。
ト
レ
イ

ル
は
、
谷
底
の
小
高
い
丘
に
あ
り
、
峠
を
下
る
二
人
の

ハ
イ
カ
ー
の
姿
が
見
え
た
。 

                

こ
の
ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
の
峠
の
南
東
側
の
風
景

と
、
昨
日
の
マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
、
そ
し
て
、
二
日
後
に

超
え
る
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
の
南
東
側
の
風
景
は
少

し
似
て
い
る
。
峠
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
ど
ち
ら
も
湖
の

あ
る
平
原
で
あ
り
、
ク
リ
ー
ク
や
湖
に
沿
っ
た
草
地
と

遠
く
の
森
が
見
え
る
。
昨
日
の
マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
は
、

Ｊ
Ｍ
Ｔ
で
「
最
も
美
し
い
」
と
書
い
た
。
比
較
す
る
と
、

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
か
ら
の
風
景
は
「
壮
大
」
。
こ

の
ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
か
ら
の
眺
め
は
、
「
雄
大
」

な
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で
あ
る
。 

 

峠
を
下
り
る
。
急
な
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
過
ぎ
る
と
、

中
央
に
盛
り
上
が
っ
た
岩
場
の
上
を
通
る
。
そ
の
左
側

に
は
小
さ
な
湖
、
右
に
は
ク
リ
ー
ク
と
メ
ド
ウ
が
あ
る
。 

 

ト
レ
イ
ル
は
、
最
初
は
左
側
の
湖
に
近
づ
き
、
次
に

ク
リ
ー
ク
に
沿
っ
た
メ
ド
ウ
を
抜
け
る
。
マ
ー
サ
ー
・

パ
ス
や
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
よ
り
規
模
は
小
さ
い
が
、

自
然
が
造
っ
た
庭
、
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
が

ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
で
あ
る
。 

そ
の
ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・
パ
ス
か
ら
見
え
た
ト
レ
イ
ル

を
歩
き
終
え
る
と
、
左
側
に
ツ
イ
ン
・
レ
イ
ク
ス
へ
の

ト
レ
イ
ル
。
そ
し
て
、
ソ
ウ
ミ
ー
ル
・
パ
ス
へ
の
ト
レ

イ
ル
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
こ
こ
に
変
わ
っ
た

案
内
板
が
あ
っ
た
。
ア
ル
ミ
の
板
に
髭
の
ジ
ョ
ン
・
ミ

ュ
ー
ア
の
顔
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
左
手
を
髭
に
つ

け
て
何
や
ら
思
慮
に
ふ
け
っ
て
い
る
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー

ア
。
な
か
な
か
の
傑
作
だ
。 

          

そ
こ
か
ら
、
ウ
ッ
ズ
・
ク
リ
ー
ク
の
ト
レ
イ
ル
・
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
長
い
下
り
が
３
マ
イ
ル
続
く
。
途

中
、
ト
レ
イ
ル
か
ら
遠
望
で
き
る
滝
が
あ
る
。
地
図
に

は
フ
ォ
ー
ル
ズ
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
落
差
10

ｍ
く
ら
い
の
滝
だ
。 

更
に
下
る
と
ウ
ッ
ズ
・
ク
リ
ー
ク
の
ト
レ
イ
ル
・
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
出
る
。
そ
こ
を
左
に
折
れ
、
細
い
木

製
の
吊
り
橋
を
渡
る
と
フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ
ー
の
あ
る
キ

ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
あ
る
。
今
夜
は
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
。 

こ
こ
は
標
高
も
低
く
て
暖
か
い
。 

到
着
も
４
時
過
ぎ
と
早
か
っ
た
の 

で
、
ゆ
っ
く
り
洗
濯
が
で
き
た
。 

そ
し
て
薪
を
集
め
、
キ
ャ
ン
プ 

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
な
が
ら
の
ん
び 

り
と
キ
ャ
ン
プ
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。 

 

 

ピンショット・パスからの眺め 

 

Day 12, Woods Creek 

Elevation 2,588 m 

14 miles (22.4 km) from  

South Fork Kings River 



Day

13 

グ
レ
ン
・
パ
ス 

  

13
日
目
の
朝
を
迎
え
た
。
長
い
と
思
っ
た
16
日
間
も
、

す
で
に
４
分
の
３
が
過
ぎ
、
残
り
４
日
と
な
っ
た
。 

 

隣
に
は
、
遅
く
な
っ
て
か
ら
男
の
二
人
組
み
が
や
っ

て
来
た
。
彼
ら
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
マ
ー
サ
ー
・

パ
ス
で
、
私
た
ち
を
追
い
越
し
た
後
、
峠
道
に
あ
っ
た

小
さ
な
ク
リ
ー
ク
で
お
湯
を
沸
か
し
て
い
た
。
そ
れ
で
、

私
た
ち
が
先
に
マ
ー
サ
ー
・
パ
ス
を
下
っ
た
が
、
ど
こ

か
で
、
彼
ら
が
先
行
し
た
よ
う
だ
。
ピ
ン
シ
ョ
ッ
ト
・

パ
ス
か
ら
見
え
た
二
人
連
れ
は
、
彼
ら
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

到
着
し
て
か
ら
の
彼
ら
の
行
動
は
、
私
た
ち
と
少
し

違
っ
た
。
ま
ず
、
ベ
ア
・
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
の
中
身
を
出

し
、
そ
こ
に
水
を
入
れ
て
洗
濯
を
始
め
た
。
そ
う
か
、

ベ
ア
・
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
も
バ
ケ
ツ
に
な
る
ん
だ
と
、
勉

強
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
お
湯
を
沸
か
す
よ
う
な
こ

と
は
せ
ず
、
食
事
は
、
ス
ナ
ッ
ク
を
か
じ
る
だ
け
だ
っ

た
。
そ
れ
に
、
テ
ン
ト
な
し
で
寝
袋
だ
け
で
寝
て
い
た
。 

シ
エ
ラ
・
ネ
バ
ダ
で
は
、
雨
が
少
な
く
、
乾
燥
し
て

夜
露
が
少
な
い
た
め
、
テ
ン
ト
を
持
た
な
い
人
は
珍
し

く
な
い
。
テ
ン
ト
の
な
い
分
の
荷
物
は
軽
く
な
る
が
、

テ
ン
ト
の
中
と
外
で
は
、
温
度
が
４
～
５
℃
違
う
。
そ

の
分
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
か
、
し
っ
か
り
し
た
寝
袋

が
必
要
だ
。
そ
れ
に
、
も
し
雨
が
降
っ
た
時
の
た
め
に
、

タ
ー
フ
も
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
朝
夕
蚊
の
大
群
が

押
し
寄
せ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
テ
ン
ト
の
方
が
便
利

だ
が
、
今
年
の
よ
う
に
蚊
が
少
な
い
年
は
、
星
空
の
下

で
寝
た
方
が
気
持
ち
が
よ
い
の
だ
ろ
う
。 

 

私
た
ち
は
、
午
前
７
時
過
ぎ
、
そ
の
二
人
よ
り
早
く

出
発
し
た
。
ウ
ッ
ズ
・
ク
リ
ー
ク
か
ら
登
り
で
、
シ
エ

ラ
で
最
も
美
し
い
と
い
わ
れ
る
レ
イ
・
レ
イ
ク
ス
な
ど
、

き
れ
い
な
湖
を
巡
り
グ
レ
ン
・
パ
ス
を
超
え
る
。 

 

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
小
さ
な
ダ
ラ
ー
・
レ
イ
ク
。

２
年
前
に
は
、
こ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
。 

 

ダ
ラ
ー
・
レ
イ
ク
は
、
小
さ
い
が
深
い
湖
。
深
く
て

も
下
ま
で
よ
く
見
え
、
大
き
な
マ
ス
が
泳
い
で
い
る
。 

次
の
ア
ロ
ー
ヘ
ッ
ド
・
レ
イ
ク
も
美
し
い
。
近
く
か

ら
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ト
レ
イ
ル
の
高
い
所
か
ら
見

る
と
や
じ
り
の
よ
う
な
尖
っ
た
形
を
し
て
い
る
。
湖
岸

に
は
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
い
く
つ
も
あ
り
、
周
り
の
木

立
や
草
地
の
緑
、
そ
し
て
、
空
の
碧
さ
を
映
し
た
湖
面

が
美
し
い
。 

                
そ
の
次
の
レ
イ
・
レ
イ
ク
ス
は
も
っ
と
美
し
い
。
な

ぜ
「
美
し
い
」
と
感
じ
る
か
、
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
写
真
に
撮
っ
て
比
べ
る
と
、
レ
イ
・
レ
イ
ク
ス
の

周
り
に
は
緑
が
多
い
。 

湖
の
周
り
は
花
崗
岩
の
山
で
あ
る
が
、
中
腹
ま
で
木

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
岸
辺
に
は
八
月
で
も
緑
が
豊
か
だ
。

水
と
空
の
青
さ
に
加
え
、
豊
か
な
緑
が
湖
の
美
し
さ
を

引
き
立
て
る
。 

                 

私
た
ち
が
最
初
に
レ
イ
・
レ
イ
ク
ス
を
訪
れ
た
と
き
、

  

アローヘッド・レイク レイ・レイクス 



ミ
ド
ル
・
レ
イ
・
レ
イ
ク
の
湖
畔
で
キ
ャ
ン
プ
し
、
半

日
の
休
養
を
楽
し
ん
だ
。 

近
く
に
は
、
三
人
の
男
性
の
パ
ー
テ
ィ
が
い
た
。
彼

ら
は
、
釣
り
を
し
な
が
ら
一
日
中
の
ん
び
り
と
過
ご
し

て
い
た
。
彼
ら
も
テ
ン
ト
を
持
た
ず
に
寝
袋
だ
け
で
眠

り
、
最
新
の
道
具
と
い
う
よ
り
、
ち
ょ
っ
と
薄
汚
れ
た

古
い
ス
タ
イ
ル
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
姿
で
あ
っ
た
。 

翌
朝
、
私
た
ち
が
湖
畔
で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
ら
、

そ
の
中
の
一
人
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
や
る
と
来

た
。
彼
は
、
二
人
の
息
子
と
来
て
い
る
と
い
う
。
そ
し

て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
住
ん
で
い
る
か
ら
と
、
仕
事
先

の
電
話
番
号
を
教
え
て
く
れ
た
。 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
着
い
て
電
話
し
た
ら
、
昼
食
を
一

緒
に
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
教
え
ら
れ
た
オ
フ
ィ
ス

は
、
立
派
な
ビ
ル
の
中
、
彼
は
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
弁
護
士
で
あ
っ
た
。 

                

レ
イ
・
レ
イ
ク
ス
を
後
に
し
、
グ
レ
ン
・
パ
ス
の
急

坂
を
上
る
。
弁
護
士
の
フ
ェ
ト
ロ
ン
さ
ん
の
息
子
に
は
、

彼
が
来
日
し
た
時
に
再
会
し
た
。
父
親
の
フ
ェ
テ
ロ
ン

さ
ん
は
、
街
中
で
は
さ
っ
そ
う
と
歩
く
が
、
重
い
荷
物

を
背
負
っ
た
峠
道
で
は
、
か
な
り
お
く
れ
る
。
そ
ん
な

時
、
彼
の
兄
は
、
先
に
行
っ
て
峠
に
自
分
の
荷
物
を
置

く
。
そ
し
て
、
引
き
返
し
て
父
親
の
リ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
登
る
と
い
う
。 

 

そ
ん
な
彼
ら
一
家
が
う
ら
や
ま
し
く
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も
父
親
と
出
か
け
る
息
子
た
ち
を
持
っ
た
フ
ェ

テ
ロ
ン
さ
ん
は
幸
せ
だ
と
思
っ
た
。 

今
ま
で
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に

出
会
っ
た
。
そ
こ
で
知
っ
た
こ
と
は
、
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス

を
愛
す
る
人
は
、
知
識
や
教
養
を
身
に
付
け
た
人
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
人
た
ち
は
、
自
然
を
保
護
す
る

こ
と
や
そ
の
中
で
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
そ

の
た
め
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
に
誇
り
を

し
て
い
る
の
だ
。 

そ
の
グ
レ
ン
・
パ
ス
。
峠
の
直
前
の
ス
イ
ッ
チ
・
バ

ッ
ク
は
か
な
り
急
だ
が
長
く
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
か

ら
ビ
デ
ッ
ト
・
メ
ド
ウ
へ
の
下
り
が
、
急
で
つ
ら
い
。

１
マ
イ
ル
も
下
る
と
、
か
な
り
膝
に
負
担
が
く
る
。 

右
下
に
、
森
に
囲
ま
れ
た
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
レ
イ
ク

が
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
キ
ア
サ
ー

ジ
・
パ
ス
へ
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。 

三
年
前
に
こ
こ
で
苦
い
目
に
あ
っ
た
。
リ
サ
プ
ラ
イ

を
頼
ん
だ
パ
ッ
カ
ー
に
い
い
加
減
な
仕
事
を
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。 

私
た
ち
は
、
こ
こ
で
パ
ッ
カ
ー
と
12
時
に
待
ち
合
わ

せ
た
。
30
分
前
に
到
着
し
、
パ
ッ
カ
ー
を
待
っ
て
い
た
。

が
、
約
束
の
12
時
を
過
ぎ
て
も
来
な
い
。
そ
の
う
ち
１

時
を
過
ぎ
、
２
時
に
な
っ
た
。 

し
び
れ
を
き
ら
せ
た
私
は
、
妻
と
子
供
を
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
に
残
し
、
キ
ア
サ
ー
ジ
・
パ
ス
の
方
へ
行
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
峠
へ
続
く
馬
の
足
跡
が
あ
っ
た
。
最
新
の

足
跡
は
、
峠
へ
向
か
っ
て
い
る
。
彼
は
す
で
に
帰
っ
た

の
だ
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
彼
は
、
約
束
の
時
間
に
我
々

が
現
れ
な
か
っ
た
と
き
に
、
こ
の
下
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
・
レ
イ
ク
の
フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ
ー
に
置
い
て
お
く
と

い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
を
、
何
ら
か
の
つ
い
で
に
実
行
し
た

の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

私
は
、
空
の
リ
ッ
ク
を
背
負
い
、
二
人
を
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
に
残
し
て
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
レ
イ
ク
へ
降
り
て

行
っ
た
。 

レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ

ー
の
場
所
を
教
え
て
も
ら
う
。
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
私
の
名

前
を
知
っ
て
い
た
の
で
聞
く
と
、
パ
ッ
カ
ー
が
昨
日
来

て
置
い
て
行
っ
た
箱
に
私
の
名
前
が
書
い
て
あ
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
。 

 

そ
の
段
ボ
ー
ル
箱
を
リ
ッ
ク
に
詰
め
、
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
に
戻
る
。
補
給
品
が
手
に
入
っ
て
一
安
心
だ
が
、

４
時
間
も
ロ
ス
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

グレン・パスからの眺め 



約
束
違
反
を
し
た
パ
ッ
カ
ー
へ
の
怒
り
は
収
ま
ら

な
か
っ
た
。
前
日
に
フ
ー
ド
・
ボ
ッ
ク
ス
に
置
い
た
ら
、

ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
標
識
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
残
せ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
だ
。 

ビ
シ
ョ
ッ
プ
に
帰
っ
て
か
ら
電
話
で
抗
議
を
し
た

が
、「
オ
プ
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
。」
と
、
と
ぼ
け
る
。
知

り
合
い
の
パ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
話
を
す
る
と
、
半
額
返

金
す
る
と
メ
ー
ル
で
言
っ
て
き
た
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
に
住

む
私
の
知
り
合
い
に
半
額
を
届
け
る
と
約
束
し
た
が
、

と
う
と
う
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
。 

そ
の
パ
ッ
カ
ー
の
う
わ
さ
は
よ
く
な
い
。
一
度
了
解

し
た
仕
事
を
勝
手
な
理
由
を
つ
け
て
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
た
と
か
、
金
融
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
た
く
さ
ん
か
か
え

て
い
る
と
か
だ
。
東
シ
エ
ラ
で
は
、
パ
ッ
カ
ー
ご
と
に

受
け
持
ち
の
区
域
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
こ
こ

で
の
リ
サ
プ
ラ
イ
は
や
っ
て
い
な
い
。 

 
 

                 

ビ
デ
ッ
ド
・
メ
ド
ウ
ま
で
下
り
る
と
、
キ
ン
グ
ス
・

キ
ャ
ニ
オ
ン
の
セ
ダ
ー
・
グ
ロ
ー
ブ
へ
の
ト
レ
イ
ル
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
２
０
１
１
年
、
私
た
ち
が
４

度
目
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
登
頂
を
果
た
し
た
時
、
ロ
ー

ン
・
パ
イ
ン
へ
の
下
山
枠
が
一
杯
で
、
セ
ダ
ー
・
グ
ロ

ー
ブ
か
ら
６
日
で
往
復
し
た
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス

や
ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン
・
プ
ラ
ト
ー
な
ど
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
だ
。 

ビ
デ
ッ
ト
・
メ
ド
ウ
に
は
、
豊
か
な
草
原
と
森
、
清

流
が
あ
り
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
サ
ー
ク
ル
と
フ
ー
ド
・
ロ

ッ
カ
ー
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
い
く
つ
も
あ
る
。

キ
ン
グ
ス
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
は
、
フ
ー
ド
・
ロ
ッ
カ
ー

が
あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
、
事
前
に
調
べ
て
行
け
ば
、

キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
を
持
ち
歩
か
な
く
て
よ
い
。 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
む
な
ら
ビ
デ
ッ

ド
・
メ
ド
ウ
が
よ
か
っ
た
が
、
明
日
超
え
る
標
高
４
０

２
３
ｍ
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
に
備
え
、
少
し
距
離

を
か
せ
い
だ
。
ビ
デ
ッ
ド
・
メ
ド
ウ
か
ら
２
マ
イ
ル
進

ん
だ
と
こ
ろ
に
平
ら
な
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
、
そ
こ
で

テ
ン
ト
を
張
っ
た
。 

キ
ャ
ン
プ
の
脇
に
は
バ
ブ
ズ
・
ク
リ
ー
ク
が
あ
り
、

豊
か
な
清
流
が
岩
の
上
を
滑
る
よ
う
に
流
れ
て
い
た
。 

 

 シャーロット・レイク 

Day 13, Bubbs Creek,  

Elevation 3,100 m 

12 miles (19.2 km) from Woods Creek 
 

キャンプ脇のバブズ・クリーク 



Day

14 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス 

  

バ
ブ
ズ
・
ク
リ
ー
ク
の
キ
ャ
ン
プ
を
出
て
し
ば
ら
く

行
く
と
、
ウ
ッ
ズ
・
ク
リ
ー
ク
で
隣
に
泊
ま
っ
た
例
の

二
人
が
ト
レ
イ
ル
の
脇
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
出
発

準
備
を
し
て
い
た
。 

 

そ
こ
か
ら
１
時
間
ほ
ど
歩
き
、
上
着
を
ぬ
い
で
い
る

と
き
に
、
彼
ら
に
抜
か
さ
れ
た
。
歩
く
ス
ピ
ー
ド
は
、

私
た
ち
よ
り
か
な
り
速
い
。 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
最
大
の
難
所
。

４
０
０
０
ｍ
近
い
峠
道
で
、
薄
い
酸
素
の
中
、
す
ぐ
に

息
が
切
れ
る
。
疲
れ
て
く
る
と
１
０
０
歩
も
歩
か
な
い

う
ち
に
立
ち
止
ま
っ
て
呼
吸
を
整
え
る
。
私
た
ち
は
、

登
る
ま
で
に
何
度
も
休
み
、
水
分
や
栄
養
を
補
給
す
る
。

途
中
の
ク
リ
ー
ク
で
水
を
汲
む
必
要
も
あ
る
。
し
か
し
、

彼
ら
を
見
て
い
る
と
、
休
ん
で
も
立
ち
止
ま
っ
て
も
い

な
い
。
同
じ
ペ
ー
ス
で
ど
ん
ど
ん
歩
き
続
け
、
私
達
と

の
距
離
は
広
が
る
ば
か
り
だ
っ
た
。 

 

不
思
議
な
こ
と
に
、
疲
れ
た
体
と
は
反
対
に
気
分
の

高
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
何
歩
か
歩
い
た
だ
け

で
立
ち
止
ま
り
た
く
な
る
よ
う
な
と
き
も
、
高
い
段
差

を
登
れ
な
い
よ
う
な
と
き
で
も
、
気
分
は
さ
わ
や
な
の

だ
。
こ
れ
を
、
「
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ハ
イ
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ

う
か
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ
で
も
特
に
厳
し
い
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ

ス
へ
の
登
り
や
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
登
り
で
そ
ん
な

こ
と
を
感
じ
る
。 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
直
下
の
ト
レ
イ
ル
は
、
バ
ブ

ズ
・
ク
リ
ー
ク
の
フ
ー
ド
・
ボ
ッ
ク
ス
の
あ
る
最
終
キ

ャ
ン
プ
サ
イ
ト
（
キ
ン
グ
ス
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立
公
園

の
主
な
キ
ャ
ン
プ
地
に
は
、
フ
ー
ド
・
ボ
ッ
ク
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
る
）
を
過
ぎ
る
と
、
峠
に
向
か
っ
て
左
側

に
迂
回
す
る
。
正
面
に
巨
大
な
岩
山
の
壁
が
あ
る
か
ら

だ
。
そ
の
壁
が
低
く
な
っ
て
い
る
左
側
の
岩
場
を
登
り
、

岩
山
の
上
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
ク
リ
ー
ク
に
沿
っ
て
登

り
、
最
終
の
湖
を
す
ぎ
て
岩
山
の
上
の
尾
根
の
中
央
を

進
む
。
最
後
に
、
峠
の
真
下
に
つ
け
ら
れ
た
ス
イ
ッ
チ

バ
ッ
ク
を
登
る
。 

 

一
番
苦
し
い
の
が
、
尾
根
の
辺
り
だ
。
な
だ
ら
か
そ

う
に
見
え
て
も
き
つ
い
。
峠
の
真
下
の
最
終
の
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
に
な
る
と
、
ゴ
ー
ル
が
見
え
る
た
め
、
力
が

出
る
。
そ
こ
か
ら
見
上
げ
る
と
、
す
で
に
、
頂
を
極
め

た
ハ
イ
カ
ー
が
休
み
な
が
ら
こ
ち
ら
を
見
下
ろ
し
て

い
る
。
そ
ん
な
立
場
に
早
く
な
り
た
い
と
頑
張
る
。 

                
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
に
は
、
10
時
半
に
到
着
。
フ

ー
ド
・
ボ
ッ
ク
ス
の
あ
る
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
過
ぎ
て
か

ら
２
時
間
と
少
し
だ
っ
た
。 

今
年
は
ト
レ
イ
ル
に
雪
が
な
か
っ
た
が
、
も
し
雪
が

あ
れ
ば
も
っ
と
時
間
が
か
か
る
。
峠
の
上
半
分
が
雪
に

覆
わ
れ
て
い
た
２
０
１
１
年
は
、
同
じ
場
所
か
ら
３
時

間
以
上
か
か
っ
た
。
急
斜
面
に
雪
が
あ
る
と
、
足
を
取

ら
れ
て
思
う
よ
う
に
歩
け
な
い
し
、
余
分
な
体
力
を
消

耗
す
る
。 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
の
頂
に
は
、 

「
セ
コ
イ
ア
国
立
公
園
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス 

標

高
１
３
２
０
０
（
４
０
２
３
ｍ
）
フ
ィ
ー
ト
」 

の
し
っ
か
り
し
た
看
板
が
あ
る
。 

 

そ
の
看
板
の
向
こ
う
は
、
絶
景
で
あ
る
。
Ｖ
字
型
の

峠
の
前
に
は
、
壮
大
な
谷
間
の
光
景
が
あ
る
。 

左
側
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
メ
サ
（
頂
上
が
平
ら
で
急

な
側
面
を
持
っ
た
独
立
し
た
丘
）
の
岩
壁
。
そ
の
下
に

大
き
な
湖
が
２
つ
。
中
央
に
平
地
と
そ
の
右
の
な
だ
ら

か
に
盛
り
上
が
っ
た
丘
、
そ
の
丘
の
上
の
小
さ
な
湖
、

そ
し
て
、
右
側
に
は
、
カ
ル
テ
ッ
ク
・
ピ
ー
ク
（
４
２

１
６
ｍ
）
と
、
そ
の
山
裾
。 

遠
く
の
谷
間
に
は
森
が
見
え
、
そ
こ
か
ら
お
椀
型
に

盛
り
上
が
っ
た
丘
が
、
ビ
ッ
グ
・
ホ
ー
ン
・
プ
ラ
ト
ー

（
台
地
）
だ
。 

最
初
に
来
た
時
、
こ
こ
か
ら
ホ
イ
ッ
ト
ー
が
見
え
る

 

フォレスター・パスへ 最後の登り 



の
で
は
な
い
か
と
探
し
た
が
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
、
左

側
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
メ
サ
の
影
に
な
り
見
え
な
い
。 

峠
の
真
下
に
は
、
目
も
く
ら
む
よ
う
な
急
傾
斜
に
つ

け
ら
れ
た
ト
レ
イ
ル
が
あ
る
。
あ
き
ら
か
に
、
峠
の
南

側
の
方
が
急
で
あ
る
。
岩
壁
を
削
る
だ
け
で
な
く
、
か

な
り
下
か
ら
石
を
積
み
上
げ
た
部
分
も
あ
る
。
ど
う
や

っ
て
、
こ
ん
な
崖
に
石
を
積
ん
だ
の
か
と
、
感
心
す
る
。 

                 

峠
の
北
側
に
腰
を
下
ろ
す
。
北
側
の
風
景
は
、
南
側

ほ
ど
雄
大
で
は
な
い
が
、
シ
エ
ラ
・
ネ
バ
ダ
の
峰
々
の

重
な
り
が
続
く
。 

水
を
飲
み
、
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
や
の
り
ピ
ー
、
さ
き

い
か
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
い
つ
も
の
山
で
の
携
帯
食

が
最
高
に
お
い
し
い
。 

下
を
見
下
ろ
す
と
、
登
っ
て
来
る
ハ
イ
カ
ー
が
点
の

よ
う
に
見
え
る
。
何
度
も
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
登
っ
て
来
る
ハ
イ
カ
ー
も
い
る
。 

 

例
の
二
人
組
は
、
す
で
に
峠
を
降
り
て
い
た
。
私
た

ち
も
30
分
ほ
ど
で
峠
を
降
り
た
。 

 

下
り
始
め
は
、
足
が
す
く
む
ほ
ど
急
な
崖
、
そ
の
後

は
、
単
純
な
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
繰
り
返
し
だ
。
約
30

分
で
、
下
の
平
地
に
着
く
。
そ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
進

む
と
、
上
か
ら
見
た
大
き
な
２
つ
の
湖
の
右
を
通
っ
て
、

谷
間
へ
向
か
う
。
一
度
、
こ
の
湖
の
ほ
と
り
で
キ
ャ
ン

プ
し
た
こ
と
が
あ
る
。
夕
方
に
な
っ
て
、
急
に
寒
く
な

っ
た
。
峠
か
ら
吹
き
降
ろ
す
風
が
、
も
の
す
ご
く
冷
た

い
か
ら
だ
。 

 

そ
の
湖
地
帯
を
過
ぎ
る
と
、
広
大
な
谷
間
に
出
る
。

左
手
に
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
メ
サ
に
遮
ら
れ
て
見
え

な
か
っ
た
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
、
初
め
て
姿
を
現
す
。 

 

こ
こ
か
ら
見
た
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
、
左
側
が
急
な
岩

壁
で
、
頂
上
か
ら
右
は
ゆ
る
く
長
い
傾
斜
の
あ
る
姿
を

し
て
い
る
。
円
い
ケ
ー
キ
を
８
分
の
１
に
カ
ッ
ト
し
、

そ
の
中
心
を
頂
に
し
た
よ
う
は
形
だ
。 

 
 

 
 

              

 

と
こ
ろ
が
、
ふ
も
と
の
町
、
ロ
ー
ン
パ
イ
ン
か
ら
は
、

鋭
く
尖
っ
た
峰
の
方
か
ら
見
る
た
め
、
ず
い
ぶ
ん
と
感

じ
が
違
う
。
そ
れ
に
、
ロ
ー
ン
パ
イ
ン
側
か
ら
は
、
他

の
鋭
い
峰
々
が
重
な
り
、
ど
れ
が
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
か
わ

か
ら
な
い
。
特
に
、
手
前
に
あ
っ
て
高
く
見
え
る
ロ
ー

ン
パ
イ
ン
・
ピ
ー
ク
が
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
と
思
え
て
し
ま

う
。 

 

私
は
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
が
見
え
る
こ
こ
の
景
色
が
好

き
だ
。
谷
間
に
広
が
る
大
平
原
は
、
果
て
し
な
い
広
さ

を
感
じ
る
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
の
場
所
は
、
ア

メ
リ
カ
そ
の
も
の
だ
。
こ
こ
を
歩
く
と
、 

「
日
本
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
い
い
な
」 

と
、
い
つ
も
思
う
。 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
・
パ
ス
か
ら
の
下
り
は
、
タ
イ
ン
ダ

ー
ル
・
ク
リ
ー
ク
ま
で
、
３
マ
イ
ル
続
く
。
連
続
し
た

下
り
は
脚
に
応
え
る
が
、
ク
リ
ー
ク
ま
で
下
る
と
、
フ

ー
ド
・
ボ
ッ
ク
ス
を
備
え
た
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
あ
る
。

 

フォレスター・パスからの眺め（南側） 

 

 

フォレスター・パスを下るとホイットニーが姿を見せる 



長
い
下
り
で
疲
れ
た
脚
を
癒
す
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い

休
憩
ポ
イ
ン
ト
だ
。 

 

タ
イ
ン
ダ
ー
ル
・
ク
リ
ー
ク
に
着
く
と
、
例
の
二
人

組
が
い
た
。
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
か
ら
出
し
た
食
料
を
し
ま

っ
て
い
る
。
ブ
ー
ツ
を
脱
い
で
川
で
足
を
洗
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
を
す
る
に
は
、
早
す
ぎ
る
。
こ
こ
数
日
の
様

子
か
ら
、
彼
ら
は
、
お
昼
に
お
湯
を
沸
か
し
、
デ
ィ
ナ

ー
を
食
べ
る
。
そ
の
あ
と
、
ゆ
っ
く
り
休
憩
を
す
る
。

昼
寝
も
入
れ
て
昼
休
み
を
２
時
間
は
と
っ
て
い
る
。
朝

は
ゆ
っ
く
り
起
き
、
夕
方
は
遅
く
ま
で
歩
く
。
昼
は
、

お
湯
を
沸
か
す
が
、
朝
夕
の
食
事
は
、
ス
ナ
ッ
ク
や
エ

ナ
ジ
ー
バ
ー
で
済
ま
し
て
い
る
。 

 

私
は
、
以
前
ベ
ル
ギ
ー
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
そ
こ
で
驚
い
た
こ
と
は
、
昼
間
に
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ワ
ー
が
あ
る
こ
と
だ
。
お
昼
に
な
る
と
、
み
ん
な
家

に
帰
っ
て
、
家
族
で
デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
み
、
再
び
職
場

や
学
校
に
戻
る
。
昼
休
み
は
２
時
間
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

朝
夕
の
食
事
は
、
ス
ー
プ
以
外
は
温
か
く
な
い
簡
単
の

も
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ
ん
な
習
慣
を
も
つ
国
の
人

か
も
知
れ
な
い
。 

 

タ
イ
ン
ダ
ー
ル
・
ク
リ
ー
ク
を
過
ぎ
、
ビ
ッ
グ
ホ
ー

ン
・
プ
ラ
ト
ー
の
丘
を
登
る
。
丘
を
登
る
に
連
れ
、
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
の
姿
が
現
れ
て
く
る
。
プ
ラ
ト
ー
の
中
央

に
は
丸
い
湖
。
草
地
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
穴
か
ら
、
マ

ー
モ
ッ
ト
が
顔
を
出
す
。 

そ
の
夜
の
キ
ャ
ン
プ
地
、
ウ
ォ
レ
ス
・
ク
リ
ー
ク
に

例
の
二
人
組
が
や
っ
て
き
た
。
私
達
よ
り
、
か
な
り
遅

か
っ
た
の
で
、
彼
ら
に
、 

「
こ
こ
に
よ
い
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
あ
る
。」 

と
、
声
を
か
け
た
。
彼
ら
は
、 

「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
か
ら
の
長
い
下
り
が
い
や
だ
か
ら
、

（
そ
れ
を
さ
け
る
た
め
に
）
ま
だ
２
時
間
ほ
ど
歩
く
。
」 

と
い
う
。 

 

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
か
ら
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ポ
ー
タ
ル

ま
で
の
下
り
は
、
サ
ウ
ス
・
バ
ウ
ン
ド
（
南
行
）
で
最

も
急
で
長
い
、
下
り
の
難
所
だ
。 

私
た
ち
は
、
明
日
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
直
下
の
ギ
タ
ー
・

レ
イ
ク
で
キ
ャ
ン
プ
し
、
明
後
日
、
午
前
９
時
に
登
頂

す
る
。
そ
の
後
、
ポ
ー
タ
ル
ま
で
の
連
続
９
マ
イ
ル
の

下
山
路
を
一
気
に
下
る
。 

長
い
下
り
を
さ
け
た
い
と
い
う
彼
ら
は
、
明
日
の
午

後
に
登
頂
す
る
。
そ
し
て
、
山
頂
か
ら
４
マ
イ
ル
下
り

て
最
初
の
キ
ャ
ン
プ
に
泊
ま
り
、
最
終
日
の
下
り
を
５

マ
イ
ル
に
す
る
の
だ
。 

そ
れ
か
ら
、
彼
ら
に
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
詳
し
い

話
は
聞
け
な
か
っ
た
。 

                   
 

               

  

ビッグホーン・プラトーと中央の湖 ビッグホーン・プラトーから見たホイットニー（4,418m） 

Day 14, 

Wallace Creek 

Elevation 3,250 m 

14 miles (22.4 km) 

from Bubbs Creek  



Day

15 

ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク 

  

朝
の
冷
え
込
み
に
は
慣
れ
て
い
た
が
、
今
朝
の
冷
え

込
み
は
一
段
と
厳
し
か
っ
た
。 

朝
食
を
終
え
て
ク
リ
ー
ク
に
水
を
汲
み
に
行
く
と
、

川
岸
の
草
に
か
か
っ
た
水
し
ぶ
き
が
凍
り
、
葉
全
体
が

細
長
い
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

濡
ら
し
た
タ
オ
ル
も
石
の
上
に
置
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま

凍
っ
て
、
持
ち
上
げ
て
も
、
形
は
く
ず
れ
な
か
っ
た
。 

 

ウ
ォ
レ
ス
・
ク
リ
ー
ク
を
出
て
、
一
山
越
え
る
と
サ

ン
デ
ィ
・
メ
ド
ウ
。
細
長
い
草
原
を
横
切
り
、
も
う
一

山
越
え
る
。
降
り
た
と
こ
ろ
に
、
ト
レ
イ
ル
・
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
レ
ッ
ズ
・
メ
ド
ウ
か
ら
同
じ
道
を

通
っ
て
き
た
Ｐ
Ｃ
Ｔ
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ク
レ
ス
ト
・

ト
レ
イ
ル
）
と
Ｊ
Ｍ
Ｔ
の
分
岐
点
だ
。
Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
直
進

で
、
メ
キ
シ
コ
国
境
ま
で
続
く
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ
は
左
に
折
れ
、

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
向
か
う
。 

 

ク
ラ
ブ
ツ
リ
ー
に
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
。
木
に
遮
ら
れ
て
よ
く
見
え
な
い
が
、
ク
リ

ー
ク
に
沿
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
で
き
る
場
所
も
あ
る
よ
う

だ
。 

 

こ
こ
を
左
に
折
れ
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
に
向
か
う
。
森

林
限
界
の
高
さ
に
あ
る
き
れ
い
な
湖
は
テ
ィ
ン
バ
ー

ラ
イ
ン
・
レ
イ
ク
。
水
草
の
生
い
茂
る
湖
岸
か
ら
、
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
の
後
ろ
姿
が
見
え
る
。 

 
 

           

 

そ
こ
で
一
休
み
し
た
後
、
ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
に
向
か

う
。
ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
は
、
ギ
タ
ー
の
形
を
し
た
湖
で
、

私
た
ち
は
、
そ
こ
を
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
最
終
キ
ャ
ン

プ
と
し
て
い
る
。 

 

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
登
り
方
は
い
く
つ
か
あ
る
。
日

の
出
を
見
た
け
れ
ば
、
午
前
２
時
前
に
出
発
す
る
。
水

や
防
寒
具
を
持
っ
て
山
頂
で
キ
ャ
ン
プ
し
、
日
の
入
り

と
日
の
出
を
見
る
人
も
い
る
。 

私
た
ち
は
、
夜
明
け
前
に
ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
を
出
て
、

９
時
頃
に
登
頂
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
ま
で
の

長
い
下
り
を
一
気
に
下
る
。 

ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
の
標
高
は
３
４
８
０
ｍ
。
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
は
４
４
１
８
ｍ
で
、
そ
の
差
は
１
０
０
０
ｍ
。

標
高
差
も
大
変
だ
が
、
薄
い
酸
素
に
苦
労
す
る
。
ゆ
っ

く
り
歩
か
な
い
と
息
が
続
か
な
い
。 

こ
こ
ま
で
Ｊ
Ｍ
Ｔ
を
歩
い
て
き
た
ハ
イ
カ
ー
は
、
毎

日
の
厳
し
い
峠
越
え
で
相
当
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
。

ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
は
、
そ
ん
な
ハ
イ
カ
ー
が
翌
朝
の
登

頂
に
備
え
て
体
を
休
め
る
場
所
だ
。 

私
た
ち
も
、
正
午
頃
に
ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
に
着
き
、

午
後
は
ゆ
っ
く
り
と
昼
寝
や
散
歩
な
ど
を
し
て
過
ご

し
、
明
る
い
う
ち
に
寝
袋
に
入
っ
た
。 

                 

 

ギター・レイクから見たホイットニー 

 

ティンバーライン・レイク 

Day 15, Guitar Lake 

Elevation 3,480 m 

7 miles (11.2 km) from 

Wallace Creek   



Day

16 

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー 

  

午
前
４
時
に
起
き
る
。
寒
さ
の
中
、
コ
ー
ヒ
ー
と
カ

ロ
リ
ー
メ
イ
ト
の
簡
単
な
食
事
を
と
る
。
午
前
４
時
45

分
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
出
発
す
る
。 

 

ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
は
広
い
。
周
り
に
10
組
く
ら
い
キ

ャ
ン
プ
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
は
暗

く
て
わ
か
ら
な
い
。
私
た
ち
の
近
く
に
い
た
年
配
の
男

性
は
、
自
分
は
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
（
沿
岸
警
備
隊
）
で
、

日
本
に
も
行
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
テ
ン
ト
の
脇
を
通

っ
た
が
、
彼
は
、
ま
だ
眠
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

上
を
見
て
も
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
光
は
見
え
な
い
の

で
、
私
た
ち
よ
り
先
に
出
発
し
た
パ
ー
テ
ィ
は
い
な
い

よ
う
だ
。 

 

ギ
タ
ー
の
箱
の
部
分
を
過
ぎ
る
と
、
登
り
が
始
ま
る
。

初
め
は
、
メ
ド
ウ
の
中
を
通
る
な
だ
ら
か
な
登
り
が
１

マ
イ
ル
。
次
に
石
を
積
み
上
げ
た
急
な
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
が
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ト
レ
イ
ル
の
分
岐
点
ま
で
続
く
。 

周
り
が
明
る
く
な
り
、
ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
よ
り
上
の

湖
で
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
た
パ
ー
テ
ィ
の
出
発
準
備

を
す
る
姿
が
よ
く
見
え
る
。 

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
中
間
地
点
で
、
標
高
４
０
０
０

ｍ
を
超
え
る
。
息
が
苦
し
く
、
数
歩
進
む
と
立
ち
止
ま

り
た
く
な
る
。
石
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
と
、
段
差
が
低

い
と
こ
ろ
に
足
を
か
け
る
。
一
気
に
高
い
段
を
上
る
と

苦
し
く
な
る
か
ら
だ
。
連
続
し
て
歩
き
続
け
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
折
り
返
し
点
で
休
み
。

息
を
整
え
て
か
ら
登
り
始
め
る
。
妻
は
、
高
度
の
高
い

所
が
得
意
で
、
私
よ
り
数
10
ｍ
先
を
行
く
。 

 
 

         

午
前
６
時
。
そ
ろ
そ
ろ
日
の
出
だ
。
西
側
の
斜
面
を

登
っ
て
い
る
た
め
、
日
の
出
は
見
え
な
い
。
遠
く
の
山

の
頂
が
朝
日
に
照
ら
さ
れ
、
輝
き
始
め
る
。
真
下
に
は
、

大
き
な
双
子
の
湖
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
・
レ
イ
ク
ス
。
そ

の
湖
面
に
明
る
く
な
り
は
じ
め
た
空
が
映
し
出
さ
れ

る
。 ６

時
半
過
ぎ
、
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ト
レ

イ
ル
と
の
分
岐
点
に
着
く
。
こ
こ
に
荷
物
を
置
き
、
カ

メ
ラ
と
水
、
行
動
食
を
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
チ
に
入
れ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
は
峰
に
沿
っ
た
道
で
楽
に
な
る
。
下
に
は
、

キ
ャ
ン
プ
地
の
ギ
タ
ー
・
レ
イ
ク
が
よ
く
見
え
る
。
上

か
ら
み
る
と
本
当
に
ギ
タ
ー
の
形
を
し
て
い
る
。 

 

ト
レ
イ
ル
の
す
ぐ
下
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
で
は
、
二
人

組
が
テ
ン
ト
を
た
た
ん
で
出
発
準
備
を
し
て
い
る
。 

 

所
々
に
あ
る
狭
い
階
段
状
の
ト
レ
イ
ル
で
は
、
慎
重

に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
。
ト
レ
イ
ル
の
途
中
、
東
側
が
見

え
る
場
所
か
ら
覗
き
込
む
。
西
側
の
斜
面
も
急
だ
が
、

東
側
は
垂
直
に
近
い
断
崖
で
、
足
が
す
く
ん
で
し
ま
う
。 

山
の
東
側
に
は
朝
日
が
当
た
り
始
め
た
が
、
ト
レ
イ

ル
の
あ
る
西
側
に
は
日
が
当
た
ら
ず
、
谷
か
ら
吹
き
上

げ
る
風
が
冷
た
い
。
ス
ト
ッ
ク
を
持
つ
手
が
冷
た
く
て
、

夏
用
の
ハ
イ
キ
ン
グ
手
袋
は
寒
さ
よ
け
に
な
ら
な
い
。 

峰
伝
い
の
最
終
ト
レ
イ
ル
は
1.5
マ
イ
ル
だ
が
、
標
高

差
は
３
０
０
ｍ
あ
り
、
思
っ
た
よ
り
時
間
が
か
か
る
。

午
前
８
時
前
、
よ
う
や
く
山
頂
が
見
え
て
き
た
。 

 
 

                 

山
頂
の
東
は
垂
直
だ
が
、
頂
は
、
な
だ
ら
か
な
斜
面

だ
。
ト
レ
イ
ル
は
、
山
頂
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
山
裾
に

 

ギター・レイク 

 ホイットニー山頂（中央奥の平らな部分）付近 



迂
回
し
、
な
だ
ら
か
西
側
か
ら
登
る
。 

 
そ
の
ト
レ
イ
ル
の
日
影
に
雪
の
か
た
ま
り
が
あ
っ

た
。
谷
側
は
高
さ
が
１
ｍ
、
山
側
は
私
た
ち
の
身
長
よ

り
高
い
。
そ
の
間
の
、
人
が
や
っ
と
通
れ
る
幅
を
左
右

の
雪
に
触
れ
な
が
ら
歩
く
。 

                

次
は
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
。
な
だ
ら
か
だ
が
、
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
も
息
が
切
れ
、
何
度
も
立
ち
止
ま
っ
て
呼

吸
を
整
え
る
。
避
難
小
屋
が
見
え
る
あ
た
り
か
ら
ト
レ

イ
ル
は
な
く
な
り
、
大
き
な
石
の
上
を
歩
い
て
山
頂
を

目
指
す
。 

 

午
前
８
時
半
。
山
頂
付
近
の
避
難
小
屋
に
到
着
。
小

屋
の
前
に
あ
る
ノ
ー
ト
に
記
帳
す
る
。 

 

避
難
小
屋
の
脇
に
は
、
周
り
を
石
で
囲
ん
だ
テ
ン
ト

サ
イ
ト
が
あ
る
。
頂
上
は
、
避
難
小
屋
の
向
こ
う
に
あ

る
三
角
形
の
大
き
な
石
の
上
。
そ
の
上
に
登
り
、
近
く

に
い
た
ハ
イ
カ
ー
に
頼
ん
で
二
人
の
写
真
を
撮
っ
て

も
ら
っ
た
。 

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
山
頂
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｔ
の
終
着
点
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
、
10
数
名
の
ハ
イ
カ
ー
が
い
て
、
350
㎞

の
ロ
ン
グ
・
ト
レ
イ
ル
の
踏
破
を
喜
び
、
笑
顔
で
記
念

撮
影
を
し
た
り
、
あ
た
り
を
眺
め
た
り
し
て
い
る
。
私

達
も
２
度
目
の
全
行
程
踏
破
に
大
満
足
で
、
し
ば
ら
く

山
頂
で
喜
び
に
浸
っ
た
。 

 

長
い
下
山
路
に
備
え
、
一
時
間
ほ
ど
で
山
頂
を
後
に

す
る
。 

下
り
始
め
る
と
、
デ
イ
パ
ッ
ク
に
パ
ー
ミ
ッ
ト
（
登

山
許
可
証
）
を
た
な
び
か
せ
た
ハ
イ
カ
ー
が
、
次
々
に

登
っ
て
来
る
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
（
ト
レ
イ

ル
ヘ
ッ
ド
）
か
ら
の
日
帰
り
ハ
イ
カ
ー
だ
。 

「
何
時
に
出
た
。」
と
、
聞
く
と
、 

「
午
前
２
時
。
」
と
、
答
え
る
。
ポ
ー
タ
ル
か
ら
９
マ

イ
ル
を
８
時
間
か
け
て
登
っ
て
き
た
の
だ
。 

 

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
登
山
は
、
日
帰
り
で
も
パ
ー
ミ

ッ
ト
が
必
要
で
、
入
山
枠
も
一
日
100
人
と
さ
れ
て
い
る
。 

日
帰
り
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
登
頂
は
厳
し
い
。
午
前
２

時
に
出
発
し
た
と
し
て
、
山
頂
に
着
く
の
は
10
時
過
ぎ
。

お
昼
前
に
下
山
を
始
め
て
も
、
帰
る
の
は
６
時
頃
だ
。

速
い
人
は
16
時
間
で
往
復
す
る
と
い
う
が
、
22
時
間
か

か
っ
た
と
い
う
人
に
も
会
っ
た
。 

そ
れ
に
、
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
標
高
差
は
２
０
０
０
ｍ
。

一
気
に
高
い
所
に
登
る
と
高
山
病
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
。
私
た
ち
は
、
今
ま
で
に
二
度
ポ
ー
タ
ル
側
に
下
山

し
た
が
、
お
昼
前
に
な
っ
て
も
山
頂
に
着
け
そ
う
に
な

い
パ
ー
テ
ィ
も
い
た
し
、
登
頂
を
あ
き
ら
め
て
下
山
す

る
人
に
も
た
く
さ
ん
い
た
。
中
に
は
、
気
分
が
悪
く
な

っ
た
の
か
、
途
中
で
横
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
た
。 

 

し
か
し
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
登
山
は
な
か
な
か
の
人
気

で
、
山
頂
か
ら
ポ
ー
タ
ル
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ

ー
と
す
れ
違
う
。
Ｊ
Ｍ
Ｔ
で
、
最
も
多
く
の
人
が
行
き

交
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

                

ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
も
ど
っ
て
、
リ
ッ
ク

を
背
負
い
、
体
が
再
び
重
く
な
る
。
そ
れ
に
わ
ず
か
数

 
山頂からローン・パイン方向を見る 

 

山頂の避難小屋 



100
ｍ
で
あ
る
が
、
ト
レ
イ
ル
・
ク
レ
ス
ト
ま
で
登
り
だ
。 

 
そ
の
ト
レ
イ
ル
・
ク
レ
ス
ト
か
ら
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
を

振
り
返
る
。
西
側
か
ら
の
眺
め
と
違
う
、
切
り
立
っ
た

垂
直
の
が
け
を
も
つ
勇
壮
な
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
だ
っ
た
。 

                 

ト
レ
イ
ル
・
ク
レ
ス
ト
か
ら
は
下
り
の
連
続
。
岩
場

の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
を
降
り
る
と
、
ト
レ
イ
ル
・
キ
ャ

ン
プ
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
最
終
キ
ャ

ン
プ
だ
。
風
が
強
い
た
め
、
ど
の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
風

よ
け
の
石
囲
み
が
し
て
あ
る
。
ル
ー
ル
で
は
、
キ
ャ
ン

プ
サ
イ
ト
に
溝
な
ど
を
ほ
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
風
よ

け
の
石
囲
み
は
許
可
さ
れ
る
よ
う
だ
。 

 

こ
こ
に
は
、
ソ
ー
ラ
ー
・
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
の
ト
イ
レ

が
あ
る
。
太
陽
光
で
モ
ー
タ
ー
を
回
し
、
排
せ
つ
物
を

分
解
す
る
仕
組
み
だ
。 

 

さ
ら
に
降
り
る
と
ミ
ラ
ー
・
レ
イ
ク
。
二
つ
目
の
ソ

ー
ラ
ー
・
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
・
ト
イ
レ
を
過
ぎ
る
と
。
ポ

ー
タ
ル
か
ら
の
最
初
の
キ
ャ
ン
プ
地
、
ア
ウ
ト
ポ
ス

ト
・
キ
ャ
ン
プ
に
出
る
。 

 

さ
ら
に
下
る
と
ロ
ー
ン
パ
イ
ン
・
レ
イ
ク
。
こ
こ
か

森
の
中
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
。
乾
い
た
土
の
ト
レ
イ
ル

は
悪
く
は
な
い
が
、
連
続
し
た
下
り
で
脚
の
疲
れ
は
、

ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
そ
れ
で
も
歩
く
。
下
り
に
弱
い
妻

は
、
膝
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
付
け
る
。
妻
は
遅
れ
が
ち
で
、

私
は
何
度
も
立
ち
止
ま
っ
て
待
っ
た
。 

そ
の
う
ち
に
車
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
聞
こ
え
る
。
こ

の
10
日
間
聞
か
な
か
っ
た
車
の
音
だ
。
車
道
や
車
、
キ

ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
見
え
て
き
た
。 

 

午
後
２
時
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
の
ト
レ
イ

ル
ヘ
ッ
ド
に
到
着
す
る
。
ヨ
セ
ミ
テ
を
出
て
16
日
目
。

二
度
目
の
全
行
程
踏
破
は
無
事
終
了
し
た
。 

グ
リ
ル
兼
土
産
物
店
の
公
衆
電
話
か
ら
ビ
シ
ョ
ッ

プ
に
住
む
友
人
に
電
話
を
か
け
、
到
着
を
知
ら
せ
る
。 

今
回
も
雨
は
一
滴
も
降
ら
ず
、
落
雷
や
山
火
事
の
心

配
も
な
か
っ
た
。
強
風
や
行
動
を
遅
ら
せ
る
よ
う
な
積

雪
も
な
く
、
蚊
も
い
な
く
て
快
適
だ
っ
た
。 

私
た
ち
は
、
無
事
踏
破
で
き
た
こ
と
を
祝
し
て
、
ビ

ー
ル
や
コ
ー
ラ
で
乾
杯
し
た
。 

 

一
時
間
後
に
来
て
く
れ
た
の
は
、
毎
年
お
世
話
に
な

る
フ
ェ
ン
ド
ン
夫
妻
。
こ
こ
に
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
た

の
は
３
度
目
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ド
ン
夫
人
は
、
私
た
ち

が
遠
く
か
ら
出
発
し
、
何
日
も
た
っ
て
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
通
り
に
も
ど
っ
て
く
る
の
が
不
思
議
だ
と
い
う
。 

 

ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル
を
歩
い
た
16
日
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
充
実
し
た
、
す
ば
ら

し
い
16
日
間
で
あ
っ
た
。 

                    

 東側から見たホイットニー（中央） 

 

ローンパイン・レイク 

Day 16, 

Whitney Portal, 

Elevation 2,548 m 

13 miles (20.8 km) 

from Guitar Lake 
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